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「昼ひる飯めしだぞーっ！」

　時を知らせる鐘の音ねと同時に、現場主しゆ任にんのドラ声が薄暗い坑こう道どういっぱいに響ひびき渡わたった。

「やっとかよ」

「腹減へったぜ」

　最深部でツルハシを振るっていた男たちは、疲つかれ切った顔で作業の手を止め、ぞろぞろと出口に向かって歩いていく。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男たちが汗と土にまみれ、一いち様ように肩を落とし、足を引きずるようにしていた。

　その中にひとりだけ、少年の姿があった。

　身長は大人の男たちと変わらない。一七〇セメタというところか。粗そ末まつな作業服越ごしに見える体つきはやせ形で、力仕事に向いているようにはとても見えない。しかし、他ほかよりも中身の詰つまった袋ふくろを肩に担かついで悠ゆう然ぜんと歩いている。

　ちらちらと揺ゆれる炎ほのおに浮かび上がるのは、汗と埃ほこりにまみれてパサついた黒くろ髪かみ。前髪が邪じや魔まをして目ははっきりと見えず、鼻といわず頬ほおといわず土のついた手で平気でさわるせいか、黒く汚れていた。

　少年は袋の中身を管理官の前にある篭かごにあけた。青白い光をたたえた石が転がり出す。エルラ鉱石だ。それが篭いっぱいになり、係かかりが比重を計はかって代金を計算する。

「レネ、午前は一八〇マルドだ」

　金を渡されて財布にしまった少年が外に出ようとすると、先に精算を済ませていた青年が前に立ちふさがった。三つ四つ年上だろう。身長も高く、腕も二回りは太い。

「見ろよ！　今日こそはおまえに勝ったぞ、レネ」

　二三〇マルドを見せて自じ慢まんげな顔をする。

「そうみたいだな」

　相手の顔も見ることなく、レネは淡たん々たんと応じた。

「そんな面つらしてるけど、悔くやしいんだろ？」

「別に。午後から取り返すだけだ」

「チッ、相変わらずかわいげのないヤツだな」

　愛あい想そのない返事に青年は不満そうに声を上げた。

「だいたいなんで、いっつもおまえが一番なんだ？　探たん知ち機きでも持ってんじゃねえか？」

「探知機なら皆持ってるだろ」

　レネは青年の腰にぶら下がった丸い装置にアゴをしゃくった。

「もっと性能のいいのがあるんだろ？」

「そんな金があったらこんな仕事してるか」

「ま、それもそうだ。だったらあれだな。おまえ、エルーランなんだろ？」

「なんだよ、それ？」

　レネが髪かみの下で目を険けわしくしたが、青年はそんなことには気づかなかった。

　エルーランとはバイヨン王国の西端、ヨルク帝国との国境辺あたりに住む人々のことだ。白い肌と美しい容よう姿しが特とく徴ちようで、おかしな術を使うといわれて迫はく害がいされている。居きよ留りゆう地ち一帯は国王の命令で侵入を禁じられており、接せつ触しよくすれば罪になる。

「エルラ鉱石つーんだから、エルーランに関係があるんだ。きっと、エルーランはこいつを食くってんだぜ」

「石食ってどうするんだ？」

　硬かたい表情で訊きくレネ。

「おいおい、ここは笑うとこだぞ？」

「おもしろくない」

「冗じよう談だんのわかんねーヤツだな」

「それじゃ訊くが、オレがエルーランってことは、うちのババアもそうだな？　あれが美人だってのか？」

「おまえの母ちゃんか……。エルーランって美人ばっかりっていうからな。ありゃあ、どう考えたって違うな」

　青年は下品な笑いを漏もらすと、真剣な顔になってレネに拳こぶしを突つきつけた。

「とにかく！　今日は午後もオレが勝つからな!!」

　青年は捨てゼリフを残すと、先に出口に向かっていった。

「ま、頑張ってくれ」

　レネは小声でつぶやき、歩き出した。

　と、横合いからドラ声が響ひびく。

「おい、レネ！　さっき、事務所におまえを捜して人が来てたぞ」

「オレを？」

　レネの眉まゆがひそめられる。

「正確に言やあ、シャールって苗みよう字じの人がいるかって訊かれたんだがな。タッパのある若い女だ。ちょいときつい顔だけど美人だったな。姉さんでもいたのか？」

「そんなヤツはいねーよ」

「それじゃおまえを追って遙はる々ばるやってきたのか？　罪作りだねぇ」

　オヤジらしい下品な仕し草ぐさをする主しゆ任にんにレネは首を振る。

「どこにいるんだ？」

「おまえの家を教えといたから、そっちに行ってんじゃねぇのか」

「オレの家？」

　声にわずかな緊きん張ちようが混まじり、レネは主任に向き直った。

「今日はこれで終わる」

「いいのか？　金がいるんだろ？」

「野や暮ぼ用ようが出来た」

「やっぱりな。がんばってこいよ」

　勘かん違ちがいして下品な笑いを上げる主しゆ任にんに『ほざいてろ』と口を動かすと、レネは薄うす闇やみの中を迷うことなく走り出した。前方に見える光の輪に向かって駆かけ抜ぬける。

　外に飛び出した途と端たん、レネはまぶしそうに目を細くし、叩たたきつけてくる熱気に思わず足を止めた。

　薄暗く、じめついて肌寒い坑こう道どう内と、陽よう光こうまばゆく、肌を焼くような外。

　変化が極きよく端たんで体にはきつい。

　暗く深い坑道にもぐって、エルラ鉱石を掘ほり出す。それがレネがこのデント村に来て三年間ずっとやっている仕事だ。坑道が崩くずれたり、ガスが発生して死人が出ることもあるし、肉体的にも過か酷こくだが、奴ど隷れいよりはマシ。そんなレベル。

　ようやく目が慣なれてきたレネは村に向かって駆け出した。

　小高い丘に上ると村が見えた。デント村はエルラ鉱石を掘り出すディガーたちが自然発生的に作った村で、労働者ばかりの貧びん乏ぼうな村だ。元は採さい掘くつ場ばはもっと村に近いところにあったのだが、採掘が進んでどんどん離はなれていったのだ。

「クソババア、無事でいろよ」

　レネは舌打ちをすると、丘を駆け下りていった。

　村は簡単な木の柵さくで周囲を囲かこわれているだけで、それも頑がん丈じような物ではない。危き険けんな野獣もいない地域なのだ。その柵の中にわずか二〇軒ほどの民家の他ほか、商店と居酒屋が一軒ずつ。エルラ鉱石の産出量が減へってきた頃ころからずいぶんと廃すたれてきた。レネがここに来た三年前と比べても八家族がよそへ移り、店が一軒減っている。

　村に入ったところでレネの足が止まった。

　柵の内側に人がべたっとうつぶせに倒たおれていたのだ。

　小柄な少女だ。

　レネは眉まゆを寄せて少女をのぞき込んだ。息をしているところを見ると死んでいるわけではなさそうだ。

　顔立ちからすると、レネよりふたつみっつ年下だろうか。幼おさなさを残した丸顔に、柔やわらかそうな茶色の髪かみを短く切りそろえている。着ているものは妙みように地味で、上半身はポケットの多いシャツ、下半身はたっぷりとしたズボン。この年とし頃ごろの女の子なら喜んでつけそうな飾りや刺し繍しゆうもなく、アクセサリーもない。かろうじて髪かみ留どめくらいだ。この村のように貧乏人ばかりでも、それなりに工夫して着き飾かざるのだから、この地味さはわざとだろうか。

　これが主任のいう訪ねてきた美人だとは到とう底てい思えない。とはいえ、村人でもないのに、旅に必要な荷物も持っていないのは不自然だ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はいぃ……」

　目が開いて、力のない声が返ってきた。

　くりんとした目が何かを訴うつたえるようにレネを見つめてくる。

「ちょっと計算を間違えて食べ物がなくなりましたぁ……」

「って、行き倒だおれかよ。まいったな」

　面倒なヤツに関かかわってしまったなと思いながら、レネは立ち上がった。

「ちょっと待ってろ。パンくらいならわけてやるぞ」

「ご親切にありがとうございます。あのぅ、どちら様ですか？」

「オレか？　レネだ」

　その途と端たん、少女の丸い目がさらに丸く大きくなった。

「レネさん？」

「あ？　ああ」

　戸と惑まどいながらうなずくレネ。

「レーネディア・シャールさんですか!?」

　少女は行き倒れていたのがウソのように素す早ばやくピョンと飛び起きた。その動きはまるで野生の獣けものだ。

　が、レネはといえばそれに驚くどころか、こめかみが引きつり、目がすうっと細くなって危き険けんな光を帯おびていた。

「殴なぐられたいか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「へ？」

　不機嫌な声こわ音ねに驚いて、少女は大きな目を見開く。

「いいか？　殴なぐられたくなかったら、オレをその名前で呼ぶな」

「そ、そうなんですか？　すみませんでした」

　ペコリと頭を下げる少女。

「で、オレに用か？」

「はい。それなんですけど――死んでください」

　少女はそう言うや、右手を突つき出してきた。

　レネの反応は凄すさまじかった。バッと音がしそうな勢いきおいで後ろに跳とび、着地した時には身み構がまえていたのだ。ほとんど本能的な動きだった。

「なっ、なにしやがる!?」

　少女の右手にはいつの間にか短たん刀とうがあった。玩具おもちやではありえない鋭するどい切きつ先さきが向いているのは、さっきまでレネの腹があった辺あたり。

「あれっ？」

　少女は驚きでまん丸になった目でレネを見る。自分の攻撃がかわされたことが信じられない。

「おかしいです」

　少女はレネに向かって跳ぶと、もう一度短刀を突き出した。

　が、レネはさっと右に動いてあっさりとかわしてしまう。

「いい加減にしないと本気で怒るぞ」

　レネが凄すごむと、バカにされたと思ったか、少女は口をへの字に結んで短刀を握にぎり直した。

「仕方ないです。本気になります」

　言い放はなつと、少女は矢や継つぎ早ばやに短刀を突き出してきた。

　レネは軽く体を傾かたむけたり引いたりしてことごとくかわす。それも紙かみ一ひと重え。少し反応が遅れれば傷を負おいかねない。

　相手してられないと、レネは身を翻ひるがえして駆かけ出した。

「あ、待ってください！」

　少女は慌あわててレネを追いかけ始めた。

「刺されるのを待ってるヤツがいるか！」

　背後に叫さけび返しながら、レネは民家に向かう。身を隠す場所がある村の中ならまいてしまえるかもしれない。

「おい、レネ！　かわい子ちゃんに追っかけられるなんていいご身分だな」

　通りがかった近所の老人が冷ひやかしの声を上げる。

「うるせえ！　そんな嬉うれしい状況じゃないんだよ!!」

　老人に叫び返したレネは民家の物置に跳び上がると、そのままノンストップで屋根に駆け上がった。屋根を走って飛び降おりると、相手の死角に回り込んで、道を渡わたる。

「ここまで来れば……」

　が、振り返って舌を打つ。少女が身軽に追ってくるのが見えた。小柄なくせに動きが予想以上に速い。

「なんなんだ、あいつ!?」

　レネは呻うめくと、再び屋根に跳とび上がった。

　屋根から屋根へと跳び移り、相手の死角に回り込もうとしたが、先を読んでいるように追ってくる。

　三年前、この村に引っ越してきた当初はいじめなんかで追いかけてくるヤツもいたが、たいてい屋根に駆かけ上がった段階で諦あきらめてくれた。こんなにしつこい相手は初めてだと、レネは舌を巻いた。

「どうすりゃいいんだよ……」

　屋根から跳び降おりてぼやいた瞬間、視界に鮮あざやかな緋ひ色いろが翻ひるがえる。

「こうすればいいんじゃない？」

　からかうような明るい声が聞こえた。

　レネが声につられて背後を振り返った直後、飛び降りてきた少女に向かって絶好のタイミングで突つき出されたもの。

　長剣だ。それがすっと伸びて少女の鳩尾みぞおちを狙ねらう。

　宙ちゆうにいる少女は避よけることも出来ずにまともに腹に食くらった。一声呻き、べちゃっと地面に落ちて動きを止める。

「どう？」

　長剣を持って太陽のような笑えみを浮かべたのは若い女だった。

　一いつ瞬しゆん、その笑顔に虚きよを突かれて動きを止めたレネだが、すぐに少女に目を向け、女に詰つめ寄る。

「殺したのか!?」

「慌あわてないで。斬きってないわ。鞘さやよ」

　レネに鞘の先せん端たん――石いし突づきを見せると、女はクルッと回して金具で腰に吊つるした。

　どうやら鞘に収おさまったままの長剣で突いたらしいと理解したレネはホッとすると同時に、新たに現れた相手を鋭するどい目で見た。

　事務所の主しゆ任にんが言った美人というのがこの女だとすぐにわかった。

　最初に目を引いたのは、燃もえる夕焼けのように鮮やかな赤い髪かみ。それを高い位置でまとめて馬のシッポのように垂たらしている。さっきレネが目にした緋色の正体はこれだった。

　女にしては背が高く、レネとは二セメタも変わらない。年は少し上かもしれないとレネは感じた。

　次に目に入ったのは、やや吊つり上あがり気味で気の強そうな目。敵に回すと厄やつ介かいそうだ。

　肩から二の腕を覆おおうだけの短い上着と、健康的な太ふと股ももが見えるスカートは髪にあわせたのか濃い赤に染そめた革で、肩と腕は軽量の革の防具で固めている。革靴は膝ひざの下まであるブーツ。

　レネの視線は凹おう凸とつの少ない胸むねを素通りして、別のものに向かった。

　左右の腰のホルスターに収おさまった二挺ちようの短たん弓きゆう銃じゆう。そして、腰に吊つるした細身の長剣。

　嫌いや味みなくらい金持ち臭くさいな。

　レネは内心でつぶやき、顔をしかめた。

　そう思ったのは、足元に転がる少女があまりにも目立たない格かつ好こうをしていたせいもあるが、それ以上に短弓銃のせいだ。

　短弓銃は弓の代わりに短い矢を射しや出しゆつする機械だ。四セメタほどの小さな矢だが、一セメタ位の厚あつみがある板なら貫通できる。エルラ機き関かんを内蔵し、一挺でも高価な代しろ物ものだ。安い物でも二〇万マルド。それを二挺。当然、エルラ機関の交換や矢の補充も必要だ。しかも、銃を買うには貴族でもない限り許可が必要で、そのためにはさらに金が必要になる。剣だって安くはない。しかも、まだ若い女だ。普通ならそんなに金があるわけがない。

　そんなことを考えた上での印象が『嫌味なくらい金持ち臭い』だった。

「オレに用があるってのはあんただな？」

　レネは見知らぬ少女に襲おそわれた後あとだけに用心して訊きく。

「助けてあげたのに、礼も言わずにそのセリフ？」

　女が片方の眉まゆ毛げを吊つり上あげた。

　レネも負けずに言い返す。

「そっちが勝手に手を出したんだろ」

「確かにそういう見方もできるわね」

　女は軽く受け流すと、レネを値ね踏ぶみするようにじっと見た。

「あなたがレーネディア・シャール？」

　レネの顔が一いつ瞬しゆんで険けわしくなる。

「いいか？　今度その名で呼んだら殴なぐるぞ」

「レーネディアなんて名前だから、てっきり女の子かと思ってたわ」

　レネの言葉など耳に入らなかったかのか、まるで挑発するようにもう一度、一語一語区切って口にする女。

　レネは一言も発することなく、女の頬ほおに向かって真まっ直すぐに拳こぶしを放はなった。力の加減などまったくしていない。

　バシッと派手な音が弾はじけた。

「残念ね。力はあるみたいだけど」

　女は平然とレネの拳を左手で受け止めていた。

　レネは手を引き戻そうとして驚いた。思いの外ほかがっしりとつかまれて、ほどけなかったからだ。

　こいつ、ただの金持ち女じゃない。

　とっさにそう考え、左の拳を横から頬に放つ。

　が、女はまるで予想していたかのように顔色ひとつ変えず、首を後ろに傾かたむけただけでパンチをかわした。

「なかなかいい根性してるわね。でも、女性に拳こぶしを向けるのは感心できないわ」

　急に口調を変えて悪戯いたずらっぽく笑うなり、女はつかんだレネの右手をすっと引いた。レネがバランスを崩くずしたところに足を伸ばしてスネを払はらう。見事にレネは顔面から地面に突つっ伏ぷす。

　敵に回すと厄やつ介かいだと感じたとおりだ。自分の直感に従したがわなかったことを後悔しながら、レネは跳はね起きるともう一度拳を握にぎり直して構かまえた。

「あんたみたいに強い女ならいいんだよ」

「それじゃ、さっきの娘にはどうして手を出さなかったの？」

「あれはどう見ても強そうに見えないだろ？」

「本人が聞いたらショックで倒たおれそうね」

「すでに倒れてるけどな」

　レネは肩をすくめると、構えを解とき、倒れたままの少女に歩み寄った。しかし、女に気を許したわけではないのは背中を向けようとしないことでわかる。少女の短たん刀とうを奪うばって本当に気を失っているのか確かめてから、ひょいと肩に担かつぎ上げた。細く見えるが、採掘仕事をしているだけのことはある。

「その娘をどうするつもり？」

「決まってるだろ？　オレを襲おそった理由を訊きく」

「そう簡単に吐はくかしら？　多分、プロの刺し客かくよ」

「こいつが？　冗じよう談だんだろ」

　レネは担いだ少女にアゴをしゃくると、鼻で笑った。そして、ふと首をかしげる。

「ちょっと待てよ。刺客ってことは、誰だれかに雇やとわれたのか？　なんで、ババアじゃなくてオレなんだ？」

　自問したところで、赤毛の女のことを思い出して口をつぐむ。

「ああそうだ。オレに用があったんだよな？」

「残念。用があるのは、あなたの母上。鉱山で村にシャールって人がいるか聞いてきたの」

　そう答えて、女は荷物から折りたたんだ紙を取り出した。

「手紙？　オレが渡わたしてやる」

　レネが手を伸ばすと、女は素す早ばやく手紙を元に戻す。

「ダメ。大事な手紙だから直接渡してくれって依頼なの」

「あのクソババアに大事な手紙ね。物好きなヤツもいるな」

　そう言いながら、レネは赤毛の女を油ゆ断だんなく見つめた。

「とりあえず、名前を聞いとこう」

「ティナって呼んで」

　握手のつもりか女が右手を差し出したが、レネは無視して尋たずねる。

「フルネームは？　オレの名前を知ってんだ。そっちも教えろ」

「アルティナ・オルベールよ」

「……どこかで聞いた気がするな」

　天を仰あおいで眉み間けんにシワを寄せるレネ。が、すぐに諦あきらめた。

「まあ、いいか。とりあえずこいつが先だ」

　レネは少女を担かついだまま歩き出し、ティナと名乗った赤毛の女はその後あとをゆっくりと追っていった。



　　　２



「ここだ」

　レネが案内したのは小さな木造の家が軒のきを連つらねるうちの一軒だった。

「風が吹けば倒たおれそうね」

　ティナが言うように、ボロ屋という表現がこれ以上に相応ふさわしい家はない。ドアの代わりにあるのは破れた麻あさ布ぬののカーテン。元は荷に袋ぶくろだったのだろう。

「帰ったぞ」

　レネが垂たれ下がった麻布をめくり上げると、顔面に向かってカップが飛んできた。

「いい加減やめろって」

　まるで予よ期きしたように平然とした顔をしてカップを受け止め、奥のテーブルに置く。テーブルにはイスに座った女性の姿。疲つかれ切ったように肩を落としてうつむき、長い髪かみに隠れて顔は見えない。

　その後から入ってきたティナはムッとした空気に驚いた顔で室内を見回した。

　狭せまい空間にベッドがふたつとテーブルとイス三脚、それにカマドと水場。それだけでいっぱいだ。

「冷蔵庫も送風機もないの？」

「こんな貧びん乏ぼうな村にエルラ機き関かんなんてあるわけないだろ。あんたみたいな金持ちじゃないんだ。必死になって働いて、食くうだけで精一杯なんだよ。そんな贅ぜい沢たくな生活なんて夢のまた夢だ」

　レネは面倒そうに答えると、少女をベッドに放ほうり出した。

「そちらの方がお母上？」

　ティナがテーブルの女性に気づいた。

「とっとと用事を済ませて出ていってくれ」

　レネは突つき放はなすような口調で言うが、ティナは女性をじっと見つめていた。

　長い黒髪に隠れた顔は一見して年ねん齢れいがわからない。レネの母親なのだろうから、それなりの年齢なのだろう。テーブルで体を支えるような疲れ切った様子からはそれ以上にも見える。

「初めてお目にかかります。アルティナ・オルベールと申します」

　ややあって何かを確認したようにうなずき、ティナは妙みように丁てい寧ねいな挨あい拶さつをする。

「レニア・シャールです。伝説のディガーさんがいらっしゃるなんて光栄ですわ」

　かれた声に力はないが、口調は若い。

　母の言葉を聞いて、レネはあっと声を上げた。

「どうりでどっかで聞いたことがあるはずだ」

　ディガーとはレネのようなエルラ鉱石を掘ほり出す仕事をする労働者のことだが、中にはレネが働いているような鉱山で働かない者がいる。まだ開拓されていない鉱こう脈みやくや巨大なエルラ鉱石を発見して、それを売るプロだ。中には成功を収おさめ、大金を手にする者もいる。その中でティナは最年少にして単独の鉱石としては最大のエルラ鉱石を発見したと言われているのだ。しかし、どこでそれを手に入れたのかは謎なぞに包まれている。

「その女の子はどうしたの？」

　レニアはレネが運んできた少女に目をとめた。

「オレを殺そうとしたんで、ちょっと拷ごう問もんでもしようかと」

　冗じよう談だんめかして言うレネが壁かべ際ぎわにある棚に行く間に、レニアはイスから立ち上がった。ふらつきながらベッドに歩み寄ると、少女をのぞき込む。

　ティナは心配そうにレニアの様子を見てレネに尋たずねた。

「お母上は体の調子がお悪いの？」

「二年前からこうだ。それまではもっと過か激げきだったぞ」

「過激？」

　意味がわからないと、ティナは小首をかしげた。

「オレがよそ向いてると物を投げてくるわ、いきなり殴なぐりかかるわ。ナイフ投げられた時は死ぬかと思ったぜ。全力投球だぜ？　しかも、昔はもっとスピードも速かったからな」

「それにしては無傷で生いき延のびてるみたいだけど？」

　レネのいうクソババアの理由がわかったはずだが、ティナは感心した声を上げる。

「当たり前だ。そんな簡単に殺されてたまるか。最近はせいぜいさっきみたいにへろへろ飛ぶカップ程てい度どなんで助かるけどな」

　レネが吐はき捨てた。

「ずいぶん身軽だったけど、それも？」

「ああ、ババアが元気だった頃ころは犬をけしかけられたりしたっけ」

「なるほどね。話に聞いていたとおりみたいね」

　ティナは小さく笑うと、ベッド脇わきのレニアに視線を向けた

　レニアは気を失ったままの少女の頭にふれると、レネに非ひ難なんめいた声を上げた。

「怪け我がさせたのね」

「気き絶ぜつして地面に落ちた時に打ったくらいだろ」

　レネはたいしたことないと笑った。

「女の子に傷をつけるなんて、そんな子に育てた覚えはありません」

「オレがやったんじゃない。それに、そいつ、刺し客かくなんだって」

　レニアは驚いたような顔をして手を止めたが、すぐに毅き然ぜんとして言い返した。

「刺客でも女の子には違いないでしょう」

「無む茶ちやいうなって。そいつに殺やられたらどうしてくれんだよ？」

「そんな軟なん弱じやくな息子を持った覚えはありません。そこの薬箱を取りなさい」

　かれた声でビシリと言い放はなつと、レニアは棚を指さした。

「……わかったよ」

　縛しばるつもりでロープをつかんでいたレネは呻うめきを上げると、箱を取って渡わたした。レニアは取り出した軟なん膏こうを少女の頭に塗ぬって包帯を巻き始める。

「なけなしの薬だってのに……。だいたい、そんなたいした傷じゃないだろ」

　レニアは抗議に耳を貸かさず、手当てを終えるとイスに戻っていった。それだけで力を使い果はたしたように背もたれに体を預あずけてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ティナがレニアに歩み寄る。

「ご心配は無用です。ずっとこんな調子ですから」

「エルラの不足ですね。鉱石から出るだけでは足りないんでしょう」

　ティナのささやきにレニアは警けい戒かい心しんもあらわにして詰きつ問もんする。

「なぜ、それを!?」

　ティナは慌あわてずに袋ふくろから手紙を取り出し、テーブルの上に差し出した。

「レニア様、遅れましたが、こちらを預かって参りました」

「私に？」

　意外そうな顔をしたレニアは折りたたまれた手紙を受け取った。開いた途と端たん、小さく息を飲む。

「みんな、覚えていてくれたのね……」

　声を詰つまらせる。その瞳ひとみにはすぐに涙が浮かんで滴しずくとなり、テーブルに小さな池を作る。

「手紙を送ってくるような知り合いがいたのか？」

　初めて見る母の様子に、レネは驚き、ためらいながら訊きく。

　今まで聞いていたのは親族から見放され、父には捨てられ、あちこちを転々としながらひとりでレネを育ててきたという話だけだ。だからレニアに手紙を託すような相手がいるとは思いもしなかった。

　ティナはそんなレネの様子を見て何か言いかけたが、すぐに口を閉ざした。家族の問題は自分が口を挟はさむことではないと判断したのだろう。

　そして、レニアもレネの問いには答えず、手紙を元のように綺き麗れいに折りたたむと、顔を上げてティナを見上げた。疲つかれ切った表情が別人のような輝かがやきに満ちていた。

「オルベールさん」

「ティナで結けつ構こうです」

　丁てい寧ねいに応じるティナ。

「ティナさん、礼を言わせていただきます」

「いえ、居きよ留りゆう地ちの方々に世話になりましたので、そのお返しで引き受けたのです」

「世話に？」

　レニアは首をかしげる。

「二年前に色々と」

　それを聞いて事情がわかったというようにレニアがうなずいた。

　わからないのはレネだ。

「何の話をしてんだよ、さっきから？」

　置いてきぼりにされていらついたレネの声は必要以上に大きく響ひびく。それに反応したか、ベッドの少女が小さく呻うめいた。

「気がついたわ。そこのスープをあげなさい」

　レニアの命令口調に何を言ってもムダだと思ったのか、レネは無言で鍋なべの中にあったショウガのスープをカップに注そそいで渡わたした。

「それをお飲みなさい。気つけになります」

　レニアが言い、レネは少女にカップを突つきつけた。

「ありがとうございますぅ」

　カップを受け取った少女はまだぼんやりした顔で口をつける。

「どうかしら？」

「あうぅ、おいしいですぅ」

「そう。よかった」

　レニアが微笑ほほえむ。

　しばらくの間、少女は飲み干したカップを両手で抱かかえるように持ち、焦しよう点てんの定まっていない目をさまよわせていたが、いきなり目を見開いたかと思うと、鶏にわとりのようにクックッと首を動かして周囲を見た。

「ああっ！　ここって私の家じゃないですよ!?」

「当たり前だ。ここはオレの家だ」

　レネの冷静な突っ込みに、少女は弾はじかれたようにレネの顔を凝ぎよう視しすると頬ほおを両手で挟はさんで口を大きく開いて叫さけんだ。

「ええっ!?　暗殺に失敗した挙あげ句く、標的の人に一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんのご恩を！」

「いや、まだ一宿はしてねーから。それに飯めしっつっても具の少ないスープだし」

「一ベッド一スープですかぁ？　あれ？」

　少女が包帯に気づいて頭に手を当てると、レネが面倒そうに説明する。

「ああ、たんこぶに軟なん膏こう塗ぬっ――」

「ああああああああーっ！　ど、どうしようどうしようっ!!」

　レネの声をかき消す大声を上げながら、頭を抱かかえた少女はベッドの上で右へ左へとごろごろ転がり始めた。

「どうした？」

　レネは呆あつ気けにとられて少女を凝ぎよう視しする。

「標的の人に一ベッド一スープだけじゃなくて治ち療りようまでされてしまいました。これじゃ殺せませんよぅ」

　どうやら本人は真剣に煩はん悶もんしているらしいが、その様子はどこか笑いを誘さそう。レネも思わず口元を緩ゆるめてしまった。

　すかさずティナが一言。

「油ゆ断だんしない方がいいんじゃないの？　これも作戦かもしれないし」

「なんだ、まだいたのか？　こいつがそんな器き用ような生き物に見えるか？」

　レネはティナに素そっ気けなく返し、改あらためて少女を遠えん慮りよのない目で観察した。少女はじろじろと見られて小さい体をさらに小さくする。

「はうう～、ごめんなさいぃ、不器用で……。いつもみんなからどんくさいからまだ任まかせられないって。今回が初仕事だったんですぅ」

「ほらな？」

「『ほらな？』じゃないでしょ。自己申告する刺し客かくがいるわけないわ」

　オレが言ったとおりだろと勝ち誇るレネにティナが強い口調で突つっ込む。

「正直がモットーなんですよぅ」

「あの襲しゆう撃げきはだまし討ちじゃなかったの？」

「あれは……ホントにお腹なかが減へって動けなかったんですよぅ」

　きゅるきゅるきゅると少女のお腹が鳴り、恥はずかしそうにうつむいた。

「だから、力が出なくて襲撃に失敗したって言いたいの？」

「そうなんですよぅ」

　うなだれて答えた少女を疑うたがわしげに見つめるティナだが、それ以上は口を挟はさまないことに決めたようだった。それでも警けい戒かいの視線は外さない。

　レネはパンと手を叩たたいて少女を見た。

「よし、それじゃ、正直者で一ベッド一スープと治療の恩義を感じてるあんたに教えてもらおうか。どこのどいつがオレを殺せなんて命令しやがった？」

　少女はピョンと跳はね起きてベッドの上で正座をすると深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ごめんなさい！」

「ごめんじゃない！　誰だれだと訊きいてんだ」

「教えられないんですよぅ。そういう契けい約やくですから」

「そうか。教えてくれたら、飯めしを食くわせてやろうかと思ったんだが、残念だな」

　レネはこれ見よがしにパンをちぎって口に放ほうり込こんだ。

「ううっ……」

　少女はレネの手をじっと食くい入るように見つめ、ツバを飲み込む。

「ほら言え」

　パンを見せびらかすと、少女は泣きそうに顔をゆがめた。

「ごめんなさい。どうしても言うわけにはいかないんですぅ……」

　レネはしょうがないなとため息をつく。

「自由にしたら、またオレを狙ねらうのか？」

「はいぃ。すみません……。依頼はこなしたいんですけど、恩おん人じんを手にかけるわけにいかないですし、困ってるんですよぅ」

　少女はしゅんとした様子でうなずいた。

　と、ずっとやりとりをうかがっていたティナが何か思い出したようにレネに尋たずねる。

「幾いくつになったの？」

「なんだよ、いきなり」

　レネの機嫌は目に見えて悪くなり、少女の方も投げやりな感じでつぶやく。

「そうですよ。いまさら年なんて訊きいてもしょうがないじゃないですか。どう見たって立派な大人なんですから」

　王国では成年は一六歳と決められており、それまでは家か督とくを継つぐことや兵士になることなどに制限がある。

　が、少女の言葉にレネは顔を渋しぶくしていた。

「老ふけて見えて悪かったな。まだ一五だよ。誕生日は二週間先」

　少女は丸い目をたっぷり三回瞬まばたきさせてから声を上げた。

「えええ～っ!?　もっと年上かと思ってました！」

「悪かったな、ガキで。だいたい、なんでおまえらがそんなことに興味を――」

「違うんです、ガキでいいんです！　契けい約やくは破は棄きできます!!」

　目を輝かがやかせて歓声を上げる少女。反対にレネは意味がわからず顔をしかめる。

「どういうことだ？」

「成年に達しない相手を殺す契約は受けないっていうのがギルドの掟おきてなんです。ティナさん、ありがとうございます！」

「あなたのためじゃないの。だいたい、契約時に標的の詳しよう細さいを聞くものじゃない？」

「はうう～、そうです。わたしの失敗です。ご迷惑をおかけしました……」

　しおらしくうなだれる少女にレネが迫る。

「よし、問題がひとつ片づいたところで、オレを殺せと言ったヤツの名前を教えてもらおうか？」

「それは契約を解かい除じよしてからじゃないとぉ……」

　言いよどむ少女にティナが代わって説明した。

「つまり、契約者に解除の旨むねを通告してからじゃないと自由にならないというのが決まりなのよ」

「面倒だな」

　しばらく考えた末、レネはよしと声を上げた。

「よし、そいつのところに案内しろ」

「へ？　でも、それは信しん義ぎに反します」

「いいか？　こう考えろ。おまえはそいつのところに契けい約やく破は棄きのために行く。オレはこっそりその後あとを追っていく。おまえは気づかない。どうだ？」

「でもでも、今聞いちゃいましたよぅ」

「いや、おまえは聞いてない。そうだな？　どうしても聞いたと言い張るんなら、気が進まないけど、こうするしかないな」

　レネは両手につかんだロープをビシッと鳴らした。ビクッと首をすくめた少女が慌あわてて声を上げる。

「あ、聞いてなかったのを思い出しました、たった今！」

「よしよし。聞き分けのいいヤツは好きだぞ」

　レネは少女の頭をぐりぐりとなでた。

「あうあう……」

「で、おまえの名前は？　いつまでも刺し客かくじゃ面倒だ」

「名前は名乗れない決まりなんですぅ」

「全部ダメじゃないか。それじゃ仕方ないな。適当に名前をつけるぞ。ポチとかミケとかそんな感じだな」

　レネは楽しそうに言う。

「ええっ!?　せめて人間の名前にしてくださいよぅ」

「いいや、一度ペットを飼ってみたいと思ってたんだ。おまえ、リスかタヌキみたいでちょうどいいんだ」

「……ひ、ひどいですよぅ」

「イヤなら名前を教えろ」

　ロープで首輪を作り始めたレネを見て、少女は観念したように口を尖とがらせてつぶやいた。

「メイロンですぅ」

「ようし。オレはレネだ。いいな？」

「はい、レネ様」

「なんだ、その『様』ってのは？　レネでいい」

「一ベッド一スープの恩義がありますから、呼び捨てはちょっと……」

「とにかく『レネ様』以外で勝手に呼べ」

　メイロンはほんの一いつ瞬しゆんで声を上げた。

「じゃあ、ご主人様！」

「はあ？」

「なんだか、態度が偉そうですし、ペットが欲しいって」

「却きやつ下かだ」

「でもでも、勝手に呼べって……」

　メイロンが非ひ難なんがましく、じーっとレネを見上げる。

「あなたの負けね、レネ」

　やりとりを黙だまって聞いていたティナがいきなり笑い出した。

「勝手に負けさすな！　その前に、用事が済んだならとっとと帰っちまえ!!」

　憤ふん然ぜんとしたレネの抗議になど耳も貸かさず、ティナは話題を戻した。

「ちょっと聞きたいんだけど、依頼人に会ってどうするつもり？」

　レネはわかりきったことだと言い放はなった。

「その野郎に一発食くらわす！　そうでもしなきゃ気が済まん」

「また殴なぐるのね……」

　うんざりした顔でレネを見るティナ。

「悪いか？」

「清すが々すがしいくらい単純な思考回路だと思って」

　レネは硬かたく握にぎりしめた拳こぶしをティナに突つきつけた。

「いいか？　殴るってのは、相手の体にも痛いたみを教えてやることなんだ。殴ったこっちも痛いんだ。あんたの持ってる銃や剣とは違う」

「おもしろい考え方ね」

　うなずいたティナはフッと笑って拳を握ってみた。

「わからなくはないけど……。自分も痛い、か」

　手のひらに拳を打ちつけると、ティナは荷物を担かつぎ上げた。イスに座ったレニアに向き直って黙礼する。

「大事な用も終わりましたから、私はおいとまします」

「ああ、行っちまえ」

　しっしっと手を振るレネ。

　が、レニアが引き留めた。

「ティナさん、少しお話しがあります。もしよろしければ、今日は泊とまっていってくださいませんか？」

　ティナは少し考えた後あと、うなずいた。

「どうせ野の宿じゆくですから、泊めていただけると助かりますが」

「お、おい」

　レネが文句を言おうとすると、レニアはメイロンにも声をかける。

「メイロンさんも今日は泊まっていきなさい」

「え？　いいんですか？」とメイロンは驚いて目を丸くする。

「怪け我が人にんを放ほうり出すわけにいきません」

「それじゃ――」

「甘えるな！」

　メイロンに向かって一いつ喝かつするレネ。

「おい、クソババア！　勝手に話を進め――」

　振り向いたレネの顔面に見事にカップが激突した。
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「まったく……勝手に決めやがって」

　レネはカップが当たって赤くなった鼻をさすりながら忌いま々いましげに吐はき捨てた。

　陽ひが傾かたむき、薄暗くなっている。そろそろ夕食の準じゆん備びをしようと流しに向かったレネは、四人分の食材も、調理する道具もないのに気づいた。親子ふたりの貧びん乏ぼう暮ぐらしなのだから無理もない。

　ティナが金を出すと申し出たので、村でひとつしかない居酒屋に料理を分けてもらいに行った帰りだ。レネとティナの手には袋ふくろがぶら下がっている。

「くそう、久しぶりに鼻血ものだったぜ。この二年は完かん璧ぺきにつかんでたってのに」

　よほどレニアの投げたカップをつかめなかったことが悔くやしかったのだろう。宙ちゆうに向かって右手を素す早ばやく伸ばすのを繰くり返かえす。

「油ゆ断だん大敵ってことよ」

　赤くなった鼻を見たティナが含み笑いを浮かべると、レネは挑戦的に言い返した。

「あんたに避よけられるのかよ？」

「多分、無理だと思う」

　あっさりと答えられ、レネは驚いた顔でティナを凝ぎよう視しする。

「そんなに驚かなくてもいいでしょう。正直に言っただけよ。たとえへろへろのカップが飛んできたって、普通はいきなりなら反応できないわ。しかも、ナイフ？　曲きよく芸げい師しでもないんだから無理無理」

　ティナはゾッとしたように首をすくめた。

「勇気あるな……」

　レネが思わずつぶやくと、ティナは不思議そうに聞き返した。

「なにが？」

「自分に出来ないってことをこんなにあっさり認めるなんて」

　出来ないというのは弱点をさらすようなものだとレネは考えていた。弱いところを見せればつけ込まれる。逃にげるように何度も引っ越してきたレネはそうやって生きてきたのだ。しかし、ティナはそれをあっさりと認めてしまった。

「それなりに経験もしてるし、自分を過か信しんするほどバカじゃないわ。言っておくと、これでもあなたより一年半年上なのよ」

　ティナは細い眉まゆを片方だけ器き用ように吊つり上あげた。

「そうか……。そうだよな。しかも、有名なディガーなんだよな。わかってんだけど、なんか腹が立つんだ」

　レネが唇くちびるを突つき出してそう言うと、ティナはいきなり弾はじかれたように笑い出した。

「な、なんだよ!?」

　バカにされたと思ったレネがかみつく。

「向上心があるのはいいことよね」

　ひとしきり笑った後あと、ティナはそう言ってレネの背中を叩たたいた。

　よろめいたレネはわけがわからないという顔でティナを見たが、悪わる気ぎがないのだけは感じられたので、怒るわけにもいかない。そこまでガキだとは思われたくなかった。

「でも、お母上はなにか意い図とがあってやってるんだと思うわ」

「あのクソババアにそんな計算が出来るか？」

　レネは疑うたがわしいと吐はき捨てるように言った。

　家に着き、レネは入り口の麻あさ布ぬのをくぐった。

「お帰り」

　今度はカップの代わりにレニアの声が飛んできた。

　レネは袋ふくろを持って、さっそく小さなキッチンに向かった。

「あのぅ、手伝いましょうか？」

　メイロンがベッドの上からおずおずと声をかける。

「おまえには明日案内してもらわなきゃいけないんだから、休んでろ」

「ありがとうございますぅ」

「礼を言われる筋すじ合いはないぞ。これで本当に一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義なんだからな。役に立ってもらうぞ」

「はいぃ」

　ナイフを突きつけるレネに、ますます小さくなってしまうメイロンである。

　そんなことなどおかまいなしのレネはかまどに載のった鍋なべを開けて具合を確かめる。なけなしの野菜を入れたショウガのスープだ。そこに買ってきた燻くん製せい肉の切れ端はしを細かく刻きざんで加え、もう一度フタを閉める。

　買ってきたのは鶏とりの香こう草そう焼き。ただし、一番安い胸むね肉にくだ。それを薄く切って、間に菜っ葉をはさむ。その上に塩と胡こ椒しようを加えたオイルを少しかける。

　パンは焼いてからかなり時間がたっているものだが、これは水を吹きかけてからかまどに網を敷いてあぶれば問題なし。

　半時間ほどで簡単だが、レネにとっては年に数回食べられるかどうかという豪ごう勢せいなものが出来た。

「ティナさん、悪かったですね」

　イスにもたれかかるレニアが申し訳なさそうに頭を下げる。

「宿やど代だいと思えば安いものです。いつも野の宿じゆくですから、久しぶりに屋根のあるところで寝ねられて嬉うれしいですし。気にしないでください」

　ティナは首を振ると、テーブルについた。

「ほら、食くえ」

　レネは、ベッドに座ったメイロンに鶏とり肉にくを挟はさんだパンとスープを運ぶ。

「ありがとうございますぅ」

　メイロンはパンを一口かじって目を見開いた。

「はうぅ、おいしいですぅ」

「おだてたってムダだぞ」

　レネは自分の分を食べにテーブルに戻った。

「手慣なれたものね。ちょっと感心したわ」

　すでに食べていたティナが言う。

「だから、おだてたって何も出ないって言ったろ」

　そうは言いながらも、レネはまんざらでもなさそうな顔をした。

　パンをかじったところで、レネはティナの手の動きに目が行った。手で持つにしても爪つま先さきだけで、手つきが綺き麗れいなのだ。何なに気げなく見ていれば気づかないかもしれないが、レニアと同じだったので目に止まる。この村のような人間ではありえないし、横でメイロンが両手でがっしりつかんで豪快に食っているのと対照的だ。

　鶏肉を頬ほお張ばりながら、レネはじっとティナを見つめた。

　妙みようなヤツだ。

　ちょっとした仕し草ぐさや女らしい言葉づかいはどこか上品な感じがするのに、男みたいに剣を使ったり、武術めいたもので簡単にレネを倒たおしてしまう。いいところのお嬢じようさんのようにも、ひどいじゃじゃ馬にも見える。外見は派手な赤い髪かみにばかり注意がいくが、きつい顔立ちではあるが整ととのってるし、美人といってもいい。

　と、唇くちびるに薄く紅べにを差しているのに今になって気づき、レネはドキッとした。

「なにかついてる？」

　レネの視線に気づいて、ティナは唇くちびるに指をふれた。

「あんたを見てたわけじゃない」

　反射的に言い返してからレネは自分の失敗に気づいた。ティナを見ていたことを自白したようなものだ。バツが悪くなって、視線をそらすとパンを口に突つっ込んで黙々とかみ続ける。その後あとはティナどころかレニアの方にすら視線を向けられなかった。

　食事が終わった頃ころには完全に陽ひは沈み、外には松明たいまつが灯ともされた。家の中には小さなランプだけで、ぼんやりとした光が揺ゆらめいている。

　かたづけられたテーブルを借りたティナは腰の短たん弓きゆう銃じゆうを分解し始めた。

「一日の日課にしてるの」

　レネの視線に気づいてそう答えながら、慣れた手つきでまず短弓銃の握にぎりから矢や筒づつを、そして、銃身の下から緑色にほのかな光をたたえる筒を取り出す。矢筒には長さ四セメタに満たない小さな矢が束になって収おさめられている。

「それがエルラ機き関かんか？　小さいな」

　レネが感心した声を上げる。これまで大きな物しか見たことがなかったのだ。

「これが一番小さいエルラ機関よ」

　ティナは答えながら、短たん弓きゆう銃じゆうの銃身を引き抜ぬき、ブラシで中を掃そう除じした。

「ホコリとか砂が入ると狙ねらいがずれるから、毎日掃除しておかないと命に関かかわることになるの」

「便利そうだけど、色々面倒なんだな」

　レネが興きよう味み津しん々しんの体ていで見ていると、レニアがハエでも追い払はらうような調子で言いつけた。

「さあ、レネ、出て行きなさい」

「は？　なに言ってやがんだ？」

　意味がわからず戸と惑まどうレネに、レニアは冷静に指し摘てきした。

「若い女性がふたりもいるのに一緒に寝ねる気ですか？」

　ベッドはふたつ。床ゆかにはひとり寝るくらいの余よ裕ゆうしかない。

「……わかったよ」

　ため息と共にあきらめの声を吐はき出したレネは、自分のベッドに寝ているメイロンに向き直った。

「明日朝、出かけるからな。用意しとけよ」

　そう言い放はなつと、毛布を一枚抱かかえて外に出て行った。

「いいんですか？」と短弓銃に矢や筒づつを戻しながらティナ。

「いいんですよ。喧けん嘩かしたら、しょっちゅうふてくされて外で寝てるんですから」

　レニアがこともなげに答えるのを聞いて、このふたりはどんな喧嘩をするんだろうとティナは思った。



　すでに陽ひが落ちて二時間ほど。辺あたりは完全に暗くなっていた。

　レネは自分の背せ丈たけよりも高いところにある木の枝に横木を渡わたして、その上に毛布にくるまって寝ていた。木の葉の隙すき間まから月明かりが射さし込んでくる。

　寝転がって夜空を見ていると、下から呼び声が聞こえた。

「こんなところにいたのね」

　体を横にして端はしから下をのぞき込むと、ティナが見上げていた。

「どうした？　慣なれない床で寝られないのか？」

「それは私のセリフ。こっちは野の宿じゆくには慣れてるの」

　ティナはニヤッと笑うと、言い返した。

「色々あって寝られないんじゃない？」

「ガキじゃあるまいし」

　レネは冗じよう談だんじゃないと笑う。

「死にかけたことだってあるんだ。こんなのは屁へでもない」

「死にかけたって？」とティナが驚いて聞き返す。

「といったって、物心ついたばかりの頃ころだったから怖こわかったってことしか覚えてないけどな。クソババアと一緒に馬車に乗ってどこかに行く途中だ。崖がけから落ちて、助かったのは奇跡的だったってよ」

「なるほどね。それにしても、すいぶんあちこち転々としてたわね。ここを見つけるのに苦労したわ。半年かかったかな」

「ご苦労さん。まあ、引ひつ越こしの理由は色々あってな……」

　笑って応じたレネは急に口ごもってしまった。

　ティナはそこに突つっ込むことなく、真剣な表情で尋たずねる。

「ところで、お母上のお体は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「カップを投げられるし、飯めしも食くえるくらいなら大丈夫だろ」

　肩をすくめて答えるレネに、ティナは少し戸と惑まどいながら続けた。

「そういう意味じゃなくて……。まさか知らないの？」

「なにをだよ？」

　探るように訊きくティナに、レネも同じように警けい戒かいしながら応じる。沈黙が続き、ややあってティナはフッと息を吐はき出した。

「探り合いは苦手だから言うけど、私はお母上の故こ郷きようで手紙を預あずかったの。あなたの生まれたところよ」

　レネが緊きん張ちようしたのがわかった。それを感じて、ティナは続けた。

「お母上はエルーランよね」

　我われ知らず息を止めていたレネはその言葉を聞いて大きく吐き出した。

「……知ってたのか」

　隠していても仕方ないと、レネは正直に応じることにした。

「お母上の体が年の割に弱っているのは、居きよ留りゆう地ちを離はなれたせい。あなたにもエルーランの血が流れているはずだけど、大丈夫そうね？」

「オレは詳くわしく教えられてないからエルーランってのがなんなのか知らないんだよ。体が丈夫なのは親父おやじが普通の人間だからだろうな」

「お父上のことは知ってるの？」

「顔も知らないんだ。物心ついた時にはクソババアとふたりだったからな」

「そう……」

　ティナが腕を組んで何事か考えるのを見て、レネは一言注文をつけた。

「おい、今の話は誰だれにも言うなよ」

「言えると思う？　私は禁じられたエルーランと接せつ触しよくしたのよ」

「それならいい」

　レネは仰あお向むけに戻ると、

「そろそろ家に戻れよ。女は体を冷ひやしちゃいけないってクソババアが言ってたぞ」

「優しいのね」

　ティナが意外そうな顔をすると、レネは心外だと反論した。

「別にいつも喧けん嘩か吹っかけてるわけじゃないぞ」

「殴なぐるしか能がないのかと思ったわ」

「おい……」

　眉み間けんに縦ジワを刻きざむレネ。

　背伸びをしたティナは手を伸ばすと、レネの額ひたいをひとさし指でちょんと突ついた。

「残念。下から見たら顔が見えるかと思ったけど……」

　普段から前まえ髪がみが邪じや魔ましている上に明かりもない夜ではレネの顔は見えない。ティナは残念そうにクスッと笑うと、身を翻ひるがえした。

「お休み。風か邪ぜ引かないでね」

「ガキ扱あつかいするな」

　去っていく足音を聞きながら、レネはティナに突かれた額にふれる。

　あいつ、何者なんだろう。

　迫はく害がいの対象であるエルーランにも偏見を持っていないどころか、わざわざ居きよ留りゆう地ちから手紙を届けてくれたという。二年前にエルーランに世話になったなんてことも言っていた。なにがあったんだろうか。ただのディガーじゃないのだけは想像がつくが……。



    

  
    
      



    

  
    
      「ま、でも、オレにはもう関係ないしな。明日にはさよならだ」

　レネは毛布を引き上げると目を閉じた。



「朝ですよ、ご主人様！」

　翌朝はメイロンのドアップから始まった。

「どわっ!?」

　跳はね起きようとしたレネは危あぶないところで自分がどこにいるのか思い出し、動きを止めた。急な動きをすると、板が外れたり折れたりするかもしれない。

「おはようございます！」

　メイロンが上の木の枝からぶら下がってのぞき込んでいた。

「脅おどかすなっ！」

「すみません。母上様が起こして差し上げろとおっしゃるので」

「あのクソババアがそんなこというわけがないだろ。おおかた『板を叩たたき折って地面に落としておいで』とでも言ったんだろ？」

「はい、凄すごいです！　一いち言ごん一いつ句くそのとおりですよ」

　メイロンが歓声を上げる。

「あのクソババア……」

　周囲を見ると、まだ完全に陽ひが昇のぼりきっていない薄はく明めい。肌寒いくらいの空気を胸むね一杯に吸い込んで、レネは身軽に地面に飛び降おりた。

「ご飯の用意できてますよ」

　メイロンがすぐ後ろに降りてくる。足音がまったくしない。

「プロ、か」

　ふとつぶやくと、レネは軽く屈くつ伸しんをして駆かけ出した。

　家に着くと昨さく夜やの残り物を口に放ほうり込こんで食べながら、荷物袋ぶくろに適当にものを詰つめ込んだ。終わると、袋を担かつぎ、散歩にでも行くように家を出る。

　メイロンが準じゆん備びを終えたのを確認して歩き出そうとしたところで、ティナやレニアまで出てきたのを不ふ審しんそうに振り返る。

「では、ティナさん、しばらくの間、愚ぐ息そくをよろしく頼みます」

　頭を下げるレニアに、レネは驚いて大口を開けた。

「おい、勝手によろしく頼んでんじゃねえ。だいたい、こいつには関係ないだろ？」

　ティナを指さすレネ。指された方は楽しそうに笑った。

「しばらく暇ひまだから、つきあってあげるわ」

「金持ちの道楽かよ」

　吐はき捨てたレネをレニアが鋭するどい声で呼ぶ。

「レーネディア」

「な、なんだよ？」

　レネもさすがに母に殴なぐりかかるわけにはいかないのか、こめかみを引きつらせながらにらみ返した。

「これを持っていきなさい」

　レニアが差し出したのは、黒塗ぬりの木もく製せい鞘ざやに収おさまった長剣だった。

「こんなもの、どこにあったんだ？」

「おまえの父から預あずかりました」

「オレたちを見捨てた野郎がこんな――」

　受け取ったレネは妙みような顔をした。想像したよりも遥はるかに軽かったのだ。

「なんだこりゃ？」

　柄つかを握にぎって引き抜ぬいたレネは思わず素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げた。見事に装そう飾しよくされた柄と鍔つばのある剣は刀身わずか一五セメタしかない短剣だった。鞘さやは七〇セメタもあり、バランスを取るために先せん端たんの石いし突づきに重りが入っているようだ。

　パッと見ただけでは短剣とは思えない見事なものだ。柄と鍔の間には直径三セメタほどの丸い緑の宝玉がはめ込まれており、それも高級そうに見える要因となっている。

「玩具おもちやじゃねーのか？」

「大事な物ですから、売ったり捨てたりしないように」

　レニアが釘くぎを刺すと、レネは図ず星ぼしを指されたのか舌打ちして剣を腰のベルトに差した。

「それと、これも」

　レニアは自分の首にかけていたペンダントを外した。鎖くさりには穴の空あいた直径三セメタほどの緑色の石が通されている。

「ペンダントなんかいらないぞ」

「お守りだと思って持っていきなさい」

　レニアの強い口調に負けて、レネはため息をついた。

「わかったよ……」

　顔をしかめながらも、レネは自分の首にレニアがペンダントをかけるまで黙だまっていた。それが終わると、そそくさと服の中にペンダントヘッドを突っ込んでしまう。

「気をつけて行ってきなさい」

　レニアはレネの肩を叩たたいて押し出すようにした。

「気味悪いな。バカを一発ぶん殴ってくるだけなんだから、すぐ帰ってくるさ」

　レネは面倒そうに言うと、背後に向かって声を上げる。

「おい、行くぞ、メイロン」

「はーい、ご主人様」

　駆かけ寄ってきたメイロンの頭をぐりぐりと拳こぶしで押さえつける。すでに包帯はない。

「ご主人様じゃねぇ！　それより、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「はい！　ご心配ありがとうございます!!」

「心配なんかするか！　とっとと案内しろ」

　レネはそう言うと、振り返ってティナに声をかけた。

「放ほうっていくぞ」

「こんな美人を残していったら後悔するわよ」

　ティナは振り返って言い返すと、レニアの手に三セメタほどの小さな円えん筒とうを握にぎらせた。

「短たん弓きゆう銃じゆうに使うエルラ機き関かんです。これをつぶせばしばらくは持つはずです」

「それより、あのバカ息子を守るのに使ってください」

　レニアは首を振り、エルラ機関をティナの手に押し戻す。

「……わかりました。では、お元気で」

　しばらく躊ちゆう躇ちよした後あと、ティナは一礼してきびすを返した。握りしめたティナの手の中でエルラ機関が鮮あざやかな緑の光をたたえていた。

　追いついてきたティナをレネが呆あきれた顔をして見る。

「自分で美人なんて言うか？」

「違う？」

「ティナさんは美人さんだと思います」

「ほらね？」

「ペットは黙だまってろ」

「ペットじゃないですよぅ」

「オレがご主人様ならおまえはペットだ」

「そんなぁ……」

「ほら、ペット！　先を行け!!」

「わかりましたよぅ」

　メイロンが元気いっぱいで駆かけていく。

　その後をレネとティナが追っていく。

　早朝、この旅立ちがレネ自身の運命を大きく動かしたと知るには、もうしばらくの時間が必要になる。
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「なんか、仮か装そう行ぎよう列れつさせられてる気分だ……」

　歩きながら、レネは落ち着かない様子で腰の長剣の位置を動かした。

　デント村を出て、まだ二時間。レネは数十メタ歩く毎ごとに腰をいじるのを繰くり返かえしていた。

「ぶらぶら揺ゆれて落ち着かねー」

「そのうち慣なれるよ」

　同じように長剣を下げているティナが笑った。ただ、ティナの長剣はフックで下げているが、レネは腰のベルトに差している。

　レネは重装備をしたティナの腰をチラッと見た。

「でかいのふたつに剣もぶら下げて、邪じや魔まじゃないのか？」

「……嫌がらせ？　私の胸むねはどうせ――」

　険けわしい顔でレネをにらみつけたところで、ティナは自分の勘かん違ちがいに気づいた。慌あわてて咳せき払ばらいをしたが、レネは聞き逃のがさない。

「あ、そうか。気にしてたんだ」

　ティナの胸を横目で見て、レネはたいしたことないと流すように言う。正直なところ、年下のはずのメイロンよりも小さいと思っていたのだ。

「気になんかしてない」

　ティナが硬かたい声で即答した。

「してるじゃないか。でも、気にするほどじゃないって」

　ニヤニヤしながらレネはティナの胸に目をやり、冷ひやかした。

　瞬間、ティナの体が翻ひるがえった。左足を軸じくにして右足の膝ひざを高々と上げて回転する。

　膝がレネの腹にめり込んだ。

「ぐぇ……」

　呻うめいてしゃがみ込むレネ。

「足あし癖くせ悪ぃな……」

　痛いたみをこらえながらティナをにらむと、ティナはレネを見下ろして指を突つきつけた。

「いい？　二度と言わないで」

「逆ギレかよ」

　かわすことも出来ずにまともに食くらってしまった自分に舌打ちしながら、レネは立ち上がった。

「まったく……。これがレニアさんの息子かと思うと情けないわ」

　険しい目でレネを見たティナがふっとつぶやき、足早に歩き出す。

「なんだよ、それ？　クソババアになにか吹き込まれたのかよ？」

　顔をしかめて腹をさすりながらレネは歩き出した。

「危あぶないヤツだな、まったく……」

　まだ痛いたみの残る腹をさすりながら、レネは前で揺ゆれる赤い髪かみに向かって小さく毒づく。

　胸むねのことは禁きん句くだ。

　レネは痛みと共に、頭に刻きざみ込んだ。

　もうひとりのメイロンはと言えば、一〇メタほど先で、心配そうな顔をして振り返っていた。旅が始まってからずっと、止まってちらちらとレネの方を振り返っては進むというのを繰くり返かえしているのだが、その様子があまりにも動物っぽく、レネは思わず吹き出した。

「ますますリスかタヌキみたいだな」

　そうつぶやいて笑うと、レネは前に向かって声を上げた。

「おい、メイロン」

「なんですか、ご主人様？」

　メイロンは振り返らずに答えた。その声はいつもより甲かん高だかく、前を向いているのに後ろのレネにもよく聞こえる。

「いい加減にやめろ、そのご主人様ってのは……」

　レネはティナに膝ひざ蹴げりを食くらったよりもダメージが大きそうにガクッと肩を落とした。、

「つーか、なんだ、その声？　それになんでこっちを向かない？」

「だって、ご主人様を依い頼らい主ぬしさんのところに連れて行くわけにはいきませんから、いないふりをして、後ろを向かずに声を出さないといけませんから」

「無視はしないのね」

　ティナが苦笑しながら突つっ込む。レネはそれを無視してメイロンに尋たずねた。

「で、その依頼主のところには、あとどれくらいで着くんだ？」

「このペースですと三日ですね」

「え？　そんなにかかるのか？」

　レネはメイロンの答えに意い表ひようを突かれたように大きな声を上げた。その反応にティナがおかしそうに笑う。

「まさかと思うけど、今日中に着くとか思ってたの？」

　顔をしかめたレネは腹を押さえて痛むふりをしてごまかす。図ず星ぼしだ。

「なるほどね。だから、あんな簡単に出発したわけか」

「馬くらいないのかよ。一山当てて金持ちなんだろ？」

　ティナに笑われるのがイヤで、レネは不機嫌な顔でかみつくように言う。

「それじゃ訊きくけど、馬には乗れるの？」

「い、いや」

　乗るどころか、近くに寄ったことすらない。馬に乗ってる人を見たのさえ、村から村へ引っ越す途中と、今の鉱山の所有者が視し察さつに来た時くらいなのだ。

「それじゃ、私の後ろに乗ろうって魂こん胆たんかしら？」

　ニヤニヤしながらティナが言う。からかわれているのがわかったレネはすぐに言い返す。

「そんなわけあるか。だいたい金があるなら、馬車くらい買え」

「ひとり旅で馬車なんかいらないの。荷物もこれだけで充分なんだし」

　そう言って肩にしょった荷に袋ぶくろを示したティナは思い出したように付け加えた。

「それに馬車なんて今は流は行やらないからね」

「そんなもんに流行はやり廃すたりがあるのか？」

「まあ、いずれ見られると思うわよ」

　ティナの意味ありげな笑いも気にはなったが、レネにはもうひとつ気になったことがあった。

「そうか、三日もかかるなら食くい物のことも考えとかなきゃな」

　道ばたに視線を投げかけながら、ティナから少し離はなれて歩き始めた。



　昼は弁当として昨さく夜やのパンに鶏とり肉にくと菜っ葉を挟はさんだものを持ってきていたので簡単にすませ、さらに歩き続ける。陽ひが落ちてきて、暗くなる前に野や営えいすることになった。

　街かい道どうの左右には鬱うつ蒼そうとした森が広がり、少し奥に入った辺あたりに空あき地があった。旅人がよく利用するのだろう。石を積つんだ焚たき火びの跡あとがある。

「よくこんなところが見つけられるな」

　感心するレネにティナはこともなげに答える。

「下した草くさに人に踏ふまれた跡があったし、水が流れる音が聞こえたでしょう？　ひとりで旅するにはそれくらい注意してないとね」

　レネは舌打ちをしたが、言い返すことはなかった。

「奥に小川があるはずだから、水を汲くんできて」

　ティナに水筒を渡わたされ、レネは自分の水筒と一緒に持つと、水の流れを追って奥に向かった。

　薄暗い森で草と苔こけに足を滑すべらせながら進み、しばらく行くと流れを見つけた。しかし、水が汲めるほど水量がない。もう少し流れを追って下ると、泉いずみがあった。夕焼けの木こ漏もれ陽びが水面に反射してきらめいている。ゲッゲッとカエルの鳴き声が響ひびいていた。

　近づくと、ほとりには幾いくつかの足跡が残っていた。数日前に旅人が使ったのだろう。

　レネは水筒に水を汲むと、水を飲んでみた。冷たくて美お味いしい水だ。

　水は底まで見えるほど澄すみ切っていた。流れ込んでくる小川だけではなく、わき水もあるのだろう。

　ついでに頭をどっぷりと水につけて顔を洗った。これほど贅ぜい沢たくなことをしたのは久しぶりだ。村では水は貴重で、高いのだ。濁にごった水が、どれだけ顔や頭が汚れていたかを示している。

　顔を上げると、長い前まえ髪がみが垂たれかかって顔を覆おおい隠した。濡ぬれた髪を指でかき上げ、後ろに寝ねかしつける。

　池の周りを見回して、素す早ばやい動きで何かを捕つかまえると、レネは満足げに戻っていった。

　レネが戻ると、すでにティナは火をおこして、茶を煎いれるために湯を沸わかしていた。さすがに旅慣なれているだけあって手て際ぎわがいい。

　メイロンが火の前に座り込んでいた。どうやら干し肉をあぶろうとしているらしい。

「干し肉は明日にとっとけ」

　レネが言うと、振り返ったメイロンが彫ちよう像ぞうのように動きを止めた。まるで敵に見つからないように硬こう直ちよくするリスのようだ。敵でも来たのかと緊きん張ちようするレネに、メイロンは茫ぼう然ぜんとした声をかけた。

「ご主人様……」

「どうかしたのか？」

「えーっと、ご主人様ですよね？」

「だからなんだ？」

「えええ～っ!?」

　いら立った声を上げるレネを凝ぎよう視しして、メイロンが大声を上げた。木の枝を集めていたティナが急いで戻ってくる。

「どうしたの？」

　レネは戸と惑まどい、メイロンを指さしてティナを見る。

「なんかおかしいんだ、こいつ」

　しかし、ティナも珍めずらしい動物でも見るような目でレネをじろじろと見返した。

「これは意外というか当たり前というか――」

「なんなんだよ、おまえら？」

　意味がわからないレネはふたりの顔を交こう互ごに見る。

「自分の顔を見たことがないの？」とティナ。

「そんなもん見るか。おもしろくもない」

「ちょっと見てごらん」

　ティナは荷物から小さな手て鏡かがみを取り出して突つきつけた。

「おかしなヤツらだな。自分の顔見たっておもしろくないだろうが」

　レネは自分の顔が映った鏡をのぞき込んだ。ボサボサだった髪かみが濡ぬれて上げられたせいで、顔が全部見えている。顔の汚れが取れ、白い肌が際きわだっている。それくらいの変化しかない。

　それよりも手鏡の見事な細工に気を取られた。直径五セメタほどの円形で、フタを横に滑すべらせると鏡面が出てくる。金属のフタには細かな文もん様ようが刻きざまれている。花を装そう飾しよく的てきにデザインしたものだ。宝石や宝玉などははまっていないが、それでもかなり高価な代しろ物ものだ。

　唇くちびるに紅べにを差すくらいだから当たり前なんだが、ちょっと意外だな。

　そんなことを考えていたとはおくびにも出さず、レネは肩をすくめた。

「見慣れたつまらん顔じゃねーか」

「全然自覚してないんだね。まあ、顔を自じ慢まんするのも嫌らしいけど」

　ティナはまるで誰だれかを思い出したように、うんざりした顔をする。

　対照的にはしゃいでいるのがメイロン。

「ご主人様、髪かみをとかしましょう！　それからそれから、ちょっと香水かけて、花を添えて、もっと格かつ好こういい服で――」

「おまえはオレに何をやらせたいんだ？」

「え？　だって、せっかくなんですから」

「オレを見せ物にでもする気か？」

「見せ物っていうか、じっくり見たいっていうか……」

　レネを見ながら落ち着かなくもぞもぞするメイロン。

「気味悪いぞ」

　一言で切り捨て、レネは髪をタオルではたいて乾かわかす。すぐに前に垂たれかかって顔を隠す髪型に戻ってしまった。

「あーん、そのままでいいのに……」

　残念そうにしゅんとしてしまったメイロンの前に、野草と池で捕とったカエルを放ほうり出す。

「それより食くい物だ」

「食べられるの？」

　疑うたがわしげな顔をするティナにレネはニヤッと笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      「道みち々みち食くえるものを拾っておいた。葉っぱは生なまでも食えるし、スープでもいける。カエルは鍋なべか塩焼きだ。金持ちはこんなもん食ったことないだろうけどな」

　そう言ったレネはティナの足元に目を止めた。

「お、ベニカサダケ見っけ」

　レネが木の根元に伸びていた赤いキノコに近づこうとすると、メイロンが慌あわてて口を挟はさんできた。

「あ、そのキノコはダメです！」

「どうして？　旨うまいんだぞ」

「笠かさが反そり返って、色が明るいから、ベニカサダケじゃなくてニセベニカサダケですよ」

「そうかぁ？」

「食べられなくないですけど、下げ痢りが二日くらい続きますよ？」

　レネはキノコを未み練れんがましく見ると、諦あきらめて肩を落とした。

「ま、今日はいいか。明日は食えるのを採とるぞ」

　あっさりと目標を切り替えると、レネはカエルをつかんでナイフでさばき始めた。太い後あと肢あしを串くしに刺して、塩をふると、カマドの前に突つき刺す。

　その間にティナはレネに言われたように葉っぱをすり潰つぶしていた。それを湯の中に入れ、塩と胡こ椒しようを加える。

「パンがもうないな。明日はパンを焼くか」

　レネは切ったパンをあぶりながら、スープの味見をした。

「このスープにベニカサダケが入ってりゃ、旨いんだけどなぁ」

　残念そうにつぶやく。

「見つけたら採っておきます。わたし、鼻は利ききますから」

　メイロンが立ち上ってくる香りに鼻をくんくんさせる。

「ますますペットだな」

「もういいですよぅ」

　レネのからかうような声にメイロンは頬ほおを膨ふくらませた。

　緑色に濁にごったどろっとしたスープはレネの不満もあったが、初めて食べたふたりにも好評で、カエルの串焼きもあっさりしていたが、香こうばしく焼けていた。

「料理は誰だれかに教わったの？」

　ティナが訊きく。

「あちこち転々としてたからな。その間に色々な人に聞いた。それに貧びん乏ぼうだったし、食える物はなんでも食おうってな」

　威い張ばれたもんじゃないとレネは笑う。

「いや、見た目は悪いけど美お味いしいよ、このスープ」

「カエルさんもおいしいです」

「こんな程てい度どで満足するなよな」

　ふたりが口をそろえて褒ほめると、レネはふんと得意げに笑って言い返した。すぐにカップで顔を隠すようにしてスープを飲み、ティナはそれを見て小さく笑う。

「あ、ご主人様、照れてます！」

　メイロンがレネの様子に気づいた。

「違う」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで応じるレネ。

「ホントですか？」

「照れてない！」

　叫さけんだレネの顔は照れなのか怒りなのか少し赤らんでいた。

　その日は平へい穏おんに終わった。



　ちょっとした事件が起こったのは翌日の夕方だった。

　そろそろ野や営えい地ちを探そうとしていた三人は、街かい道どう沿ぞいに広い空あき地を見つけた。

　昨夕のように食事の支度をしていると、レネたちがやってきた方向から馬車が入ってきた。二台だ。

「馬車なんか流は行やらないって言わなかったか？」

「田舎いなかにはあるよ」

　レネが言うと、ティナは肩をすくめた。

「ご一緒させてもらいますよ」

　先頭の馬車の御ぎよ者しやが帽子を取って声をかけてきた。

「かまいませんよ」

　ティナが慣なれた様子で応じる。

　馬車から降おりてきた男たちがテントを張り始めた。おかげで、レネたちの確保した場所が圧迫される。

「少しは遠えん慮りよしろよ」

「あっちの方が人数が多いんだから、仕方ないわ」

　小声で文句を言うレネに、ティナが諭さとすように言った。

　ティナの余よ裕ゆうある態度が変わったのはそれからわずか数分後。

「気にくわない」

　眉み間けんにシワを刻きざんで険けわしい顔をするティナに、レネが驚いた。

「何かあったか？」

「馬車をよく見て」

　妙みように硬かたい声でティナがささやいた。目線が示す先は馬車の中。幌ほろで隠してあるが、中には明かりが灯ともり、隙すき間まから少しだけ見えているのは鉄格子だ。

「なんだ？」

　と、ひとりの男が幌を開け放はなって馬車の中に入っていった。

「ほら、飯めしだ、エルーランども！」

　大声で言うと、鉄格子の中にパンのようなものを投げ入れた。

「エルーラン？」

　レネが身を乗り出した。母親以外で初めて目にするエルーランだったのだ。

　鉄格子は檻おりだった。その中には大人の女性とふたりの子供がいた。母親と子供だろうか。子供はメイロンと同年ねん齢れいくらいの女の子と、もう少し幼おさない女の子。親子かも知れない。三人とも粗そ末まつな服を身にまとい、やせこけている。それでもエルーランの特とく徴ちようである白い肌と、整ととのった顔立ちは見て取れた。

　三人がパンに歩み寄ると、ジャラジャラと鎖くさりの音がした。足を拘こう束そくされているのだ。

　幼い方の女の子がレネの視線に気づいて、パンを抱きしめた。まるで大事なぬいぐるみを奪うばわれまいとするように。その瞳ひとみの悲しげな光にレネは怒りがこみ上げてきた。

「なんだよ、あの扱あつかいは!?」

　レネが憤ふん然ぜんとして声を上げると、ティナがレネの口を手でふさいでささやいた。

「奴ど隷れいよ。こっそりと居きよ留りゆう地ちに入って捕とらえてきたエルーランを売る連中がいるの。こいつらみたいなね」

「なんのために？」

「特とく殊しゆな趣しゆ味みのある貴族がいるのよ。汚けがらわしい」

　ティナは珍めずらしく感情をあらわにして吐はき捨てた。

「あの野郎……」

　レネがいきなり立ち上がった。

　すかさずティナの足がすっとレネの足に伸び、軽やかに払はらった。今にも突進しようとしていたレネはものの見事にひっくり返る。

「待ちなさいって」

　カップの茶をすすりながら、ティナが静かに制した。

「口で言え！」

　レネは顔面についた土を払いながら叫さけぶ。

「どうするつもりだったのよ？」

「助けるに決まってるだろ！」

「商人たちはどうするの？」

「一発殴なぐっておしまいだ」

　またそれかとティナはため息をついた。

「いい？　顔を見られた上に口もふさがずにおいて、犯罪者になるつもり？」

「犯罪者はあいつらだろ！」

「表向きはね。でも、あいつらのバックには貴族やエルラ機き関かん商しよう組合がついてる。でなきゃ危あぶない商売なんか出来ないから」

「エルラ機関商組合ってエルラ機関を売ってるところだよな？　なんで、そんな連中がからんでくるんだ？」

「それは……色々裏の事情があるのよ」

　ティナは一いつ瞬しゆんためらってからそう答えた。表情はさっきとは違った意味で険けわしく、どこか暗い。

「逆にそれなら襲おそわれたことを表おもて沙ざ汰たにできないんじゃないか？」

「そんなに簡単なものじゃないの。それに自分がエルーランだとバレてもいいの？　レニアさんのこともあるわ」

　鋭するどい指し摘てきにレネは小さく呻うめく。

「だいたい、相手が何人だと思ってるわけ？　あいつらの腰を確認した？」

　今さらながらレネが見ると、腰にティナと同じようなホルスターと短たん弓きゆう銃じゆうをつけた連中が檻おりの前と馬車の外にいるのが見えた。

「プロの護ご衛えいよ。しかも、四人いる。他ほかにも五人。ひとりで倒たおせるのなら止めないけどね」

　ティナの冷静な言葉にレネは反論できない。ただ、唸うなるだけ。

「簡単にできるならとっくに私がやってるわ」

　怒りを押し殺したティナの声。

「そりゃそうだよな」

　レネは口より足の方が早く飛んでくるティナを思い出して納なつ得とくした。自分の感情を静めようと深呼吸して、落ち着いたところで尋たずねる。

「奴ど隷れいって、多いのか？」

「表向きは禁じられてるけど、人の売買はあるのよ。特にエルーランは容よう姿しがいいから、その手の好き者が飼うの。ペットとか欲望のはけ口としてね」

　ティナの口調にはあからさまな憎ぞう悪おがあった。

「どうして野の放ばなしにしてるんだ？　国王とか上の連中は何もしないのか？」

「さあ。なにか旨うまい汁しるでも吸ってるのかもね。貴族ってのはそういう連中よ。あるいはもっと裏があるのかも。エルーランは色々な意味で特別だから」

「くそっ……」

　レネは舌打ちして拳こぶしを叩たたきつけた。その様子を見て、ティナは立ち上がった。

「ちょっと待ってなさい」

　そう言うと、馬車の方に向かっていった。

「お、おい！」

　まさかひとりで戦おうってつもりかとレネは焦あせったが、そうではなかった。ティナは護衛の男に手を上げて挨あい拶さつすると声をかける。

　レネの方には話し声が切れ切れに聞こえてくるだけで内容まではわからない。男の態度には警けい戒かいしている様子はなく、笑い声も混まじっている。

「この先の城に向かうみたいね。そこにいるのが依い頼らい主ぬしよ」

　戻ってきたティナはそう言った。

「どうやって聞き出したんだよ？」

「ただの世間話。同業者同士のね」

　肩をすくめて答えるティナにレネは複雑な表情を見せた。

「おまえ、護ご衛えいもやるのか？」

「あれ？　今やってるのは護衛じゃなかったっけ？」

　ティナがからかうようにレネを見ると、レネは顔をしかめた。

「クソババアに仕事でも頼まれたか？」

「そういうわけでもないけどね」

　ティナはそう言ってごまかすように笑う。

「えっと、これはひとりごとなんですけど、私の依い頼らい主ぬしさんもこの先の城におられます」

　ずっと黙だまっていたメイロンがレネと顔をあわせないようにしてつぶやく。

「この先の城ってことは……」

　ティナは何か思い出したようにひとりでうなずき、これまで見せたことのないどう猛もうな笑えみを浮かべた。

「遠えん慮りよなくやれそうね」
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「あれがオレを殺やれってふざけた依頼をした野郎の城か」

　デント村を出て三日目。もう三時間ほどで陽ひが落ちる頃ころ、森の中に尖せん塔とうが突つき出しているのが見えた。

「でかいな」

　レネが初めて目にする城は森の中に沈んだように建たっていた。丘の上から見み降おろしているので、ますますそういう印象が強い。

　四方を壁に囲かこわれ、中には尖塔が四本。それぞれを結ぶように建物がつながっている。塔の先せん端たんには三角形の旗はたがなびいている。

　その旗を見てティナがうなずく。

「この方向に向かったんで、ひょっとしたらと思ってたけど、第八王子リアム・マルト・バイヨンの居きよ城じようね」

　それを聞いてレネが驚いた。

「王子だぁ？」

「そう。この国の王の息子」

「それくらいわかるぞ」

　レネはバカにされたと思ったのか、顔をしかめた。

「なんでも、国王には数え切れないくらいの王子がいるって話よ。若い頃の放ほう蕩とうの結果だって。だから、下位の王子にはたいした領りよう地ちもない城だけ与えて、城下には街まちもないわ」

「とんでもないバカ野郎だな」

　レネは国王を罵ののしり、そして、首をかしげる。

「しっかし、なんで王子がオレを狙ねらうんだかわかんねーな。ま、会えばわかるか」

　気楽に言って、レネは歩き出した。

「どうやって中に入るつもり？」

「さあな。見てみないとわからん」

　肩をすくめて答えるレネを見て、ティナは大だい丈じよう夫ぶかとため息をついた。



「結けつ構こう高いなぁ」

　城の周りを囲かこむ壁を見上げて、レネが感心した声を上げた。

　高さはざっと四メタ。レネの身長の二倍半だ。あまり凹おう凸とつなく積つみ上げられた石造りで、指をかける出っ張りもほとんどない。しかも、すでに陽ひが落ちて視界は利きかない。

　ここに来る前に遠目で見た門には番兵が交代でふたり。門はがっしり閉ざされ、中にも複数の見張りがいるようだった。昼過ぎから今まで出入りは二回だけ。いずれも厳げん重じゆうなチェックがあり、まぎれて入るのは不可能。そこで、壁に回って来たわけである。

「わたしが先に潜せん入にゆうします。普通の人ではこの壁は無理ですから」

　メイロンはそう言って、身軽に壁を登っていく。

「さすがね」

　ティナが感心した声でささやくのを聞きながら、メイロンは壁の上まで登り、向こう側をのぞき見た。

「で、どうだ？」

「はい、見張りの兵士が五人くらい巡回してます。木が多いから身を隠すところはいっぱいありますね」

　メイロンはすぐ耳元で聞こえてきたレネの問いに答えてから、不思議そうな顔で横を向いた。

　すぐ隣となりにレネが壁の天てつ辺ぺんに手をかけてしがみついていた。

「ど、どうやって登ってきたんですか？」

「これくらい軽いだろ？」

「そんなことありません！　だって、わたしは八歳の頃ころから訓練してやっと昨年成功したんですから」

「おまえが遅すぎるんじゃないのか？」

　疑うたがわしげに訊きくレネに、メイロンは小さく唸うなるように答える。

「そんなことありませんよぅ」

「いじけるな」

　そう言うと、レネはティナを見下ろして手て招まねきした。

「おい、来いよ」

「無む茶ちやを言わないで」

　ティナが呆あきれ顔で見上げている。

「なんだ、根性ねぇな」

「ですから、普通の人は無理なんですよ」

「そうかなあ？」

　得とく心しんいかないレネにメイロンが教える口調。

「そうですよ。でないと困ります」

「どうしてだ？」

「皆さんがこんなことできたら、私たちの仕事がなくなるじゃないですか」

「それもそうか。オレが普通じゃないのか」

　レネはフフンと笑うと、ティナに向かって指を突つきつけた。

「そこで待ってろ。すぐ戻ってくるからな」

　護ご衛えいなんかいらない。そういう顔で言うと、レネはひょいと壁を乗り越えた。見張りの兵士が背を向けた瞬間だ。

「待ってくださいよ」

　メイロンがささやいて追ってくる。

「見つかったら危あぶないです」

「そんなヘマやるか」

　答えて地面に降おり、きちんと手入れされた潅かん木ぼくに身を寄せた瞬間、静まり返った庭園にチリンと鈴のような音が鳴り響ひびいた。

　その途と端たん、辺あたりは蜂はちの巣を突いたような騒さわぎになった。城の中からわらわらと武ぶ装そうした兵士が現れたかと思うと、庭園の見張りが倍増した。それだけでなく、城門も固められてしまった。

「やべっ！」

　慌あわてて身を低くしたが、兵士のひとりがその動きに気づいた。

「侵しん入にゆう者しやだ！」

　兵士の鋭するどい叫さけび。

「ご主人様、私が囮おとりになります！」

　間かん髪はつを入れずメイロンが茂しげみから飛び出した。

「あそこだ、逃にがすな！」

　兵士たちがメイロンを追って走る。

　その隙すきに動こうとしたレネだが、兵士の位置をすべて頭に入れていたわけではない。

「こっちにもいるぞ！」

　鋭い叫びが聞こえたのは、目の前にある屋や敷しきの入り口にある柱の陰かげからだった。

「どんだけいるんだよ!?」

　罵ののしりながら駆かけ出す。

　メイロンを追っていった兵士よりは少ない数がレネを追ってきた。

　まず、闇やみにまぎれて、壁か柱を使って屋や敷しきの上に身を隠す。それがレネの考えだ。身を隠すには兵士も松明たいまつも多すぎる庭から、屋敷のある方を目指す。屋敷の裏手には明かりがないように見える。

　と、シュッと耳元をなにかが風切り音を残して飛び去っていった。

　目の前の柱にコンッと命中したのは小さな矢だ。石の柱に穴をうがって跳はね返る。短たん弓きゆう銃じゆうだ。

　慌あわてて向きを変えた直後、矢が数本レネがいた空間を切きり裂さいていった。

「本気で殺す気かよ……！」

　屋敷の壁までたどり着いたレネは死角に入ろうと角かどを曲がった。

　そこに前から飛び出してきた兵士。

　レネも驚いたが、相手も驚いた。とっさに反応できずにレネの顔を確認しようとする。

　逆にレネは周り中敵しかいないのがわかっている。メイロンなら顔の高さが違う。手を出したのはレネの方が早かった。

　走る勢いきおいのまま、右腕を横に伸ばし、兵士の首に叩たたきつける。

　一声呻うめいて、兵士は仰あお向むけに吹っ飛んだ。

「悪いな」

　小声で謝り、レネは周囲を確認して壁に手をついた。とっかかりになりそうな出っ張りが多く、楽に登れそうだ。駆かけてくる兵士の足音を聞きながらひょいひょいと壁を登っていった。まずは二階の屋根に転がり、動きを止める。

　兵士たちが駆けてきて、味方が倒たおれているのに気づいた。

「この辺あたりにいるはずだ。探せ！」

　止まっていた兵士たちが油ゆ断だんなく移動し始める。

「屋根に登ったかもしれん。上の連中にも探させろ」

　おいおい。

　隊長らしき声にレネは内心で突つっ込んだ。さすがにこれでごまかせる相手ではなさそうだった。

　ここに留とどまっているのは得策ではない。レネはゆっくりと身を起こすと、身を屈かがめて動き出した。

　二階の壁に身を寄せて、中をのぞき見る。廊ろう下かを兵士が駆けていくのを見て、慌てて隠れる。やはり中も警けい備びが厳きびしいようだ。

　壁に手をかけ、さらに上に登る。上には明かりがないので真っ暗だ。ここで身を潜ひそめていれば夜の間は発見される心配はなさそうだが、そういう訳にはいかない。

　とにかく、この城の主あるじの部屋まで行かなければ。一番守りやすくて、安全な場所なのだろうが、こんな大きな城に来たのは初めてだ。どこに何があるのかすらわからないというのが本当のところだった。

「こうなったらしょうがない。どこから攻めてやろう……」

　ひとつひとつしらみつぶしに当たるつもりで周囲を見る。

　丘の上から見たように、四本の尖せん塔とう、それをつなげる形に三階建だての建物。囲かこまれたところには庭。屋や敷しきの正面にも庭。部屋が幾いくつあるのかすらレネには想像できない。

　松明たいまつの明かりで闇やみの中から浮かび上がっているのは、正面の庭と、屋敷正面だけだ。

　と、庭の一角に動いているものが見えた。兵士ではない。

「あれは？」

　メイロンだ。見張りから死角になる位置から手を振っている。

「こっちが見えてるのか？」

　慌あわてて自分に光が当たっているのかと確認したが、そんなことはない。

「見えてるみたいだな。しっかし、なにやってんだ？」

　発見される危き険けんもあるのに、手を振るというのも妙みようだ。しかも、手の振り方がおかしい。なにか方向を示しているように指の形が鳥の頭のようになっている。

「あれか？」

　指の方向を見て、尖塔があるのに気づき、レネはわかったと手を振り返す。すぐにメイロンはササッと茂しげみに身を隠した。

「やっぱりリスかイタチだな」

　野性的な動きに思わず笑えみを浮かべて、つぶやく。

　考えてみれば、メイロンが依い頼らい主ぬしの部屋を知っていてもおかしくない。最初に聞いておくべきだったと反省し、レネは動き出した。

　屋根の上を慎重に進み、尖塔に向かう。

　遠くから見た印象よりも太い。尖塔というほど細く尖とがってないどころか、自分たちの家よりも遥はるかに中は広そうだ。それだけでレネはここに住む相手に反感を抱いてしまう。

　見上げれば窓は三つ。六階ということだ。

「こういう場合、バカは上に行きたがるんだよな」

　レネはなんの根こん拠きよもなくそう言うと、闇の中の塔とうにしがみついて最上階を目指した。

　途中にある窓から中をのぞき見る。

　最初の階には兵士がふたり、階段を守るように立っていた。侵しん入にゆう者しやがいるという連絡はまだここには届いていないようだ。笑いながら話をしている様子には緊きん張ちよう感がない。

　次の階には明かりはついているものの人の姿は見あたらない。

　最上階の窓を慎重にのぞき込むと、中は夜中だというのにランプが幾つも灯ともり、まるで真昼だ。レネはこんな明るい夜など経験したことがない。

「金持ちは贅ぜい沢たくだね」

　人の姿が見えないのを確認して、レネは窓をゆっくり開いて中に滑すべり込んだ。

　塔と同じ円形の部屋で、正面にドア。その向こうには階段があるのだろう。手前にはソファとテーブル。レネには価値がわからないが、それでも高級そうだということはわかった。奥にあるベッドの布団ふとんが人の形に盛り上がっている。

　ベッドに近づき、布団に手をかけ、一気にはぎ取る。

「あ？」

　そこにいたのはやせ細った少女だった。薄手の服をまとい、胸むな元もとを隠して震ふるえている。白い肌、黒くろ髪かみ、整ととのった顔立ちを見るまでもなく、エルーランだ。

　レネはその顔に見覚えがあるのに気づいた。

「おまえ、馬車の中にいたよな？」

　エルーランの少女はレネの問いには答えず、その背後に怯おびえた視線を向ける。

　しまったと振り返るより早く、

「かかったな」

　レネを嘲あざ笑わらう声が背後から響ひびいた。
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　マズった……。

　レネは顔をしかめた。

　ベッドに注意を引きつけておいて別のところに隠れて脅おどかすなんて、古典的な手口に引っかかった自分が情けない。

　レネはゆっくりと振り返った。

　開いたドアの前に立っていたのは、部屋の様子から予想していたよりも若い少年だった。年ねん齢れいも身長もレネと同じくらい。せいぜい一六。

「のこのこと現れたな。そろそろ来る頃ころだと思って待っていたぞ」

　少年はもう一度笑った。その手には短たん弓きゆう銃じゆうが握にぎられ、レネの胸を真まっ直すぐに狙ねらっている。

「どうしてオレが来るってわかった？」

「我われの命を狙う不ふ埒らちな者どもは多いからな。城に近づく者にはすべて監かん視しをつけている。こちらが放はなった刺し客かくを連れて来る男がいると報告があったからな」

「なるほどね。で、おまえが第八王子か？」

　レネが喧けん嘩か腰ごしで応じる。

「いかにも。我がリアム・マルト・バイヨン。正当な血ち筋すじと家柄を持つ王おう位い継けい承しよう者しやだ」

「そうか、てめえがそうか」

　レネの舌なめずりをしそうな顔には気づかず、リアム王子はレネをじろじろと見た。

「そして、おまえがレーネディアか。いかにもエルーランの血が混まざっている顔だな」

　瞬間、レネの目つきが険けわしくなり、つぶやいた。

「一発のつもりだったが、二発、いや、三発だな」

　レネは右の拳こぶしを固めて、左手のひらで包み、玉を磨みがくように回した。

「動くな」

　叫さけびを上げるリアムに向かって大きく踏ふみ出すレネ。

「おまえ、我われを見くびっているな？　撃うてないと思っているのだろう？　あいにく、我は射撃の訓練で優秀な成績を収おさめている。卑いやしい人間など簡単に撃ち殺せるのだ」

　そうは言いながら、リアムの手は小こ刻きざみに震ふるえていた。しかし、こういう状態の方が危あぶない。なにかの拍ひよう子しに引き鉄を引いてしまうかも知れないのだ。

　仕方なくレネが動きを止めると、リアムは少し余よ裕ゆうを取り戻した。

「よし、卑しい生まれでも銃の威い力りよくくらいは理解できるようだな。我を殺しに来たんだろうが、あいにくだったな」

　構かまえた短たん弓きゆう銃じゆうを見せつけるように動かす。

「は？　オレはおまえを一発――」

「貴き様さまのような下げ賤せんの考えることなどお見通しだ。ちなみにこの短弓銃は兵士に持たせている物とはわけが違うぞ。特別に作らせて威力を増してあるから、おまえの腹くらい簡単に貫つらぬける」

「なに威い張ばってんだよ。自分の手でやるわけじゃあるまいし」

「当然だ。貴様らのような下賤の輩やからに、我がわざわざ手を下くだすなど想像するのもおぞましいわ」

　そう言って笑ったリアムの視線がレネの腰に釘くぎづけになった。

「それだな!?　剣を鞘さやごと抜ぬいて床ゆかに置いてこっちに滑すべらせろ」

　レネは舌打ちして剣を腰から抜くと、床に置き、押しやった。

「ベッドまで下がれ」

　リアムが短弓銃を振って命令する。

　言われたようにベッドまで下がると、レネは肩かた越ごしに背後のエルーランの少女にささやいた。

「ベッドの陰かげに隠れてな」

　怯おびえた目をした少女は弾はじかれたように身を隠す。

　リアムはレネの様子を確認してから、屈かがんで足元の剣をつかみ、じっくり見た。

「確かにこれだ！　これこそ王おう位い継けい承しようの証あかしとなる剣に違いない!!」

　興こう奮ふんした声を上げるリアムをレネは冷さめた目で見る。

「なんだそりゃ？」

「何も知らずに後ご生しよう大だい事じに持っていたのか。さすが卑しいエルーランの血が混まじっただけのことはある」

　リアムはレネに哄こう笑しようを浴あびせながら言い放はなつ。

「我はこの剣が欲しかったのだ。おまえの命などどうでもよい。邪じや魔ま者ものさえ排はい除じよできればな」

「なんだよ、狙ねらいはオレじゃなかったのか。剣が欲しかったなら、そういってくれりゃ売ってやったのに。刺し客かく雇やとうよりゃ安くすんだと思うぞ。まあ、今となっては遅すぎたけどな」

　レネは残念だったなと笑うと、真剣な顔で尋たずねた。

「昔、オレとクソババアを襲おそったのもおまえの差し金か？」

「なにをわけのわからんことを」

　レネの問いを鼻で笑い、リアムは奪うばった剣を鞘さやごと突つきつけた。

「よいか？　意味がわかっていないようだから教えてやる。この剣はバイヨン王朝の始し祖そグラール・バイヨンが二〇〇年前に作り出したもの。この鍔つばに刻きざんである。『この剣を使う者に王国を』とな。わかるか？　この剣を持つ者が王位を継承するのだ！　つまり、今や我われが王おう位い継けい承しよう者しやなのだっ!!　ひれ伏ふすがよいわ！　すべてが我のものとなるのだ!!　このエルーランのようにな。我が下もとへ来い、娘！」

　リアムはベッドの脇わきに隠れていたエルーランの少女を呼びつけた。

　少女は助けを求めるように上目づかいにレネを見た。しかし、動くに動けないレネを見て、諦あきらめたようにリアムに歩み寄っていく。レネはそれを黙だまって見送るしかない。

「どうだ？　美しいだけが取とり柄えのおまえの同族だ。見るのは初めてか？　よく見るがいい」

　リアムは背後から小刻みに震ふるえる少女を抱きしめた。小さな胸むねに剣を持った手をはわせ、下半身を鞘の先せん端たんで突く。

　ビクンと震えた少女は耐たえられなくなって唇くちびるを小さく動かした。



    

  
    
      



    

  
    
      　――たすけて。

　そう言っている。

「やめろ」

　レネはリアムをにらみつけて唸うなった。

「そうだな。やめてやってもよいぞ。これさえ手に入れれば、貴き様さまもエルーランもどうでもよいからな。このバーンエルラの大剣でまとめて切り伏ふせてくれよう！」

　リアムは叫さけぶと、少女をレネに向かって突つき飛ばし、剣を引き抜ぬいた。

「あ？」

　得意げな顔が凍こおりつく。

「な、なんだ、これは!?」

　高々と掲かかげた剣が大剣どころかただの短剣だったと気づき、リアムは狼ろう狽ばいして甲かん高だかい声を上げた。

「感動的なおしゃべりお疲つかれ様」

　レネは受け止めた少女にそっとシーツをかぶせて背後に回すと、口を押さえて必死になって笑いをこらえた。

「コケにしおって！」

　リアムは短たん弓きゆう銃じゆうをレネに突きつける。

「本物はどこにやったのだ!?　言え！」

「それが本物かどうか知らないが、オレがもらったのはそれだぞ」

「ええい、白々しい！　こんな陳ちん腐ぷな短剣のわけがないだろうが!!　さては売ってはした金に替えたな！　この汚けがらわしい下げ賤せんの、貧びん乏ぼう人にんめ!!」

　リアムは見当違いの怒りにまかせて叫ぶ。

「どうしたか吐はけ！　さもなくばこの場で――」

　その時、鋭するどい声が凛りんと響ひびいた。

「そこまでにしなさい」

　リアムは喉のどにからんだような短い悲ひ鳴めいを上げて体を硬こう直ちよくさせる。

「ティナ？」

　レネは開け放はなたれたドアの向こうにティナの赤い髪かみと、その陰かげに隠れるようにメイロンの姿を見つけた。

「ちょうどいいタイミングだったみたいね」

　ティナがリアムの顔越ごしにレネの方を見る。

「助けは呼んでないぞ」

「それなら帰るけど？」

　ティナはそう言われることがわかっていたように小さく笑う。

「いてくれていい」

「ホント、かわいくないわね」

　レネの答えに笑いながら、ティナは短たん弓きゆう銃じゆうをリアムの背中に突つきつけたまま、リアムの肩に手をかけた。

「銃を床ゆかに置いてベッドまで行きなさい」

「おまえたち卑いやしい人間に命令されるいわれはない！」

　リアムは悔くやしさで裏うら返がえった声で叫さけんだ。

「そう？　だったら、いますぐに矢を撃うち込んでもいいのよ？」

　ティナは銃口をグイッとリアムの背中に押しつけた。

　リアムは怒りをこらえるように肩を震ふるわせると、銃を持った右手をゆっくりと降おろした。

　その隙すきにメイロンが前に出て、ティナは脇わきに体をずらした。銃口がリアムから離はなれる。

　瞬間、うつむいていたリアムの顔がレネをにらみつけた。

「貴き様さまらの好きにさせるかっ!!」

　いきなりリアムは叫ぶと、一いつ旦たんは床に向けた短弓銃をレネに向けた。距きよ離りは三メタ。近いが、飛びかかれるほどではない。

　メイロンが悲ひ鳴めいを上げ、背後からリアムに飛びかかる。

　バシュッと空気の吹き出す激しい音。同時に短弓銃が矢を放はなった。

　まさに一いつ瞬しゆんだった。レネは右足を軸じくにして体を回しながら、後ろにのけ反ぞっていた。

　矢はレネの顔の上を飛び去る。

「ご主人様、す、凄すごいです！」

　リアムの首に腕を回していたメイロンが目を丸くして歓声を上げる。その手にはいつの間に抜ぬいたのか短たん刀とう。

「レネ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ティナが倒たおれたレネに緊きん張ちようした声をかける。

「……ああ。銃が向いてる方向から逃にげりゃいいだけだろ？　クソババアの襲しゆう撃げきよりわかりやすいぞ。いつ引き金を引くかだけが問題なんだ」

　なんでもないという風に言ってのけたものの、レネの鼓こ動どうは早はや鐘がねのように激しく打っていた。

「あんたって……」

　ティナは安あん堵どのため息を吐ついて肩を落とした。

「冷ひや汗ものだったけどな」

　起き上がったレネは背後を振り返って矢が当たった石の壁を見た。確かに兵士が持っていた物とは威い力りよくが段違いだった。壁には大きく穴がうがたれ、矢は見事に突き刺さっている。位置からすれば、レネの胸むねを狙ねらっていたはずだ。当たっていれば即そく死しだったろう。

　リアムは青い顔をして短弓銃をレネに突き出したまま震えていた。青ざめているのはメイロンに短刀を突きつけられているせいというより、初めて人を撃ったため。そして、レネの動きに驚きよう愕がくしたからだ。短弓銃が連射できることなど頭から飛んでしまっていた。

「オレを殺そうとしたな」

　拳こぶしを固めたレネが一歩踏ふみ出すと、今度こそはっきりとした悲鳴を発して短たん弓きゆう銃じゆうを投げ捨てた。

「や、やめろ！　我われはおまえの兄だぞ!!」

「は？」

　レネの動きが止まる。

「だから、おまえは我の弟なのだ！」

「この土ど壇たん場ばになにわけのわからんことほざいてんだ？　オレがおまえの弟なんてあるわけないだろが！」

「う、嘘うそではない！　おまえは我が父である陛下の息子、バイヨン王国第九王子なのだ!!」

　青い顔をしたリアムは両手を突つき出して必死に言いい募つのる。

「ええっ!?　ご主人様は実は王子様だったんですかっ!?」

　リアムに短たん刀とうを突きつけているメイロンが目を輝かがやかせて声を上げた。

「……知らん」

　レネはリアムを凝ぎよう視ししながら、ぶっきらぼうに答えた。突とつ然ぜんの告白に戸と惑まどい、真意を探ろうとするが、リアムの真に迫った恐怖の表情はウソをついているように見えない。

「本当なの――」

「どういうことよ!?」

　レネの問いを激しい叫さけびで遮さえぎったのはティナだった。レネを押しのけると、リアムにつかつかと歩み寄って胸むなぐらをつかむ。

「あり得ないわ！　エルーランを迫はく害がいしてる本人がエルーランと子供を作るわけがないでしょう!!」

　驚いたのはレネだ。ティナの剣けん幕まくはリアムを視線だけで殺さんばかりで、これまで見たことのない表情だった。

「そ、そんなことは知らぬ！　しかし、我が聞いたのは本当だ!!」

「誰だれに!?」

　狼狽うろたえるリアムにティナはたたみかけるように訊きく。

「王族なら誰でも知ってることだ！　王がエルーランの女に熱を上げていたことも、ガキが出来たことも。しかし、ずっと死んだと言われていたんだ」

「生きていたのを知ったのはどうして？」

「わからん」

　リアムは吐はき捨てるように答えた。

　状況もティナの豹ひよう変へんもいまだに把は握あくできないで戸惑っていたレネだが、この答えにはムッとした。

「おまえ、からかってるんだろ？」

「そ、そうではない！　私が知ったのは手紙が届いたからだ！　エルーランの子が生きて、王おう位い継けい承しようの剣を持っているとな」

「誰だれからだ？」

「それがわからないのだ。しかし、これは王族しか知らない事実だ。王族の誰かが情報を回したに違いない」

「で、それを信じたおまえはオレを殺して剣を奪うばおうと考えた」

「そうだ。継承権八位の私が王になるにはそれしかないではないか！」

　リアムの勝手な主張に、レネは眉まゆを寄せ、どうでもいいやという投げやりな態度でリアムを見る。

「メイロン、離はなしてやれ」

　レネが言うと、メイロンは少し迷ってから短たん刀とうを収おさめ、首に回していた腕をほどいてリアムの肩から降おりた。

「ティナ」

　レネにうながされ、ティナはリアムの胸むなぐらをつかんでいた手を突つき飛ばすように離した。

　ようやくレネに通じたと思ったのか、リアムはホッとした顔でくしゃくしゃになった胸元を直した。

「まったく……。放はなった刺し客かくが満足に仕事もこなせないどころか、寝ね返がえって雇やとい主ぬしに刃やいばを突きつけるとはな。メイ一家も堕おちたものだ」

　リアムがメイロンに一いち瞥べつを投げ、吐はき捨てた。ここぞとばかり、メイロンが口を開いた。

「その契けい約やくなんですけど、規約違反がありましたので破は棄きさせていただきます」

「規約違反？」

「未成年の暗殺は刺客ギルドの禁止事項なんです」

「……おまえ、まだ一五なのか？」

　リアムは怪け訝げんそうにレネを凝ぎよう視しした。

「残念だったな。もう二週間遅ければな」

　普段ならムッとするところだが、この時ばかりはレネも勝ち誇った顔でリアムを見返してやった。

「破棄でもなんでも勝手にするがいい！」

　リアムは憎にく々にくしげに吐き捨てた。

「これでいいか？」とレネ。

「はい。口頭で大だい丈じよう夫ぶです」

　メイロンはホッとしてうなずいた。

「さて、ひとつ片づいたところで、こっちの用件だ」

　レネが言うと、リアムはなんだというように顔を上げた。そこにレネの拳こぶしが飛んできた。

　リアムに反応する余よ裕ゆうなどない。固めた拳が風を切って左ひだり頬ほおにぶち込まれた。

　軽く意識を飛ばされたリアムはクルッと回って膝ひざを折り、倒たおれそうになる。レネは胸ぐらを引っつかんで強ごう引いんに立たせた。

「まだもう二発分あるぞ」

「な、なにをするのだ、レーネディア!?」

　叫さけんだ言葉が火に油を注そそいだ。レネの左拳こぶしが弧こを描いてリアムの脇わき腹ばらをえぐるようにめり込む。

「へむっ！」

　おかしな叫びを発して、リアムは体をふたつに折った。

　左手に持っていたレネの短剣がこぼれて、床ゆかに転がる。リアムはその上に頭突つきをするように崩くずれ落ちた。

　途と端たん、ペキッとなにかが割われる軽い音。

　レネは呻うめくリアムを足あし蹴げにして剣を拾い上げた。

　柄つかと鍔つばの間にはまっていた緑の石が割れ、ぼろっと落ちた。取れた跡あとには中心に心棒がある丸い空間がぽっかりと空あいている。

「壊こわしやがったな」

　呻くリアムをにらみつけ、レネは鞘さやを拾って剣を収おさめると腰のべルトに差した。

　床に転がって呻くリアムを容よう赦しやなく引き起こしたのはティナだった。

「昨さく夜や、馬車がここに入ったわね？」

「あ、ああ、積つみ荷はエルーラン――」

　リアムが呻きながら答えようとすると、ティナの平手がレネに殴なぐられて赤くなった頬ほおに追い打ちを加えた。甲かん高だかい音が弾はじけ、リアムの首はもげそうなほどひん曲がった。

「積み荷じゃないでしょ！」

「わ、わかった！　解放しろというのだな？　エルーラン三匹ごときで不ふ利り益えきを被こうむるのは本ほん意いではない」

　ティナの右手が再び風を切ってリアムの頬を襲おそった。

「三人!?　それだけじゃないでしょ？　他ほかにもいるんじゃないの？」

　リアムは押し黙だまってしまった。

「いるのね？　案内しなさい」

　ティナが三度右手を振りかぶったところで、リアムの抵てい抗こうは消きえ失うせた。

「……わかった」

　赤く腫はれてきた左の頬を押さえながら、リアムは短く答える。

「もう出てきていいぞ」

　レネが呼びかけると、ベッドの陰かげからエルーランの少女がおずおずと顔を出した。

「……もう、痛いたいのない？」

「ああ。もうすぐ自由にしてやるからな」

　レネの声が優しく響ひびいた。



　　　４



「こんなところに閉じこめてるのか？」

　レネたちがリアムに案内されたのは城の地下にある一室だった。

「そうだ。いい暮らしだぞ、奴ど隷れいにしてはな」

　リアムは本気でそう思っているのだろうが、だったら自分で住めとレネは言ってやりたくなった。それほどひどい環境だったのだ。

　レネの家もあばら屋だったが、これほど暗く、じめじめとはしていなかった。とても人間が住む場所ではない。

「明かりを」

　レネが言うと、奴隷の世話をしている男がランプを持ってきた。

　ランプを受け取ったレネは先頭に立って中に入る。メイロンはリアムに短たん刀とうを突つきつけ、ティナがその脇わきを固める。兵士たちは城の中に戻され、何もするなと命令されているが、油ゆ断だんは出来ない。

　中に一歩踏ふみ入ったと同時に、強烈な臭しゆう気きが襲おそってきた。

「ひどい臭においだな」

　体臭と排はい泄せつ物ぶつの臭いが混まざり合った酸すっぱい臭いだ。人というより、家か畜ちく小屋である。

「ここにいるのは用よう済ずみのエルーランだからな」

　リアムが笑いながら言うと、険けわしかったレネの表情が怪け訝げんそうにしかめられる。

「用済み？」

「エルーランは下か等とうな種族だからな。老いるのが早く、使い物になる期間が短いのだ。我われは若いものにしか興味はないからな」

「……おい。なにをした？」

「なに、奴隷なら当たり前の奉ほう仕しだ。エルーランは容よう姿しだけは美しいし、従じゆう順じゆんだ。いい具合だぞ」

　一いつ瞬しゆん浮かんだ下げ卑びた笑いに素す早ばやく反応したのはティナだった。

「貴き様さま――」

　しかし、それより早く、レネの拳こぶしがリアムの鼻っ柱に叩たたき込まれた。

「このド変態野郎がっ！」

　鼻の骨がつぶれる感触を感じながら、レネは思い切り腕を振り抜いた。リアムは鼻血を噴ふき出だしながらクルッと回って顔から突つっ伏ぷした。

「おまえなんかと血がつながってるだと？　冗じよう談だんじゃない！」

　レネは怒りを吐はき捨て、もう一発殴なぐろうかと拳を固めた。しかし、深呼吸して拳についた鼻血をリアムの服になすりつけると、改あらためて暗い室内を見た。

　人の姿が見える。五人だ。いずれも大人の女性である。

「怖こわがらなくてもいいわ。助けに来たの」

　ティナが声をかけるが、奥から出てこようとしない。

「怯おびえてるな」

　レネがランプの明かりで浮かび上がったエルーランの表情を見てつぶやいた。

「おまえの顔のせいで怖こわがってんだ。外に連れていけ、メイロン」

　化け物のように腫はれ上がった顔を泥まみれにしたリアムを追い払はらい、ティナとふたりでエルーランたちに歩み寄った。ひとりのエルーランがレネの顔をじっと見つめて、おずおずと口を開いた。

「あなたは……エルーランですか？」

「半分だけな」

　レネが肩をすくめて答えると、エルーランたちが驚きの目で見つめる。

「まさか、あの方の――」

「確かに、顔立ちに面おも影かげが……」

　年配のエルーラン女性たちがレネの顔をまじまじと見つめると、床ゆかに膝ひざをつこうと屈かがみ込こんだ。

「お、おい、やめろって！」

　レネは慌あわてて止めようとしたが、エルーランたちはまるで直接顔を見るわけにはいかないというように顔を上げようとしない。

「どうなってんだ？　助けるってだけで、こんなあがめられたら気味悪いな」

　戸と惑まどうというより、本気で困った顔をするレネに、ティナが短く答えた。

「あなたのせいよ」

「オレ？」

「そうよ」

　うなずいて、ティナはため息をついた。

「どうしたんだよ？　らしくないな」

　レネはランプの光をティナに向けた。ティナの表情は渋しぶい物でもかみつぶしたようになっていた。

「それもあなたのせい」

「もうワケわかんねーな。わかるように話す気あるか？」

　いら立った声を上げるレネをじっと見つめ、ティナは仕方ないというように口を開いた。

「話すわ。でも、その前にみんなをここから連れ出した方がいいんじゃない？」

　レネはエルーランたちに振り返った。

「それもそうだな。おい、みんな、出てくれ」

　エルーランたちはレネの声に素直に従したがって歩き出す。

「気味悪いな」

　物もいわずについてくるエルーランたちに、レネは不思議そうな顔をした。なんといっても、母のレニア以外のエルーランと会ったこともない。どういう種族なのか、レネにはわからないのだ。

　汚れたエルーランのために風ふ呂ろ付きの部屋と衣服を用意させ、さらにティナはもうひとつリアムに注文をつけた。

　部屋には昨日連れてこられた親子三人を加えた八人のエルーランと、レネ、ティナ、メイロン、リアムだけになった。

「どうやって居きよ留りゆう地ちまで連れて帰るかだな」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。何とかなるから」

　ティナがそう言った時、ドアがノックされた。

「入って。ゆっくりとね」

　入ってきたのは丸腰の兵士三人。荷に袋ぶくろを五つ抱かかえている。

「これで全部？」

「多分ですが」

「いいわ」

　ティナが言うと、兵士たちはリアムに申し訳なさそうに一礼して去っていった。

　ティナは荷袋のひとつを逆さにして中身を床ゆかにまき散らした。部屋に緑の輝かがやきがこぼれ出す。人差し指大のエルラ機き関かんである。ざっと五〇個はあるだろうか。

「こんなにどうしたんだ？」

「この城にある短たん弓きゆう銃じゆう用のエルラ機関を全部持ってこさせたの。兵士が装そう填てんしてる分もね。これで武器も使えなくなるわ」

「これをどうするんだ？」

「その前にリアムには隣となりの部屋に行ってもらうわ。メイロン、お願い」

「いいですか？」

　メイロンがレネにお伺うかがいを立てる。

「悪いな」

「わかりました、ご主人様」

　メイロンはリアムを連れて隣の部屋に移り、ドアを閉めた。

「で、どうすんだ？」

「こうするのよ」

　ティナはイスを持ち上げると、床に広がったエルラ機関に叩たたきつけた。イスとエルラ機関が壊こわれる派手な音。エルラ機関の中に入っていた緑の光がまるで陽炎かげろうのように漂ただよいだしてきた。

「なんだ、それ？　吸い込んでも大丈夫なのか？」

「私はね。エルーランは違うわ」

「お、おい!?」

　慌あわてたレネだが、エルーランたちは平然とその緑の光を全身に取り込むように浴あびていた。その姿が目に見えて変化していく。特に老女に見えた五人が劇げき的てきに変わっていくのは魔法のようだった。

「お、おい、若返ってる？」

　顔のシワが取れ、くたびれた様子もなくなり、今や五人は二〇代から三〇代の女性だ。ふたりの子供も幾いくつか幼おさなく見える。

「そう、これがエルラ鉱石から取り出し、精せい製せいされたエルラ――簡単に言えば力の源ね。エルーランはこれがないと急速に老いてしまうわ。リアムはああ言ったけど、エルーランは短命じゃないの。実際には一五〇歳くらいまで生きられる長命な種族なのよ」

「クソババアもそうだったのか……」

「レニアさんにもエルラ機き関かんを渡わたそうとしたんだけど、断ことわられたわ。あなたを守るために使ってくれって」

「らしくないことするなよ、クソババアのくせに……」

　初めて聞いた話に、レネは難しい顔で吐はき捨てた。

「で、オレはエルラがなくてもなんともないのか？」

「人間との混こん血けつはわからないわ。人間と同じかも知れないし、いきなり年を取ってしまうかも知れないし」

　ティナが肩をすくめると、レネは眉まゆをひそめて小さく呻うめいた。

「とにかく、これだけあれば逃にげ切れると思うわ。見つからないようにして居きよ留りゆう地ちまで戻って」

　エルーランに向き直ったティナはエルラ機関が詰つめ込まれた荷に袋ぶくろを全員に渡す。

「それで大だい丈じよう夫ぶなのか？　食しよく糧りようとか水とかいらないのか？」

「エルーランはちょっとした力が使えるのよ。それを使えばなんとかなるわ。本当はそれが迫はく害がいされる一因だから使わない方がいいんだけど、今回は仕方ないわ。人間がこんな仕打ちをしたんだから」

　心配そうなレネにティナが答えた。

　エルーランたちは相変わらず一いち様ように頭こうべを垂たれたままで顔を上げようとしない。

　と、少女がレネとティナに歩み寄ってきた。リアムの部屋にいた少女だ。

「……ありがとう」

　ぎこちない笑えみを浮かべて少女は礼を言った。

「礼を言うのは私の方よ。これで少しは恩が返せるわ」

　腰を屈かがめて少女と顔の高さを合わせ、ティナは笑みを浮かべた。

「元気でな。もう捕つかまるなよ」

　レネが少女の頭をなでてやると、エルーランたちは息を飲み、慌あわてて少女を引き戻した。そして、少女に無む理り矢や理り頭を下げさせ、自分たちも深ふか々ぶかと頭を下げると、急ぎ足で城を後あとにした。

「なあ、オレはエルーランから嫌われてるのか？」

　レネはまるで逃げるように足早に去っていくエルーランを見送りながら、傷ついたような顔でつぶやいた。

「そうじゃないわ。後あとで話すから」

　ティナは苦笑いを浮かべ、余ったエルラ機き関かんを自分の袋ふくろに入れる。

「私たちも今のうちに城を出ましょう。夜の方がいいわ」

　ティナの提案にレネはうなずいた。



　夜の森を貫つらぬく街かい道どうを小さな明かりが進んでいく。反射鏡のついたランプだ。

　ランプを持っているレネは来た方向を振り向き、追おつ手てがないのを確認するとリアムに向き直った。リアムの顔は今や無む惨ざんに腫はれ上がり、ぬぐいきれなかった血が固まってこびりついている。

「そろそろいいか」

　人質として連れてきたリアムを解放しようと、レネはリアムに向き直った。

「途中で狼おおかみに襲おそわれんなよ」

　レネは含み笑いを浮かべながらリアムの背中を押しやった。

「お、狼だと？　ここにもいるのか？」

「さあな。この森は結けつ構こう深いからな」

　怯おびえた顔をしたリアムは疲つかれ切っていた様子がウソのように駆かけ出した。

「狼なんていないのに意地悪して」

　その姿を見送って、ティナが苦笑した。

「それくらいの罰ばつは受けたっていいだろ」

　レネはニヤリと笑う。

「それにしても、どうなるかと思ったけど、無事に済んでよかったわ」

「はい、ご主人様の凄すごいところが見られてよかったです！」

　メイロンが興こう奮ふんで上じよう気きした顔で言うと、ティナがうなずいた。短たん弓きゆう銃じゆうの攻撃を至し近きん距きよ離りでかわしたことだ。

「あれは立派な芸よね。お金がなくなったら見せ物にする？」

「やめてくれ。もうこりごりだ。思い出しても背せ筋すじが寒くなる」

　レネは冗じよう談だんじゃないと首を振り、腕を組むと、うながすようにティナを見た。

「で、そろそろ話してくれるんだろ？」

　エルーランを助け出す時に中断していた話を振られて、ティナは真剣な表情に変わった。一いつ瞬しゆん、メイロンに視線を向けたが、意を決したように口を開く。

「あなたは王子で、王おう位い継けい承しようの剣といわれる物を持ってる」

　ティナはそう言って、レネの剣を指さす。

「らしいな。本当かどうかはわからんけどな」

　レネは肩をすくめた。

「本当かどうかは問題じゃないのよ」

「どういうことだ？」

「少なくともあなたの上にはもう七人の王子がいる。リアムと同じようにそれを信じているヤツもいるでしょうね。王おう位い継けい承しようの証あかしを持ってるあなたは上位の王子にとっては目の上のたんこぶ同然。これから刺し客かくが放はなたれ、あなたを襲おそってくる。最初がメイロンだったわけだけど、他ほかのもこんなに生なまやさしいわけはないわよ」

「はうう、わたし、生やさしかったんですかぁ」

　メイロンが小さく呻うめいた。

「面倒だな」とレネがつぶやく。

「それだけじゃないのよ。もっと大きな問題があるわ」

「まだなにかあったか？」

　うんざりしたように大おお仰ぎようなため息をつくレネ。

「やっぱり聞かされてないのね……」

　負けじと大きなため息をついて、ティナははっきりと言った。

「あなたの母上レニア・シャール様はエルーランの王女なのよ」

　レネが言葉の意味を飲み込むには時間がかかった。ようやく出てきたのは、

「は？」だった。

「つまり、あなたはバイヨン王国の第九王子であるだけでなく、さらにエルーランの王族の血を引いているわけ」

「……あのクソババアがエルーランの王女？　おい、冗じよう談だんも休み休み言えよ」

　おもしろくないと冷たい笑いを浮かべて吐はき捨てるレネに、ティナは真ま顔がおで首を振った。

「冗談じゃないの。私はエルーランの居きよ留りゆう地ちで手紙を預あずかったって言ったでしょ？　それにさっきのエルーランたちはあなたが誰だれかわかって敬意を表してたのよ。逃にげたわけじゃなくて高こう貴きな相手に長々と見送りさせるわけにいかないから。エルーランと人間――双方の王族の間に生まれた子。これがどういうことかわかる？」

「ダブル王子様なんですね！」

　メイロンが手を叩たたいて言うと、ティナはがっくりと肩を落とした。

「そういうことじゃなくて……」

「面倒だってのはわかるぞ」

「人間にとってはあなたは絶対に王にしてはならない忌いむべき存在。エルーランにとっては希望の星。そんな複雑な立場なのよ」

「やっぱり面倒なんじゃないか」

「わからないのは、そんな面倒な存在をどうして国王が生ませたのかなのよ」

　ティナはレネを見て険けわしい表情をすると、自分の思考をたどるようにつぶやいた。

「ひょっとしてエルーランを利用するためにあなたが必要だったのかも……」

「利用？」

「エルーランの居留地は政治的に重要な場所にあるのよ。だから、エルーランの血を引く王族がいれば役に立つわ」

「――許せねえな」

　レネは汚けがらわしいものを口に入れたように吐はき捨てた。

「クソババアをたらし込んで、オレを生ませた挙あげ句く、捨てやがったんだ。しかも、エルーランを隔かく離りしたり、奴ど隷れい売買を放置したり。きっと、オレがガキの頃ころに馬車が事故ったのも親父おやじの企たくらみだ。これだって本物かどうか疑うたがわしいもんだ。簡単に飾かざり石いしが割われたしな」

　レネは腰の剣を見下ろした。

「あのう、ご主人様？」

　メイロンがおずおずと手を上げる。

「なんだ？」

「それなんですけど、宝石じゃありませんでしたよ」

「なんだって？」

「粘ねん土どに色を塗ぬっただけです。乾かわききってたから崩くずれたんですね」

　メイロンが拾っておいた破は片へんをレネに手て渡わたすと、手の中でボロボロと崩れた。

「ますますニセモノ臭くさいな。王様に言い寄られて舞い上がったクソババアがころっとだまされたんじゃねーのか？」

「レニア様はそれほど愚おろかな方ではないわ」

「ふん、どうだか……」

　レネは疑わしいもんだと鼻を鳴らした。

「自分の母親を信じないの？」

「あんなクソババア……」

　つぶやくと、レネは目を閉じて拳こぶしを握にぎりしめた。

　母親だけでなく、これまで目にしてきたエルーランへの過か酷こくな扱あつかいが思い出された。自分が転々として定住できなかったことも、根っこは同じだ。すべての原因はひとつに集約される。

「よし、やることが決まった。クソ親父に――」

「一発かましに行く？」

　ティナが先回りして言う。

「ああ、そうだ」

　レネは当たり前だと言い切った。

「やっぱりそうなるわけね……」

　ティナは呆あきれた顔でため息をついた。

「別についてこいって言ってないぞ。オレひとりで行く」

　素そっ気けなく言うレネ。

「おまえらはこれでいいんだろ？　契けい約やくは破は棄きできたし、クソババアからの言いつけは果はたせたし」

「はい、これで契けい約やく解かい除じよできましたから、ご主人様のお役に立てます！」

　メイロンが喜き色しよく満まん面めんでうなずいた。

「ああそうか。よかったな」

　聞き流して上うわの空そらで答えたレネだが、気がついてメイロンを見る。

「って、まだついてくるつもりか？」

「はい。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんと治ち療りようの恩がありますから」

「役に立つって言っても、おまえ、刺し客かくなんだろ？　だったら用はないぞ」

「ご安心ください！　護ご衛えいや偵てい察さつ、なんでもこなせますから」

「ホントか？」

　疑うたがわしげな顔をするレネ。

「はい！　正直がモットーです」

「言っとくが、金はないぞ」

「仕事じゃありませんから取りませんよぅ」

　心外だと頬ほおを膨ふくらませるメイロン。

「だったら、まあいいか。後あとで請せい求きゆうするなよ」

「しませんよぅ。あ、でも、お料理はできませんから、ご主人様のお料理の腕に期待してもいいですか？」

「図ずう々ずうしいペットだな。飯めし代だい払はらえよ」

「はい、わかりました、ご主人様」

「それといいかげん、ご主人様はやめろ」

「え～？　ダメですか？　それじゃ、えーっと……」

　しばらく考えたメイロンは嬉うれしそうに目を見開くと、勢いきおい込んで提案した。

「そうだ！　それじゃ、王子様でいいですね？」

「それだけはやめろっ！」

　冗じよう談だんじゃないとレネはメイロンの頭をぐりぐりする。

「あうう……。それじゃ、ご主人様か王子様のどちらか選んでくださいよぅ」

　メイロンはじとっとレネを見つめて迫る。

「おい……、その二択しかないのか？」

「はい！」

　レネは力なく肩を落とし、ティナに問うような視線を向けた。

「私はエルーランには一宿一飯どころじゃない恩があるの。何とかして今の状態を変えてあげたい。あなたが国王に会うことでなにか変わるなら手助けするわ」

　当然という顔で答えるティナは片目をつむって、笑えみを見せた。

「一発殴なぐるのは任まかせるけどね」

「……もう勝手にしろ、おまえら」

　もうどうでもいいとレネは渋しぶい顔で息を吐はき出した。

「わかりました、ご主人様！」

「元からそのつもりだけどね」

　笑えみを浮かべるふたりを背にして、レネは気合いを入れ直して歩き出す。

　その背後でティナが真剣な声でささやく。

「メイロン」

「はいっ？」

　緊きん張ちようで跳はね上がった声で応じるメイロン。

「ごめんね。正直に言うと、あなたを信用してなかったのよ」

　ティナが言うと、メイロンはうつむいて答えた。

「わかってました……。いつも見てましたもんね」

「今は信じてるわ。リアムがレネを撃うった時に飛び出したでしょ？」

「でも、間に合いませんでした……」

　メイロンはさらにうなだれる。

「そうでもないわ。おかげでリアムの狙ねらいがそれたのよ。レネの動きは確かに素す早ばやかったけど、メイロンが飛びかからなかったらどこかに当たってたと思う」

　ティナを見上げるメイロンの目が見開かれた。

「ホントですか？」

「真後ろから見てたからわかるのよ」

「そうですかぁ……。よかったですぅ」

　メイロンがホッと息を吐はき出し、顔をほころばせると、ティナは右手を差し出した。

「どこまで一緒になるかわからないけど、よろしくね」

「はい、ティナさん！」

　身長差二〇セメタ近いふたりが互いに力強く手を握にぎりあった。

「ほら、なにやってんだ？　とっとと行くぞ！」

　自分の背後でなにがあったのか知らないまま、振り返ったレネがふたりを呼ぶ。

　ふたりは顔を見合わせると、レネに向かって駆かけ出した。

「待ってくださいよぅ、ご主人様！」

「で、どうやって王都まで行くの？」

　ティナに問われてレネは答えに詰つまった。

「ここからだと歩いていけば二週間はかかるわよ」

「そんな遠いのか？　それこそ馬車でも手に入れないとやってられねーな」

「途中で調ちよう達たつね……」

　ティナは王都までの街かい道どうを思い描いてしばらく考えていたが、急に表情を曇くもらせ、つぶやいた。

「ベッセルの街まちね」

「どういうところなんだ？」

　ティナの表情に違い和わ感かんを覚え、レネは怪け訝げんに思って聞き返す。

「第六王子ギャンニ・ベッセルの街まちよ」

　その名前を口にした時、ティナの声には明確な憎にくしみが混まざっていた。





　そして、夜明けと同時にリアムの城から無数のハトが飛び立った。

　肢あしの筒に入れられた書簡にはこう記されていた。

　第九位の王おう位い継けい承しよう者しやがバーンエルラの大剣を携えている、と――。
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　襲しゆう撃げきはいきなりだった。

　リアムの城を出て三日。昼過ぎに食事の準じゆん備びをしていた時だった。

　レネはメイロンが取ってきたハトをさばいて、塩と香こう草そうでもんだ後あと、即席のかまどの上で焼いていた。次にパンに取りかかろうとしたところで、いきなりティナに押し倒たおされたのだ。

「わわっ!?」

　前日に作っておいた生き地じが袋ふくろの中で発はつ酵こうして膨ふくらんでいる。それを取り出して両手に持ったまま、レネは背中から茂しげみに突つっ込んだ。

「な、なにすんだっ!?」

　狼ろう狽ばいしてパン生地のついた手でティナを押しのけようとする。レネの顔にティナの顔が急接近する。目を見開いたレネの口をティナが手でふさいだ。

「刺し客かくよ」

　ティナの冷静な声にレネは動きを止めた。

　物音は聞こえない。かすかな風が木の葉を揺ゆらし、こすれる音。そして、かまどの炎ほのおが燃もえる音。このふたつだけだ。レネには自分の呼吸と、のしかかったティナの呼吸が聞こえる。

　そして、鼓こ動どう。

　小さいとはいえ、ティナの胸むねが押しつけられ、息がかかるくらい近くに顔がある。意識するなというのが無理な話だ。ティナに聞かれるかと思うと、余計に緊きん張ちようして鼓動が速くなる。

　しかし、押しのけるにも両手はパン生地でふさがっている。それ以上に今物音を立てるのは危き険けんだ。ティナの後ろでくくった赤い髪かみが垂たれてきて、まるで筆のようにレネの顔をくすぐる。危うくくしゃみをしそうになって、かろうじてこらえた。

「どこにいる？」

　レネはささやいた。

「まだ見えないわ」

　そう答えたティナは頭上の木の幹みきを示した。

　矢が突き立っている。大きさは短たん弓きゆう銃じゆうの矢より長い。高さからすると、レネの頭を狙ねらって放はなたれたものだ。

「長ちよう弓きゆう銃じゆうよ。離はなれたところから撃うったみたいね」

「よくわかったな」

「メイロンが知らせてくれたの。危あぶないところだったわ」

　答えながらティナはゆっくりと右手を腰に伸ばした。短たん弓きゆう銃じゆうに手をかける。

　レネは目だけを動かして周囲を確認しようとしたが、見えるのは茂しげみの隙すき間まを通したほんのわずか。近くにいるはずのメイロンの姿も見えない。

「飯めし作ってる時に襲おそってくるなよ」

　手に持ったパン生き地じをどうしようかと迷いながらレネはつぶやいた。

「なに言ってるの。一番油ゆ断だんしてる時に襲うっていうのは定じよう石せきでしょ」

「……なるほど」

「感心してる場合じゃないでしょ」

「わかってる」

　レネはムッとして言い返す。

「動かないでよ」

　ティナはそう言うと、ゆっくりとレネの上から離はなれる。

　レネには武器がない。買うにも武器の売買をしている大きな街まちにはまだ通りがかっていないし、だいたいそんな金などない。今あるのは怪しげな王おう位い継けい承しようの短剣だけなのだ。リアムの銃を奪うばうという手もあったが、レネは銃が好きになれなかった。できれば剣さえ使いたくないくらいなのだ。

「囲かこまれてます」

　どこからかメイロンのささやき声がした。どういう技を使っているのか、ささやき声なのに離はなれていてもはっきり聞こえる。



    

  
    
      



    

  
    
      「何人くらいいそう？」とティナ。

「四人……いえ、五人です」

「どうして撃うってこないの？」

「こっちの出方を探ってるのかも知れません」

「なるほどね。それは助かったけど……」

　ティナは右手で短たん弓きゆう銃じゆうを抜ぬいて周囲の気け配はいを探る。しかし、わからない。

「どこから襲おそってくるつもり？」

　気配もない、攻撃もない。ティナがじれてきているのが、隣となりにいるレネにもわかった。

　と、その時、焦げた匂においが漂ただよってきた。レネはとっさにかまどを振り返る。かまどに乗せてあったハト肉から煙けむりが立ち上っている。

「しまった、鳥が焦げてるっ！」

　レネは反射的に起き上がって飛び出していた。せっかくの食べ物を粗そ末まつになど出来ない。哀かなしいかな、貧びん乏ぼう暮ぐらしで身についた習性だった。

「バカッ！　死ぬ気!?」

　引き留めようと伸ばしたティナの手は空くうを切った。

　レネは真まっ直すぐにかまどに向かう。

　かまどを目前にして、目の前に黒い影が現れた。木の上から飛び降おりてきたのだが、レネにはいきなり現れたようなものだ。

　とっさにレネは右手を振るった。フック気味に相手のアゴをとらえるつもりだったが、相手は後ろに顔をそらしてかわす。

　かわしきったつもりの男のにやけた顔は、次の瞬間、衝しよう撃げきを食くらって吹っ飛んだ。

　レネの手に持っていたパン生き地じがゴムのように伸びて、パンチの後あとから相手の側頭部に叩たたきつけられたのだ。

　発はつ酵こうしたパン生地は弾だん力りよくがもの凄すごい。伸びても切れずに元に戻ろうとする。

　レネは地面に仰あお向むけになった相手に背中から倒たおれ込み、顔面に肘ひじを叩き込んだ。素す早ばやく起き上がって、片面だけこんがりと焼けた鳥をつかんで袋ふくろに放ほうり込こむ。

「ここじゃ不ふ利りだ！」

「どうするの!?」

　ティナが短弓銃を構かまえながら駆かけ寄ってきた。

「とにかく動く！」

　レネは言い放はなつと同時に駆け出す。

　跳はね起きたティナが後を追うと、どこからともなく現れたメイロンは背後に目を配くばりながらその後に続いた。

　さらに三人の後を追って木き々ぎの上で音が移動してくる。

「考えたね。こっちが動けば向こうも動いて気配がわかる」

　ティナが言うと、レネは一いつ瞬しゆん考えてから応じた。

「あ？　そうだな」

「そこまで考えてなかったとか？」

「ま、まあ、いいじゃないか」

　笑ってごまかし、レネは足を速めた。

　と、背後で木の枝が折れる音がした。

「そこ！」

　ティナが振り返りざまに短たん弓きゆう銃じゆうを放はなつ。

　木の葉の間に矢が撃うち込まれ、ザザッと葉ずれが聞こえた。しかし、刺し客かくの声はない。

「外したか」

　ティナが舌打ちする。

　駆かけ続け、時とき折おり枝や葉の音に反応したティナが銃を撃ち、メイロンがナイフを投げる。しかし、成せい果かはない。

「しつこいな」

　レネはいら立ちを吐はき捨てた。

「どういうつもりだ？　最初だけで、仕し掛かけてこないぞ」

「はい、おかしいです」

　メイロンがちらちらと背後を振り返りながら声を上げる。

「後ろから追ってくる人が少ないですよ」

「ついてこれないってことはないよな」

　レネが振り返ろうとした時、

「まさか……」

　ティナがつぶやいた。

　そして、唐とう突とつに森は終わりを告げた。

　この四日の間、リアムの城も含めて街かい道どうは森を貫つらぬいて走っていた。それが目の前で終わり、出口は今までとはまったく違う様よう相そうを呈ていしていた。

　遺い跡せきだろうか。風ふう化かした石柱が何本も建たつ広場のような場所だ。その向こうは下くだり坂になっており、下の景色が一望できる。今は見る影もないが、昔は展望台のような場所だったのかもしれない。旅人はここで景色を見ながら休憩したのだろう。

　行く手の柱の陰かげから数人の男が姿を現す。振り返れば背後に三人。

「やられた……」

　レネは呻うめきを漏もらして足を止める。待まち伏ぶせ場所に追い込まれたのだ。

　相手は七人。前に四人。後ろに三人。

「おい、人数があわないぞ」

　レネが眉まゆを寄せる。メイロンは追おつ手てが五人と言ったのだ。

「あれぇ？　おかしいですよ」

「おかしいのはおまえじゃないのか？」

「そんなはずないんですけど……」

　自信があったのに目の前の現実にそれを否定されて、メイロンは困った顔をした。

「どっちにしてもやるしかなさそうね」

　ティナは短たん弓きゆう銃じゆうを構かまえ、メイロンも混乱しながら短たん刀とうを抜ぬいた。

　レネは腰の剣に手をかけようとして違い和わ感かんに気づいた。

「どうして仕し掛かけてこないんだ？」

　まんまと待まち伏ぶせの真ん中に飛び込んできたというのに、刺し客かくたちはまったく動こうとしない。

「なんか、にらみ合ってますけど？」

　メイロンが前後の刺客を見比べて言う。互いに牽けん制せいしあっているように目線をあわせて距きよ離りを取る。

「ひょっとして……別口？」

　ティナがつぶやく。

「雇やとい主ぬしが別なのか？」

「あ、わかりました。追おつ手ての数が減へったのは、ひとり殺やられちゃったんですね」

　メイロンはホッとして手を打った。

「おまえら、誰だれに雇われた？」

　レネが問うが、どちらも口を開かない。

「言うわけないか」

　当たり前だよなとうなずくと、レネは腰の長剣を鞘さやごと抜いてかざした。

「おまえらが欲しいのは剣か？　それとも、オレの命か？」

　刺客たちの視線が剣の動きを追う。

「剣……だな？」

　レネは担かついだ荷物の陰かげに剣を下ろした。

「なるほど……オレは別に王位に興味なんかないしな」

「ええっ!?　ないんですかぁ!?」

　メイロンが大おお仰ぎような叫さけびを上げたかと思うと、レネの方に駆かけ寄った。

「ああ、ない。だから剣にも未み練れんはない」

　レネは声を上げると、

「そういうわけで、早い者勝ちだ！」

　剣を持っていた右手を振りかぶる。

「ちょっと！」

　ティナが慌あわてて止めようとしたが、レネは目にも止まらぬ速さで投げ放はなっていた。

　槍やりのように飛んだ長剣は刺客数人がつかもうとしてジャンプしたが、さらに高いところを飛んでいった。

　刺し客かくたちの罵ののしり声。他ほかの刺客たちも我われ先さきに剣が飛んでいった方へ駆かけ出す。

「行くぞ！」

　レネはふたりに声をかけるや後ろも見ずに駆け出した。行く手をふさいでいた刺し客かくひとりにパン生き地じのパンチを浴あびせ、ひるんだところを反対の手でもう一発。

「ちょ、ちょっと!?」

　ティナは焦あせりながら短たん弓きゆう銃じゆうでひとりの足を撃うち、メイロンは足あし払ばらいで上う手まく動きを封ふうじてレネを追う。

「なんで、あんな簡単に……」

　ティナが走りながら非ひ難なんの目でレネを見た。

「え？　なにが？」

　言いながら、レネは何食くわぬ顔で荷に袋ぶくろの陰かげから長剣を出し、腰に差す。

　呆あつ気けにとられたティナが口をあんぐりと開けた。

「それじゃ、さっきのは？」

「武器にしようと拾っておいた枝に小枝をくくりつけただけだ。荷物の陰でこっそり隠してな」

　肩をすくめるレネ。

「あんたって――」

　つぶやいたティナは笑い出した。

「ご主人様、手が早いですね」

「聞いてる人がいたら勘かん違ちがいするようなことを言うな」

　レネはメイロンの頭をパン生地で押さえつけた。

「はうう……。やっぱり早いですよぅ」

　メイロンは走りながら頭を押さえた。



　走り始めて一時間。最初にへばったのはレネだった。ペースを落とし、ティナが苦しそうに肩で息を始め、さらに半時間後に三人は足を止めた。

　追おつ手てはいなかった。森を出て見晴らしがよい場所で襲おそうわけにもいかなかったのだろう。あるいはいまだに長剣を手に入れようと争っているのかもしれない。

　ティナが火をおこし、遅くなった昼食の続きにとりかかった。

「武器が欲しいな」

　レネは固くなりかけたパン生地を手からはがしながら言う。

「そうね。また食事の準じゆん備び中に襲しゆう撃げきされるとは限らないし」

　ティナはレネの手についた生地を見て笑いをこらえている。

「でも、パンが武器になるなんて知りませんでした！」

「普通はならないんだよ」

　レネは不機嫌な声を上げて、今度は素手でメイロンの頭をぐりぐりする。

「はうう……」

　メイロンは頭を押さえた。

「ねえ、もしかして……それ焼くの？」

　パン生き地じを丸めて、鍋なべに並べ始めたレネを見て、ティナが恐おそる恐おそる訊きく。刺し客かくの顔面を一度ならず二度も殴なぐったパン生地だ。

「当たり前だ。食くい物を粗そ末まつに出来るか」

「……悪いけど、私は遠えん慮りよするわ」

「私もですぅ……」

「多少汚くても焼けば問題ない」

　今度は串くしに刺した鳥をかまどの前に立てて焼き直しながら、レネが言い返す。

「明日でいいかと思ったけど、今日中に街まちに行きたい気分……」

　ティナのつぶやきにメイロンは一も二もなく手を上げた。

「賛成ですぅ」

「今日？　そんなに近いのか？」

　レネが訊くと、ティナは彼方かなたを指さした。

「あれがベッセルの城下町よ。今すぐ駆かけ出したら夜に着くくらいね」

　立ち上がって見ると、レネにも山やま裾すそから広がる平原の真まっ直ただ中なかに大きな街が見えた。

「ベッセルの街？」

「そう。リアムみたいに王子だから城を与えられたわけじゃなくて、ベッセル家は元々貴族なのよ。だから、城下町も立派なものがあるわけ」

「へえ……」

　レネは初めて見る大きな街に言葉を失った。

　昼過ぎの陽よう光こうに照らされた青々とした麦畑が眼下に広がり、渡わたる風に揺ゆれている。その中に街はあった。街かい道どうが麦畑を切るように五つ貫つらぬいていた。

　街の端はしには巨大な建物。

「あれが城か……」

　森の中にひっそりと建たつリアムの城とは打って変わって、平原に堂々と建つ城は単純に大きい。倍以上はある。

「とにかく、パンは焼くからな。食えよ」

　とどめを刺すようにレネが言うと、ティナとメイロンは顔を見合わせてから声をそろえて答えた。

「遠慮するわ」

「遠慮しますぅ」

「おまえら、いつの間にそんな仲良くなったんだ？」

　レネはふたりを交こう互ごに見ると、苦い顔でパンが焼ける匂においを立ち上らせてきた鍋を見た。



　　　２



　ベッセルの街まちに着いたのは、結局、翌日の昼過ぎだった。

　金色の麦畑と小さな農家に挟はさまれた田舎いなか道みちを過ぎると、いきなり大きな建物が軒のきを連つらねている通りに飛び込んだような印象だ。

「でかいなぁ……」

　土を踏ふみ固めた道から石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道に変わった通りを歩きながら、レネは思わず声を上げた。

「これでも田舎よ」

　ティナの笑い混まじりの言葉にレネは尋たずねる。

「王都ってここの何倍くらいあるんだ？」

「もっと大きいのは確かね。ざっと四倍くらいはあるんじゃないかしら」

「自分の居場所がわからなくなりそうだな」

　幅はば三メタほどの狭せまい道の左右に二階建だての家があるおかげで、空が狭い。こういうところで暮らしたことのないレネにとっては感覚が狂くるう感じがする。

「まず宿やどを探さないとね。確か、あっちの通りにあったと思うけど」

　通りの角かどを指さすティナを見た。

「来たことあるのか？」

「昔、ちょっとね。あんまり大きな街は好きじゃないのよ」

　ティナは肩をすくめて周囲を見る。

「どうしてですか？　楽しいじゃないですか」とメイロン。

「……なんか、人が多いから。夜の方がそういう意味じゃ好きね」

　ティナの返答に不自然な間を感じたが、レネが訊きくよりも早くティナは道を曲がった。

「どこになにがあるかくらいはわかってるから、宿屋を当たってみましょ」

「あ、ティナさん待ってください！」

　歩き出したティナの後をメイロンが追っていく。レネはその後からゆっくり街の様子を見ながら歩き出した。

　街の周辺こそ農家が多いせいもあり木製の平屋建てだったが、街の中を進んでいくと、石造りの二階三階建てが多くなってきた。

　その狭い道の両側には店があり、道にはみ出して商品を並べている。中には食べ物屋もあり、いい匂においが空腹のレネに迫ってくる。

　ティナはその中を真まっ直すぐに歩いていく。人通りは多いが、見失うのが難しいほど、揺ゆれる赤毛は目立つ。

「先になにか食くわないか？」

　レネが声をかけると、メイロンも一も二もなく賛成した。

「賛成ですぅ。お腹なかぺこぺこです」

「それもそうね。まだ陽ひは高いし、宿やどが満まん杯ぱいになるのはもうちょっと後あとだし。もう少し行くと広場があって、その周りに店が多いはずよ」

　ティナが言ったように、通りの先には円形の広場があり、そこには様々な店が軒のきを連つらねていた。料理屋だけでなく、衣料品店や武器屋もある。

「いっぱいありますねぇ」

　目を輝かがやかせているのはメイロンだけではない。レネも店を一軒一軒確認している。

　エルラ機き関かんを扱あつかう機関商の店もある。

　機関商はエルラ機関に関係するものすべて――レネたちディガーが掘ほり出したエルラ鉱石の買い取り、エルラ機関で動く水道やコンロといった生活に直結する設備から短たん弓きゆう銃じゆうなどの武器などの製造・販売・修理を統とう括かつしており、エルラ機関商組合という大きな組織を持っている。今や機関商がなければ暮らしは成り立たないといってよい。

「目移りするな。金があったら武器も見たいところだけどな」

　つい武器屋の窓の向こうに飾られた剣に目がいくが、今は食くい気の方が先に立つ。匂においを頼りにどこがいいかと選び始めた。

　喧けん噪そうにまぎれてエルーランという声が聞こえてきたのは、その時だった。

　レネが声の方向を振り返ると、すでにティナも気づいて視線を向けていた。

「見せ物小屋？」

　広場の一角に小さなテント小屋があり、その前で男が呼び込みをしている。

「さあさあ見てらっしゃい！　エルーランの不思議な力だよ!!　エルーランを知ってる人も、ヤツらが不思議な力を使うところなんざ見たことはないだろう？　エルーランの男が力を見せるよ！　たった七〇マルドで不思議な世界！　見なきゃソンだよ、そこのお嬢じようさん！　旦だん那なさん！」

　威い勢せいのいい声を張り上げている。

「まさか、エルーランを見せ物にしてるのか？」

　レネがつぶやくと、ティナがテントの方へつかつかと歩き出した。レネが追う。

「ティナ？」

「見てみましょう」

「あ、待ってくださいよう！」

　料理屋をのぞき込んでいたメイロンは慌あわててふたりを追いかけた。

　三人分の代金二一〇マルドを払はらったティナはテントの奥へ入っていった。すでにテントの中には一〇人を超こえる観かん客きやくがいたが、ティナは最前列に割わり込んでいった。レネもその後に続く。にらみつける客もいたが、ティナの腰に短弓銃があるのを見ると口を閉ざした。

　ほどなくしてテントが締め切られ、舞台の上にさっきの呼び込みが進み出た。観客の半分以上がなぜか妙みよう齢れいの女性だ。

「本日はご入場ありがとうございます。

　皆様はエルーランについてどれくらいご存じでしょうか？　かつて不ふ遜そんにも人間様に戦いを挑いどみ、あえなく敗やぶれて、今や西の辺境に追いやられて細々と生きている連中です。不思議な力を持つと言われておりますが、戦いには役に立たなかったのでしょうか？　その理由をお知りになりたくはありませんか？

　前口上はこれくらいにして、エルーランの不思議な力をとくとご覧ください！」

　呼び込みの男が袖そでに引っ込むと、入れ替わりに出てきたのは、力なく冴さえない顔をした中年の男だった。

「エルーランってもっと美しいと聞いてましたのに……」

「パッとしない顔ですわね。これなら私の愛いとしい人の方がいいですわ」

　観かん客きやくの女性たちから不満げなささやきがわき起こる。何を期待してきたのかわかる。

「エルーランなのか？」

　レネは戸と惑まどっていた。エルーランの男を見るのは初めてだったからだ。

「ええ。本物だわ」

　ティナがうなずく。

　注意深く見れば、肌の白さ、細い体、整ととのった顔立ちなどエルーランの特とく徴ちようは垣かい間ま見みえる。しかし、今ややつれ果はてて見る影もない。

　舞台の上のエルーランは両手を広げて目を閉じた。しばらくはなんの変化もないようだった。客たちのざわめきが大きくなってくる。

　と、エルーランの手が輝かがやき始めた。光が丸い玉となって舞い上がり、客席の方へ漂ただよい出す。光はいつの間にかチョウとなってひらひらと舞い始めた。客席から歓声が沸わく。

「エルーランの力を見せ物にするなんて……」

　ティナは唇くちびるをかむ。

「あれが、エルーランの力？　なんか、しょぼいな」

「あんなもんじゃないわ。エルラがないからあれ以上は使えないのよ。あれは目くらまし以上のもんじゃないわ」

　ティナはそう答えてから、怪け訝げんそうに目を細めた。

「おかしい……」

「なにが？」

　レネがエルーランを見て不思議そうに問い返した。特に変化があったようには見えない。

「力が制せい御ぎよできてない……」

　ティナが言ったと同時に、エルーランの周りを舞う光が急に強くなった。

「わあ、綺き麗れいねぇ」

　観客の歓声が大きくなる。

　しかし、ティナが言うようにエルーランの表情は戸惑いに強こわばっていた。自分でやっているわけではないらしい。エルーランが目をさまよわせ、レネは自分と目があったように感じた。

　その瞬間、光はさらに強くなったかと思うと、いきなり閃せん光こうを放はなった。直視していた観かん客きやくは視覚が麻ま痺ひして、悲ひ鳴めいを上げる。

　光の中で甲かん高だかい破は壊かい音が弾はじけた。

「ご主人様、支柱が折れます！」

　メイロンが叫さけぶ。

　それを聞きつけた観かん客きやくたちが逃にげだそうとするが、目が見えないために右う往おう左さ往おうしてぶつかり合うばかりでますます混乱が激しくなった。

　その時、舞台上では興こう行ぎよう主ぬしの男が放ほう心しんしていたエルーランの胸むなぐらをつかんでいた。

「な、なんだっ!?　おい、貴き様さま、なにしやがった!?」

「わ、私はなにも……いつもどおりにしようとして――」

「いつもどおりでこんなことになるかっ！　この――」

　男がエルーランに振り上げた手はピタッと止まった。ティナがつかんでいたのだ。

「なんだ、あんたは？」

「エルーランを見せ物にするなんていい度ど胸きようね。接せつ触しよくも禁止されてるはずでしょ？」

「そんなこたぁ誰だれも気にしてねぇよ。保安兵も商しよう兵へいもなにも言ってきやしないさ」

「黙認してるってこと？」

「そうさ。それにエルーランどもはすぐに死ぬからな。それまで使い倒たおして金を稼かせぐだけ稼いで街まちを出ればいいんだよ。充分元が取れる。いい商売さ。それがこいつのせいで」

「ああっ、支柱が！」

　メイロンの叫びで男が振り向こうとした瞬間、ティナが男の首くび筋すじに手を伸ばした。首をトンと叩たたくと、男は一いつ瞬しゆんで気を失った。

「今のうちに行くぞ」

　レネはエルーランの手をつかんで崩くずれ始めたテントをめくり上げて脱出した。

「あ、あなたたちは？」

　エルーランが戸と惑まどいながらよろめき出た。直後にすべての支柱が倒れてテントのシートがしおれた花のように地面に広がった。その周りに這はい出してくる観客たち。

「それは後あと」

　ティナがエルーランに答え、周囲に目を走らせた。騒さわぎに気づいて駆かけてくる数人の制服姿の男たちを見て、ティナはエルーランを陰かげに回した。

「まずいわ。保安ギルドの兵士が来た」

「なんだ、そりゃ？」とレネ。

「街の治ち安あんを守る組織よ。そこそこの大きさの街ならどこでもあるわ」

「村の護ご衛えい団みたいなもんか」

　デント村を思い起こしすレネだが、ティナは首を振った。

「短たん弓きゆう銃じゆうで武ぶ装そうしてるから厄やつ介かいよ」

　レネはチラッと目を向け、腰に短弓銃を差しているのを確認した。

「今のうちに――」

「そこの三人！　止まれ!!」

　こっそり動こうとした時、保安兵が声を張り上げた。

「走れ！」

　レネが身を翻ひるがえし、ティナとエルーランと共に駆かけ出した。

「どうして三人なんですかぁ？」

　走りながらメイロンが不満そうな声を上げる。

「目に入ってないみたいだぞ」

　レネがひとりだけ二〇セメタも低いメイロンをからかう。

「ええ～」

　メイロンは頬ほおを膨ふくらませると、後ろに向けて目つぶしを投げつけた。

　後こう方ほうで顔面に食くらった保安兵の悲ひ鳴めいが上がる。

「失礼ですよ～、もう！」

　メイロンが怒りの声を上げて、また投げようとする。ティナがそれを制した。

「保安兵を敵に回すと面倒だから、とにかく逃にげて」

　レネは背後を確認した。四人。そのうちひとりはメイロンが投げた目つぶしのせいで遅れている。残り三人。

　四人はとにかく走った。エルーランがすぐに疲つかれて足が遅くなったが、レネが肩を貸かし、ティナとメイロンが保安兵の足を止めるために積つんであった荷物や棒を倒たおしたり、あの手この手で妨ぼう害がいしたおかげで、ついに保安兵をまくことに成功した。

　四人が転がり込んだのは、住宅街の狭せまい路地。人通りが少なく、陽ひも射ささないために薄暗くて発見されにくい場所だ。

「エルーランの力を見せるなんて正気？」

　ティナが息も絶たえ絶だえになっているエルーランに強い口調で迫る。

「あんな力があるのがわかったら、また迫はく害がいが激しくなるだけでしょ？」

　ようやく息が戻ってきたエルーランは呻うめくように答えた。

「……私も使いたくはありません。ある時、つい使ってしまったのを、あの人間に見られてしまって、使えと強制されたのです。仕方なく、弱い力を見せることで機嫌を取っているんです」

「捕つかまってどれくらい？」

「二年になります」

「まだ短いけど、それだけ力を使ってたらもうすぐ老化が始まるわよ」

「覚悟はしています。今死ぬか、もうしばらく長らえるか、それくらいの違いだということもわかっています」

　肩を落として目を伏ふせるエルーラン。

「これをあげるわ」

　ティナはそう言って荷物から小さなエルラ機き関かんを四つ取り出した。ひとつを壁に叩たたきつけて破は壊かいする。緑の光が霧のように漂ただよい出して、エルーランがそれを吸い込むと、目に見えて生せい気きが戻ってきた。

「これを使って逃にげなさい。なんとかして居きよ留りゆう地ちまで戻るのよ」

「どうして私を助けてくださるんですか？　あなたは人間ですよね？」

　戸と惑まどった顔でティナを見るエルーラン。

「エルーランには恩があるの」

　ティナはそう答えると、エルラ機き関かんをエルーランの手に握にぎらせた。

「とにかく二度と捕つかまるなよ」

　レネにポンと肩を叩たたかれ、エルーランはレネの顔をまじまじと見つめた。

「……あなたから、力を感じます。今は眠ってますが、強い力を感じます。さっきはその力に引きずられて力が制せい御ぎよできなくなりました」

「そ、そうなのか？」

　驚いて聞き返したレネだが、すぐに笑えみを浮かべた。

「オレのせいなら悪いことをしたけど、結果オーライだな」

　エルーランはそんなレネをじっと見て尋たずねた。

「あなたは……エルーランなのですか？　どこかで――」

「半分だけな」

　その答えを聞くと、エルーランは目を見開き、慌あわててひざまずこうとした。

「いいからいいから。あんた、名前は？」

　その反応には辟へき易えきしたというように首を振ると、レネは話題を変えるために尋ねた。

「マレルと申します」

　深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれて答えるのを見て、レネはうんざりした顔になる。

「それじゃ、マレル。まだ保安兵がうろついてるかもしれないから、街まちの出口まで送っていくわ」

　ティナは路地の出口から外をうかがうと、レネたちに合図を送った。
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　ベッセルの街はあちこちにかがり火が灯ともされ、すっかり夜の準じゆん備びに入っていた。エルーランを保安兵に見つからずに街から送り出そうと手間取っている間に陽ひが傾かたむいてしまったのだ。

「早く宿やどを探さないとね」

　ティナが言うと、メイロンが腹を押さえてつぶやいた。

「その前になにか食べたいですぅ……」

「そんな情けない顔するなって。とはいえ、オレもかなりマズい状態かも」

　レネも呻うめく。結局、騒動のおかげで昼ひる飯めしは食くいっぱぐれたのだ。おまけに女性ふたりは昨日のパンをイヤがって口にしていない。

「宿やどでなにか食べられるのを祈りましょ」

　ティナはそう言って足を速めた。

　宿が何軒か建たち並ぶ通りに入り、一番近くにあった宿に入ると、頭の禿はげた宿の主人はティナを見て申し訳なさそうな顔をした。

「あいにくいっぱいでして」

「いっぱいって、鍵かぎがあるじゃない？」

　ティナは主人の背後にある鍵の束を示した。部屋を借りた客に鍵を渡わたすので、ここに鍵がある数だけ部屋が空あいているはずだ。

「いや、これは使っておりませんので……。失礼」

　主人はいきなり鍵をまとめてしまい始める。

「そういうことですので、他ほかを当たっていただけませんか？」

　体ていよく追い払はらわれた後あと、他に二軒の宿を当たってみたが、どこも同じだった。

「どういうことだ？」

　レネは不機嫌に宿を振り返った。ティナが止めなければ主人に食くってかかっていたところだ。

「誰だれかが宿に泊とめないようにしてるみたいね」

「嫌がらせか？」

「だとしたら、目的はあなたでしょうね。それとも――」

　ティナの言葉にレネはイヤな顔をした。

「もう面倒だ。どっかで飯めし食って、寝ねるのは野の宿じゆくでもいいぞ。さっきの市場みたいなとこで食い物を買ってもいい。まだパンもあるし」

　パンと聞いてティナとメイロンが顔を見合わせてこっそり舌を出した。

　と、三人の行く手から軽やかなベルのような声が響ひびいた。

「せっかくのお客様に野宿などさせるわけにはまいりませんわ」

　レネは声の方を見て、目を見張った。

　年とし格かつ好こうも身長もメイロンと同じくらいの少女が立っている。ティナを初めて見た時、嫌いや味みなほど金持ち臭くさいなんて感じたのが恥はずかしくなった。金持ちというのはこういうものだという見本がそこにいたからだ。

　ほっそりとした顔は上品に整ととのい、ぱっちりと開いた瞳ひとみはガラス玉のような青色。金色の長い髪かみはクルンと縦に渦うずを巻き、滝が滝たき壺つぼに落ちるようだ。それくらいツヤがあって輝かがやいていた。もう四、五年もすればさぞ美人になるだろう。ほんのりとピンクに染そめられたドレスの生き地じは絹きぬだろうか。まばゆいくらいに輝いている。さらにきらめくブローチやネックレス。さらには指輪。そこにも宝石が複数しつらえてある。まるで人形のような可か憐れんな姿だ。

　もちろん、武器の類はない。代わりは両りよう脇わきに控ひかえる兵士。

「ようこそ、ベッセルの街まちへ」

　少女は右手を胸むねに当てて優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「お困りの様子とお見受けします。お力を貸かして差し上げますわ」

「どちらさま？」

　警けい戒かい心しんもあらわなティナの問いに、少女はにこやかに答えた。

「シャルロッテ・ベッセルと申しますの」

「ベッセルってことは、ギャンニの……」

「はい。ギャンニは兄ですわ。そして、そちらのレーネディア様とは母違いの妹」

「なんだと？」

　レネは名前を呼ばれたことに反応しかけたが、その後あとに妹と名乗られたことに驚いて声を上げた。落ち着けというようにティナがレネの脇わき腹ばらを肘ひじで突ついた。

「兄が八人いるんだから、妹や姉もいるって想像つくでしょ？」

「そうか……。そうだな」

　まだ自分の状況を正確に認識していなかったレネは考えてみてようやく納なつ得とくした。

「お兄様、よろしく」

「お、おお……。ええっと――」

「シャルでかまいませんわ」

　そう言って少女はドレスの裾すそを持ち上げて軽やかに礼をする。



    

  
    
      



    

  
    
      「よろしければ、私の家においでになりません？」

「あなたの？」とティナ。

「ええ。少し距きよ離りがありますけれど、街まちの外にありますの」

「城の他ほかに家があるのか？」

「ええ。小さくて恥はずかしいのですけれど。晩ばん餐さんのご用意もしてありますわ」

　シャルの提案にティナの目が険けわしく細められた。

「準じゆん備びのいいことね。そのために宿やどに私たちを泊とめるなと指示したわけ？」

「ええ。そうですわ」

　シャルは悪びれることなく認めた。

「だって、せっかくのお兄様の訪問ですもの。街の小こ汚ぎたない宿では失礼ですわ」

　にこっと笑ってシャルはレネを見る。

「わかった。行ってやろう。せっかく招待してくれてるんだ」

　レネは軽くうなずいて動こうとした。その腕をティナがつかみ、耳元でささやく。

「ちょっと。妹を名乗ってるからって――」

「向こうから誘さそってるんだ。どんな魂こん胆たんがあるのか聞き出すまでだ」

　ささやき返したレネに、ティナは呆あきれたと笑う。

「まったく……。考えなしなのか大胆なのか」

　肩をすくめたレネはシャルを促うながすようにうなずいてみせた。

「それでは皆様、こちらへ」

　シャルがそれまで陰かげにいたメイロンに目をとめ、首をかしげた。

「あら、あなた……。どこかで見たお顔ですわね」

「え？　そうですか？」

　メイロンは自分の顔を確かめるようにペタペタとさわった。

「まあいいですわ。気のせいですね、きっと」

　シャルはスカートを翻ひるがえして歩き出した。両りよう隣どなりの兵士も無言で続く。

「それでは、参りましょう」

　通りを進むと、広い道が交差していた。街の大通りなのだろう。道みち幅はばはこれまでの倍以上ある。そこに止まっていたのは一台の馬車だった。馬が四頭つながれ、窓のついた立派な車がつなげられている。

「馬車じゃないか。馬車なんか今は都会では流は行やらないって言ってなかったか？」

　レネはティナを見る。

「ここはまだ田舎いなかってことよ。ここにアレがあるとしたら、城だけね」

　ティナはそう答えると、一いつ瞬しゆん険しく眉まゆを寄せた。

　まただ。

　レネはティナの表情に気づいた。ベッセルの街や城のことを口にする時、いつも暗い表情になる。本当は来たくなかったんだろうか？　それとも、なにか目的があるのか？

　気にはなったが、レネはティナが話す気になるまで待つことにした。誰だれにだって話したくないことはある。それは自分が一番よく知っているからだ。



　シャルの屋や敷しきまでは馬車でゆっくりと走って二〇分とかからない距きよ離りだった。レネが初めて乗った馬車は驚くほど静かで揺ゆれが少ない。

　馬車を降おりて前を見たレネは呻うめきを上げた。

「これが『小さくて恥はずかしい』って家かよ……」

　だったら、オレの家なんてどう表現すればいいんだかと、レネは口には出さずに毒づく。

　田園風景の中にたたずむ屋敷は城と表現しても違い和わ感かんのない立派な代しろ物ものだった。

　高さこそ二階建だてで、塔とうもないが、コの字型で中に庭園があり、うっすらと明かりの漏もれる窓は数え切れないほどの数。

「どうぞこちらへ」

　シャルは三人に声をかけて庭園へと歩みを進めた。

「凄すごいお屋敷ですねぇ、ご主人様」

　メイロンが緊きん張ちようした声でささやく。

「リアムの城に入ったんだろ？　たいして変わらないんじゃないか？」

「でもでも、仕事で来るのとお招きされるのは違うじゃないですかぁ」

「そうか？」

「そうですよぅ。仕事だとご飯食べたりしませんから、依頼を聞いて帰るだけですよ」

「『だけ』なのに失敗したのは誰だったの？」

「あうう……」

　ティナにレネの年ねん齢れいを確認しなかったことを指し摘てきされ、メイロンは頭を抱かかえた。

「気を引き締めていくわよ」

「わかってる」

「はいぃ……」

　シャルの後あとについて、三者三様の表情をした三人は屋敷の中に足を踏ふみ入れた。

　玄関ホールの真上には巨大なシャンデリアが吊つるされ、瞬またたかない白い光が輝かがやいていた。正面には二階に続く階段がまるで花びらが開くように左右に伸び、廊ろう下かには毛足の長い絨じゆう毯たんが敷き詰つめられている。

　歩きにくいなというのがレネの正直な感想だ。しかも、足音がまったくしないのは気味が悪い。

「お客様にお食事を」

　シャルが声を上げると、数人のメイドたちが現れた。

「私は用がありますので、失礼いたしますわ。また後ほど」

　シャルはレネに会え釈しやくすると、階段を上っていった。

「どうぞこちらへ」

　メイドたちに案内されて、三人は廊ろう下かを歩く。

「こちらが当家のダイニングでございます」

　行き着いただだっ広い部屋には中央に細長いテーブルがあった。真っ白のテーブルクロスにキャンドルスタンド。すでに三人の席が用意されていた。

「落ち着かないな……」

　イスに座ったレネは居心地悪そうに広い空間を見み渡わたした。メイロンも怯おびえたネコのように小さな体をさらに小さくしている。ティナだけが落ち着いた表情で座っている。

　やっぱり、こいつはこういう場所になれてるんだな。

　レネは向かい側に座ったティナを見て、そう感じた。

　やがて、パンと料理が運ばれてきた。メイロンが味見をして毒や眠り薬の類は入っていないと言ったので、レネは出された食事を遠えん慮りよなく食べ始めた。もっとも、食べ慣なれないクリームやらソースやらがかかった肉は食くった気がしなかったが。肉は塩と胡こ椒しようだけで充分だとぼやいたくらいだ。

　葬式のように静かな食事の後あと、三人は二階の部屋に案内された。

　ティナとメイロンは同室で、レネだけ隣となりの別の部屋に通される。

「お部屋にお風ふ呂ろがございますので、旅のお疲つかれをお癒いやしください」

　メイドの言葉に反応したのはメイロンだ。期待に満ち満ちた顔でレネに訊きく。

「あのぅ、入浴後にお顔を見てもいいですかぁ？」

「いやだ」

　レネににべもなく断ことわられると、メイロンはむうと頬ほおを膨ふくらませた。

「お召めし物もののご用意もしております。湯ゆ浴あみの後、お着き替がえください」

　メイドは丁てい寧ねいに説明すると、その場を立ち去った。

「それじゃ明日ね。くれぐれも油ゆ断だんしないで」

　ティナは声を潜ひそめて言うと、メイロンと一緒に割わり当てられた部屋に入っていった。

　ひとりになったレネはドアを開けた瞬間、口をぽかんと開けて見入ってしまった。

「凄すごいな……」

　この部屋だけでレネの家の二倍の広さがあった。しかも、夜だというのに昼間のように明るい。見れば、部屋の中心にあるテーブルに一抱かかえほどもあるランプが置かれていた。

「エルラ機き関かんを使ってるのか……」

　まばゆい光をのぞき込んで光とは別の緑の輝かがやきを認めて感心した声を上げる。

「こういうことにも使えるんだな」

　エルラ機関は家庭に水を引く水道やかまどの炎ほのお、短たん弓きゆう銃じゆうなど色々なところに使われているが、レネはこれまで水道くらいしか使ったことがなかった。

「風呂ってのはどれだ？」

　部屋を見回しても、ベッドとテーブル、イスくらいしかない。どこにも風呂桶おけらしきものがない。ドアを見つけて恐おそる恐おそる開けてみると、そこには真っ白な陶とう器きの風呂桶があった。

「なるほど……。これが風ふ呂ろか」

　しかし、水がない。水道と同じような形をしたレバーを見つけてそれを倒たおすと、上から勢いきおいよく水が降ふってきた。

「うおっ、湯が出るのか……」

　あっという間に頭から湯を浴あびてずぶ濡ぬれになり、部屋は湯ゆ気げに包まれる。

　レネはその場で服を脱ぬぎ捨て、湯がたまってきた風呂に入った。

　こんなにたっぷりの湯につかるのは初めてだった。ゆったりしたいところだが、あんまり気を抜ぬいているわけにはいかない。なんと言っても、ここは敵地も同然なのだし、シャルがどういうつもりで招き入れたのかわからない。

「メイロンに調べさせるか。オレが行ってもいいな」

　濡れた服をついでとばかり風呂で洗い、しぼってソファに広げる。代わりに用意されていた服に袖そでを通す。さらさらの布は手触りがまるで雲のように柔やわらかく、頼りない。まるで裸はだかで歩いているような感じだ。

　テーブルのライトを消し、部屋を暗くすると、すぐに手が届くベッド脇わきに長剣を立てかける。

「落ち着かないな……」

　レネは座っただけで沈み込むベッドの柔らかさに戸と惑まどう。

「しかし、こんなバカでかいベッドでどうやって寝ねりゃいいんだか……。ひとりしかいないんだぞ」

　つぶやいて布団ふとんの中に潜もぐり込む。

　温かい。

　ベッドを温めるものがあるのか、足が温かいものに当たった。しかも、柔らかい。

　もぞっとなにかが動いた。

「うわあっ!?」

　悲ひ鳴めいを上げてレネは飛び出した。剣をつかむと、手て探さぐりでテーブルを探し当ててライトをつける。

　布団がもぞもぞと動いている。

「誰だれだ、おまえっ!?」

「誰だとは冷たいお言葉ですのね、お兄様」

　布団から這はい出してきたのはシャルだった。しかも、透すけるように薄い絹きぬのネグリジェ一枚きり。膨ふくらみ始めた胸むねのシルエットと先せん端たんのピンク色がうっすらと見えている。

　思わず視線をそらすレネ。

　反対にシャルは隠そうともせずに胸を張った。

「どうしました、ご主人様!?」

　叫さけびと共にドアを壊こわさんばかりの勢いで飛び込んできたのはメイロン。その後ろからティナ。ふたりともまだ着き替がえをしていない。

　メイロンは濡ぬれた髪かみを寝ねかしつけて素顔を見せたレネを見て顔を赤らめたが、すぐにシャルの姿を見てショックを受けた顔でうなだれた。

「はううぅ、お邪じや魔ましましたぁ……」

「勝手に勘かん違ちがいするなっ！」

　すごすごと戻ろうとするメイロンにレネが叫さけぶ。

「そういうのが趣しゆ味みだったの？」

「だから違うと言ってるだろ！」

　目を半眼にして軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送るティナにもう一度声を上げ、レネはシャルに向き直った。

「どういうつもりだ!?」

　それでも視線はシャルの足元より上にいかない。

「見てのとおりですわ、お兄様。夜ばいに来ましたの。それ以外になにがありまして？」

　シャルは薄いネグリジェに隠された部分をわざと強調するように胸むねを張って笑った。年下とは思えない色っぽい笑えみにレネは鼓こ動どうが速くなるのを感じた。それを悟さとられまいと声を張り上げる。

「どうせ、おまえも王位を継つごうとか思って、剣を狙ねらってきたんだろ？」

「わたし、王位になんて興味ありませんわ。そんなの、お兄様が王になって私と一緒になれば勝手についてくるんですもの」

「ああっ？」

「お慕いしておりますわ、お兄様。お会いしたのは今日が初めてですけど、ずっと」

　シャルはベッドの上を這はってレネの方ににじり寄ってきた。

「矛む盾じゆんしまくったこと言ってない？」

　ティナが冷たい目で見ると、シャルはすました顔で言い返した。

「そんなことありませんわ。だって、想像していたとおりですから」

「想像ってなんだ？」

「二年前かしら？　初めてお兄様のお話を聞いた時、私、興こう奮ふんしましたわ。お父様の絵と、エルーランの姿を見比べて想像しましたの。エルーランと人間との許されない恋。その結果、生まれ落ちた禁きん断だんの果実。なんて甘かん美びな果実なのかしら。どんなお姿なのかしら。しかも、死んだと思われたその方が生きていらっしゃるなんて！」

「禁断の果実って……」

　レネが呆あきれてつぶやくと、シャルが意外そうな顔をした。

「あら？　ご存じありませんの？　エルーランと人間の間に生まれた子供は他ほかにいないんですのよ。それだけでも想像が膨ふくらんで仕方がありませんわ」

「そうなのか？」

　レネはティナに振り向いて確認した。

「そう聞いてるわ。だから、エルーランたちはあなたのことを知ってたのよ」

　ティナの言葉を受け止める余よ裕ゆうもなく、ベッドのシャルが誘さそうように迫ってきた。

「二年間の熱い想おもいを受け止めて、お兄様」

「何とちくるってんだ？　オレらは親父おやじが同じなんだろ？」

　レネがシャルを諭さとすように言うと、シャルの方は不思議そうに聞き返す。

「あら、それがどうしまして？　そんなの歴史上、珍めずらしいことではありませんわ」

「オレは歴史なんて興味ないんだよ」

「あら、ダメですわ。そこが一番おもしろいところですのに。王族の兄妹が禁きん断だんの恋に落ち、そのために民はふたつに割われ、戦いくさに明け暮れ、国は滅ほろびる。戦火の中、ふたりはひとつの剣で貫つらぬかれて息絶える……。ああ、いいですわ！」

　目を輝かがやかせて陶とう酔すいの表情を浮かべるシャル。

「……危あぶないな、こいつ」

　レネは完全に腰が引けていた。

「さあ、お兄様。これから禁断の愛を育はぐくんで、悲ひ劇げきの末まつ路ろを歩みましょう！」

　シャルは両手を差し伸べる。

　レネはまるきり理解できない者を見たという顔で、その手を振り払はらった。

「育まねーし、歩まねーよっ！」

「まあ、そういう愛あい想そのないところもそそられますわ」

「あのね、そういうことは手っ取り早くギャンニとでもやってればいいんじゃない？」

　呆あきれたようなティナの問いにシャルは話にもならないと首を振る。

「ああ、それじゃダメですわ」

「なんでだよ？」

「まず第一にあのお兄様は美しくありませんもの。その点、多少みすぼらしくてもこちらのお兄様は磨みがけば光りそうですし」

　シャルが言うと、メイロンが興こう奮ふんした声を上げた。

「そうですよね！　私もそう思うんです!!」

「あら、あなたとは気が合いそうですわね」

「はい！　格かつ好こういい服を着てもらって、髪かみをとかせば、凄すごくいいと思います!!」

「この体型でしたらお兄様の昔の服を仕立て直せば大だい丈じよう夫ぶですわね」

「ホントですか!?　お願いします！」

　メイロンは我われを忘れてシャルと手を合わせた。

　そこで、ようやくレネににらまれているのに気づいて、メイロンは小さくなってすごすごと引き下がる。

「……ごめんなさいぃ……」

「とにかく、今夜はここまでにしてくれないかしら？」

　ティナが咳せき払ばらいをして、シャルに冷たい視線を向けたまま提案した。

「そうですわね。せっかくのロマンチックな気分が台なしですし」

「どこがロマンチックなんだよ」

　ベッドから降おりたシャルから視線をそらしたまま、げっそりした顔でレネは言う。

「また改あらためて、もっとロマンチックな夜を演出してさしあげますわ、お兄様。お楽しみに」

「誰だれが楽しみに――」

　叫さけんだレネの口は唐とう突とつにふさがれた。

　背伸びをしたシャルがレネの首に両手を回して引き寄せ、唇くちびるを押しつけてきたのだ。

　あまりに突とつ然ぜんのことでレネが反応できずにいるうちに、シャルは手をほどき、レネから離はなれた。

「お休みなさいませ、レネお兄様」

　シャルは茫ぼう然ぜんと立ちつくすレネに一礼すると、ドアの向こうに消えていった。

「……ご主人様ぁ……」

　メイロンは泣きそうな顔でレネを見つめ、

「ええっと……そうね、犬にでもかまれたと思っておくといいわ」

　ティナは慰なぐさめるように言う。

「……勘かん違ちがいするなよ。こんなもん気にしてないからな」

　レネは唇を手のひらでぬぐうと、なにもなかったようにティナとメイロンに向き直った。

「来てくれて助かった」



    

  
    
      



    

  
    
      「はい、ティナさんが『仕し掛かけてくるなら、ご主人様の方だから注意してろ』って……」

「まさか、色いろ仕じ掛かけだとは思わなかったけどね」

「それにしたって早かったな。まるでドアの外で様子をうかがってたみたいだ」

　レネが冗じよう談だんめかして言うと、ティナとメイロンは無言のまま顔を見合わせた。

「おい……マジか？」

「まさか。そこまで暇ひまじゃないわ」

　ティナは肩をすくめ、

「まさかですよぅ」

　メイロンはぎこちなく笑う。ふたりとも視線をレネに向けようとしない。

「メイロンが心配だっていうからね。刺し客かくが狙ねらうとしたら、あんただし。まあ、ついでよ、ついで」

　ティナが笑ってごまかす。

「おまえらなぁ……」

　そわそわするふたりはそそくさと部屋を出て行った。

「それじゃお休み」

「お休みなさい、ご主人様」

　ドアをしっかり閉めてから、レネはベッドに戻り、布団ふとんをめくった。今度こそ誰だれもいない。

「まったく……」

　レネはため息をつくと、ランプを消し、もう一度ベッドに潜もぐり込む。

　しかし、慣なれないふかふかの布団と、柔やわらかい唇くちびるの感触で目が冴さえてしまってなかなか寝ねつけなかった。
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「おはようございます、レーネディア様」

　カーテンが開けられる音と共に柔らかな女性の声が聞こえた。

　が、声をかけられた主ぬしは不機嫌極まりない声で唸うなりながら、布団を跳はね上げた。

「その名前で呼ぶな」

「も、申し訳ございません」

　メイドは深ふか々ぶかと一礼して急ぎ足で部屋を出て行った。

「メイド相手に凄すごんでも仕方ないでしょ」

　入れ替わりにドアの外に現れたティナが苦笑する。旅の服ではなく、用意された着き替がえを身につけている。部屋に入ってくると、レネの顔を見て不思議そうな顔をした。

「どうしたの？　目つきが悪いわよ？」

「寝られなかった……」

　顔をこすりながらレネが答える。

「ははあ、キスのせい？　初めてだったとか？」

　ティナがからかうように問うと、レネはむすっと応じた。

「そうだよ！　遅くて悪かったな」

　ふてくされて吐はき捨てるレネを見て、ティナはしまったという顔をした。

「そうだったの？　でも、別に早くしたからって偉いわけじゃないから」

「同情なんていらないぞ」

「同情？　そんなのするわけないでしょ。中身はともかく、かわいい女の子と初キスできたんだし、よかったんじゃない？」

「かわいいとか、そんな問題じゃないだろ。相手は妹なんだぞ」

「だったらなお問題ないんじゃないの？　兄妹のキスなら挨あい拶さつみたいなものよ」

「……そういう考え方もあるか」

　レネはふっと天井をにらむと、ベッドから飛び起きた。

「よし、なかったことにしよう」

「立ち直り早いわね」

　ティナは風ふ呂ろの方に歩いていくレネの背中を目で追って、感心した声を上げる。

「食事の用意ができてるみたいよ。どうする？」

　バシャバシャと水の音が聞こえ、濡ぬれた顔をタオルでふきながらレネが戻ってくる。

「食くうさ。今日は忙いそがしくなるんだろ？」

　答えながら、昨さく夜や洗った服をイスから取り上げるレネ。しかし、まだ乾かわいていない。

「まだ聞いてなかったけど、どうやるんだ？」

「ギャンニから馬車の代わりをいただくのよ」

「珍めずらしく強ごう引いんな作戦だな」

　レネは驚いた顔でティナを見た。

「そうかしら？」

　軽く応じたように見えたティナだが、珍しく表情はぎこちなかった。レネは気にはなったが、それ以上突つっ込まずにその次に話題を向ける。

「それがすんだら王都に行って親父おやじに一発だな」

「簡単に言ってくれるわね。ベッセルとは話が違うのよ」

　ティナは苦笑を浮かべて首を振る。が、レネは服を陽ひの光が落ちる窓まど際ぎわに広げながら、さらっと言ってのけた。

「難しく言ったって同じだろ？　やることが変わるわけじゃない」

「確かにそうね」

　ティナは驚いたように目を見開くと、フッと笑った。

「あなたのそういうところ、嫌いじゃないわ。朝食は夜と同じ場所よ」

　付け加えるように言うと、部屋を出て行った。

「……そういうところってどういうところだ？」

　納なつ得とくできない顔でつぶやき、レネは用意されていたガウンを羽は織おって部屋を出た。



　食堂にはすでにティナとメイロン、それにシャルの姿があった。

「おはようございます。清すが々すがしい朝ですわね、お兄様」

　シャルは昨さく夜やのことなど覚えてもいないというようににこやかに笑う。

「おはよう」

　レネはできるだけシャルを見ないようにして応じ、イスに座る。

　朝食は焼きたての丸パンにバターとベリーのジャム。ヨーグルトであえた野菜と鶏とり肉にくのサラダ。簡単だが、レネが食べたことのあるものと比べたらまったく違う味つけをしていた。特に気に入ったのはジャムだった。

「ご主人様、そんなにぬるんですか？」

　パンに山盛りにジャムを載のせるレネに、メイロンが目を丸くしていた。

「こんなに甘いのは生まれて初めてなんだよ」

　ほとんどジャムを食べているようなレネにティナも笑いをこらえていた。

「今日はこの後あとどうされるご予定ですか、お兄様？」

　食事の終わりにレネの見たこともない真っ赤な果くだ物ものが出てくると、シャルがつまみながら尋たずねた。その唇くちびるの動きに昨夜のことを思い出して、レネは答えに詰つまってしまった。代わりにティナが答える。

「ギャンニに会いに行くつもりよ」

「お兄様にご用？」

「昔の貸かしを返してもらいにね」

「あら、お兄様とお知り合いでしたの？」

　シャルが興きよう味み津しん々しんな様子でテーブルに身を乗り出した。

　シャルの斜ななめ向かいに座っていたレネは視線をそらして、前にある窓から外を見ていたが、異様な光景を目にして立ち上がった。

「ちょっと待て」

　レネはテーブルを回り込んで、窓まど際ぎわに駆かけ寄る。

「なんだ、あれは!?」

　屋や敷しきに向かってくるのは、巨大な馬だった。いや、馬というには違い和わ感かんがある。首がないからだ。屋敷の門と比ひ較かくすると、高さは三メタ半くらい。四本の脚あしがぎこちない動きで前後しながら進んでくる。

「――機き甲こう馬ばよ。機体についた紋章はギャンニのようね」

　レネの後ろから外を見るティナが険けわしい顔で言う。

「まさか、あれが馬車の代わりに流は行やってるって言ってたヤツか？」

「そうなんだけどね……」

　ティナの言葉は歯切れが悪い。

「あれは馬車なんてものじゃなくて、武ぶ装そうした戦せん闘とう用だわ。先せん端たんに突つき出してるのは弩ど弓きゆう砲ほうよ。装甲も分ぶ厚あつそう。厄やつ介かいなことになりそうね」

「向こうから仕し掛かけて来たってことは、こっちの情報は知られてるってことだよな」

「あら、ギャンニお兄様ったら。こういう時だけ動くのが早いんだから」

　窓を振り返ったシャルは仕方ないわねという調子でため息をついた。

「ギャンニが来るまで私たちをここに足止めするつもりだったの？」

　ティナが険けわしい顔でにらむと、シャルは心外そうに応じた。

「イヤだわ。私がそんなことする女に見えまして？」

「目的のためなら手しゆ段だんを問わない女に見えるけど？」

　ティナが冷たい声を向けると、シャルはそれ以上に冷たい目でティナをにらんだ。そして、にこっと笑ってレネに視線を向ける。

「お兄様はどうお思いですの？」

「さあな」

　レネは窓の外を見たまま、素そっ気けなく応じた。

「お兄様って冷たいんですのね」

「わかったらオレにかまうな」

「でも、そういうところも魅力的ですわ」

　シャルは微笑ほほえみながらレネを見つめた。

　その間にも敵部隊は続々と数を増やしていた。最終的には一三機の戦闘用機き甲こう馬ばが庭の前に陣取り、さらに歩兵が数十人その前に並ぶ。

「大げさなくらい集まったな。これじゃまるでオレが化け物みたいじゃないか」

「ギャンニは徹てつ底てい的てきに相手より上に立たないと我が慢まんできないのよ」

「よくご存じのようね。そのとおりですわ。レネお兄様、見てのとおり勝ち目はありませんわ。私と手に手を取って逃にげましょう、世界の果はてまで！　追いかける者をすべて振り切って、禁きん断だんの果実を食べるために!!」

　シャルが興こう奮ふんした声を上げ、レネの手を握にぎろうとした。

「ご主人様から離はなれてください」

　いつの間に接近していたのか、メイロンが怖こわい顔をしてシャルの首に短たん刀とうを突きつけていた。

「あなたとは趣しゆ味みがあうと思いましたのに。残念ですわ」

　シャルはレネの手に伸ばした腕を下げ、ゆっくりと後あとじさる。そこでようやくメイロンはシャルから離れていった。

「私と一緒に行くと一言くだされば、この側そば女めたちと一緒に安全に逃げられますわよ」

「誰だれが側女なのよ」

　ティナが不機嫌に言うと、メイロンは真剣な顔で拳こぶしを振り上げた。

「そうです、失礼です！　私はペットなんですよ!!」

「メイロン、そこじゃないわ……」

　頭を抱かかえたそうな顔をしたティナがため息をつきながら突つっ込む。

「それで、どうなさいますの、お兄様？」

　メイロンから距きよ離りを取ったシャルがレネに迫る。

「断ことわる。どうせ、オレと添そい遂とげろとか言うんだろう」

　レネの答えは速そつ攻こうだ。

「あら、この土ど壇たん場ばで断るなんて、お兄様って案外愚おろかでしたのね」

「悪かったな」

「でも、そんな愚かで破は滅めつ的てきなところも素敵ですわ。ふたりで一緒に破滅に向かって――」

「勘かん違ちがいするな。誰だれもこんなところで死ぬなんて言ってない。そんな提案をするってことは、安全に逃にげる方法を知ってるってことだろ？　無む理り矢や理り訊きいたっていいんだぞ」

「あ、拷ごう問もんですね！」

　メイロンが手を打って言うと、シャルの表情が恍こう惚こつとした。

「拷問……。私を縛しばって鞭むちで責めさいなんで無理矢理口を割わろうというのですね。そして、私は禁きん断だんの快かい楽らく道どうへと堕おとされて、身分を引きはがされて卑いやしい男たちに……」

「どんな想像してるんだ……」

　レネは呆あきれた声を上げた。

「妄もう想そうが好きな人は置いておくとして、ギャンニが攻撃してくるまでにどうするか――」

　ティナが窓の外の様子をうかがいながら言った時、

「シャルロッテ様」

　いきなりレネの背後から鋭するどい声がした。

　全員が振り返ると、そこには小柄な少女が片かた膝ひざ立ちをして頭こうべを垂たれていた。

　メイロンとほとんど同じくらいの背せ格かつ好こうで、体格は少しほっそりしている。同じように目立たない服装に短たん刀とうを一振り、背中に差していた。

「兄上様からの――」

　顔を上げた少女がシャルにしゃべりかけたところで、目が大きくなる。

「メイロン!?」

「姉さん!?」

　メイロンが驚いて声を上げた。

　ふたりが目を丸くして互いを見る様子は、まるで鏡かがみを置いたようだ。顔立ちも姿もそっくりだった。新しく来た方が少しだけ頬ほおがほっそりしており、目つきも鋭い印象を受ける。

「姉さんって？」とレネが訊く。

「ひとつ上のメイレン姉さんです」

「あんた、なにやってんの？　仕事受けたんとちゃうの？」

　いきなりメイレンと呼ばれた少女の口調が変わった。

「そうなんですよぅ。でも、契けい約やく違反で、ご主人様に助けられて、解かい除じよに行って一緒にいるんです」

「なるほどな。殺すはずの相手が年ねん齢れい制限に引っかかっとって、おまけに助けられたから、依い頼らい主ぬしんトコへ契約解除に行ったんやな」

　うんうんとうなずくメイレンに、レネが感心した声を上げる。

「よく理解できたな。知ってるオレでさえ意味がわからなかったぞ」

「こいつの姉、何年やっとると思うんや？」

　メイレンが簡単なことだと胸むねを張る。

「それにしても、なんか、しゃべり方がえらく違うな」

「メイレン姉さんとメイラン姉さんは別のところで暮らしてたのが長くて」

「メイ……？　おまえ、何人姉さんがいるんだ？」

「五人姉し妹まいで、私が一番下なんです」

「なるほど」

　納なつ得とくしたようにレネはうなずいた。

「で、あんたがメイロンに殺されそこなった人やね」

　メイレンがレネを見上げる。

「まあ、そうなるが、殺されかけてはいないな」

「失敗したんか？」

「ご主人様は凄すごく逃にげるのが上う手まいんですよぅ」

「ちょっと待て！　おまえが下へ手たなんだろ」

　レネとメイロンの様子を見て、メイレンははあっとため息を漏もらし、レネの腕を叩たたいた。

「うちやのうてよかったなぁ。あんたくらいならサクッて殺やってたわ」

「姉さんでも無理です！　ご主人様は凄いんですから!!」

「へえ、えらい入れ上げてんねんなぁ」

　真っ赤になって反論したメイロンをからかうと、メイレンはシャルの前で片かた膝ひざをついた。

「それはともかく、ギャンニ様からのご伝言をお預あずかりして参りました」

「聞かなくても想像できますけれど、聞きますわ」

「『そこにエルーランの混こん血けつがいることはわかっている。三〇分待ってやるから引き渡わたせ。断ことわった場合、または時間を過ぎた場合の責任は取らない』とのことです」

「お兄様の言いそうなこと。いつもそうなんですから」

　シャルはおもしろくもないとつぶやいた。

「では」

　メイレンはシャルに一礼して立ち去ろうとした。その背にメイロンが慌あわてて声をかける。

「姉さんの依頼人ってギャンニさんなんですか？」

「そうや。あんたとは敵同士いうことになるな。どんだけ成長したかみせてもらうわ」

　メイレンは真剣な表情でそう答えると、身を翻ひるがえして部屋を後あとにした。

「姉さん……」

　メイロンは姉の消えていったドアを見てつぶやいた。

「成長してなかったら殺されそうだな」

　怖こわいなとレネは肩をすくめ、ティナが訊きく。

「どんな姉さんなの？」

　メイロンは言いにくそうに口ごもった。

「……一番強くて容よう赦しやなくて、弱い者は死んでよしって感じですぅ」

「面倒な相手が増えたってわけか。さあて、どうするかな」

　レネは窓から相手の様子をうかがいながらつぶやいた。

　その様子を横目でチラッと見て、ティナが驚いた顔をする。

「楽しそうね」

「楽しいわけあるか」

「口元が笑ってるわよ」

「そうか？」

　ティナに指し摘てきされて、レネは確かめるように自分の口に手を当てた。自分でも気づかないうちに小さく笑えみを浮かべていたようだ。こんな状況が楽しいはずはない。しかし、どこかで胸むねが躍おどるような高こう揚よう感かんを感じていたのも事実だ。

「笑ってるんじゃなくて、きっと怖くて引きつってるんだろ」

　戸と惑まどいを冗じよう談だんでごまかし、レネはメイロンを振り返った。

「屋や敷しきの周りはどうなってるかわかるか？」

「えっと、屋敷の後ろは森ですが、木はあまり大きくないです。壁の高さは三メタなので、乗り越えるのに問題はないです。昨さく夜や、調べておきましたぁ」

「えらいぞ。さすがペットだ」

　レネはメイロンの頭を拳こぶしでグリグリした。

「はうう……。褒ほめるのも怒るのも同じなんですね……」

　複雑な表情で、それでも嬉うれしそうに頭を押さえるメイロン。

「そうなると、簡単に逃にげられそうだけど、遠くまで行けるかどうか……」

　レネはそうつぶやくと、シャルを見た。

「しかし、ギャンニってのはイヤなヤツだな。自分の妹を何だと思ってるんだ？」

「お兄様はいつもそうなんです。私のことなど眼中にありません」

「おまえも苦労してるんだな」

　そう言って、レネはシャルのツヤのある髪かみをくしゃっとなでた。

　シャルは一いつ瞬しゆんイヤそうにしたが、レネの手が離はなれると両手で髪を押さえた。指が感触を確かめるようにゆっくりと動く。

　すでに窓の外に視線を向けていたレネはシャルの様子に気づくわけもなく、機き甲こう馬ばの列を見つめた。

「ボスを叩たたけば何とかなるんだが……」

「ギャンニならきっとあそこにはいないわ」

　レネの背に向かってティナが声をかける。

「そのとおりですわね。確かにお兄様ならここには来ませんわ。自分は安全なところから結果を待つのが、お兄様のスタイルですから」

「ただの臆おく病びよう者ものかよ。つまり、今は城にいるのか……」

　レネは声を上げると、考え込んだ。

「ってことは、今なら城は警けい備びが手て薄うすになってるな」

「突つっ込むつもり？」

「その前にここから抜ぬけ出さないと」

「どうやって？」

　ティナの問いに、レネは窓の外の機き甲こう馬ばを指さした。

「どうせいただくつもりだったんだろ？　あいつを奪うばう」

「そんな簡単に――」

「できますわ」

　シャルがティナのため息を吹き飛ばした。

「気づかれずに外に出る道があります。そこを通れば、屋や敷しきの正面にある秘密の出入り口に出られますわ。つまり、機甲馬隊の背後をつけます」

「教えてくれるのか？　言っとくが、取引はしないぞ」

　レネが言うと、シャルは仕方なさそうに首を振る。

「もういいですわ。お兄様が機甲馬の群れに突っ込んでいって砲撃でバラバラの肉にく塊かいになって、それを知らずに待ち続ける悲ひ劇げきの異い母ぼ妹まいというのも捨てがたいのですけれど、肉塊じゃ愛を交かわせませんから」

「変な想像するなよ」

　げっそりした顔で呻うめくと、レネはティナに視線を向けた。

「機甲馬のことはわかるか？」

「だいたいはね」

「よし、頼むぞ。メイロンもいいか？」

「はい、ご主人様」

　ふたりの答えに満足そうにうなずくと、レネは忘れていたと付け加えた。

「っと、その前に、これ以外に着る物はあるか？　豪ごう華かだけど、これじゃ戦えない」

　シャルに向かってガウンの下に着たさらさらの服を引っ張って示すと、ティナとシャルがレネを不思議そうに見た。

「な、なんだよ？　なんかおかしいこと言ったか？」

　狼ろう狽ばいするレネに、シャルはすました顔で答える。

「――お兄様、それはパジャマですわ。お召めし物ものはすぐに用意させましょう」



「まったく……。あんな豪ごう華かなパジャマがあるかよ」

　レネは恥はずかしいのをごまかすようにブツブツ言いながら、用意された服に着き替がえて元の食堂に戻ってきた。

「おまえらも教えてくれよ」

「わかってるんだと思ってたわ」

　ティナが笑いをこらえながら謝る。

「知るわけないだろ？　寝ねる時にわざわざ着替えないっての」

「お似合いですわ、お兄様」

　シャルがレネの姿を見て満足げにうなずいた。

「そうか？」

　居心地悪そうに肩を動かし、袖そでを伸ばし、裾すそを引っ張り、落ち着かないレネ。

「問題ありません！」

　メイロンが声を上げる。

「後あとは髪かみをとかして、ビシッと格かつ好こうよく決め――」

「却きやつ下か」

　レネは即答。

「あうう……。もったいないのにぃ……」

　メイロンは未み練れんがましくレネの姿を見つめている。

「でも、これで前よりずっとよくなりましたわ」

　新しい服は濃い茶色に染そめたなめし革がわで、体にフィットしたものだった。ベルトがアクセントになっており、剣をティナと同じようにフックで吊つり下げられるようになっている。

「その服はギャンニお兄様が見み栄ばえのよかった頃ころにお使いになっていたものですわ」

「見栄えのよかった頃って、いつだよ？　今はどんなふうになってるんだ？」

「五年ほど前かしら。今の様子はご覧になればおわかりになりますわ」

「それもそうだな」

　そう言ってドアに向かったレネの背に、シャルが声をかける。

「どうしても戦いに赴おもむかれるのですか？」

「向こうがそう言ってるんだから避さけようがないだろ」

「ああ、私を巡めぐって実のお兄様同士がいがみ合うだなんて……。これが禁きん断だんの愛に目め覚ざめたふたりの末まつ路ろなのですね」

　顔を覆おおって泣き崩くずれるシャルを呆あきれた顔で見る三人。

「もう少しからんでくださってもいいのに」

　不満そうに文句を言うシャルを横目に、レネは窓の外をもう一度見て声を上げた。

「さあ、行くぞ」
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「こちらから行けますわ」

　地下室に降おりたシャルは執しつ事じに重い木製のフタを開けさせた。

　屋や敷しきの地下には倉庫があり、奥にはワインがラックに寝ねかされていた。ホコリだらけのフタが開くと、その下には階段が続いていた。中は真っ暗で、まったく光がない。

「私はここでお兄様のお戻りをお待ちしております。生きてお戻りになるかどうかわからない恋人をいつまでも待ち続けるなんて、なんて悲ひ劇げき的てきなのかしら」

「勝手に殺すな」

　陶とう酔すいした表情のシャルにレネは不機嫌に突つっ込む。

「半はん死し半はん生しようで戻られてもご安心ください。私自みずからとどめを刺してあげますわ。禁きん断だんの恋の末まつ路ろとしてはこれ以上ありませんわね」

「行くぞ」

　シャルの言葉を最後まで聞こうとせずに、レネは階段を下りていった。メイロンが素す早ばやく続き、しんがりをティナが追う。

「それでは行ってらっしゃいませ」

　シャルはそう言うと、執事に命じてフタを閉めさせた。

　ズンッと重い音を響ひびかせてフタが閉まると、レネの視界は真っ暗になった。

「……もうちょっと待てよ」

　思わず文句を言うレネの声が狭せまい地下道に響く。

「進みますよ。離はなれないでくださいね」

　メイロンが暗くら闇やみを物ともしないで歩き出した。レネは壁に手をついて後あとを追う。

　目が利きかないと距きよ離り感かんが狂くるう。同じ距離を歩いても、普通に明るいところを歩くよりも、手て探さぐりで歩く方が長く感じる。レネも不安になるくらい長く歩いた気がした。

「行き止まりです」

　メイロンの声にレネは足を止める。背後でティナの足音も止まる。

「ちょっと待ってくださいね」

　そう言って、メイロンが壁や床ゆかをさわる音。

「ありました！」

　何かを動かす音がして、金属のカツンという音が響いた。

「ハシゴがありました。ちょっと上を見てきます」

　声を残して足音が登っていく。

「フタ発見です。ちょっと開けますね」

　メイロンの声が聞こえ、ガコンと音がして上から光が降ふってきた。

「外です！　あわわ……」

　狼ろう狽ばいした声がして、メイロンは急いで滑すべり降りてきた。

「どうした？」

「真下なんです！」

「は？」

「あの金属のお馬さんの群れの中で」

「機き甲こう馬ば隊の真ん中ってこと？」とティナ。

「そうです！」

「そりゃ好こう都つ合ごうだ」

「ええっ？」

　メイロンが驚く間にレネは手て探さぐりでハシゴを探し、登り始めた。

　四メタほど登ったところで、手がフタにふれた。押し上げると、予想より重い。外が見えるくらい持ち上げて顔を出す。

　メイロンが言ったとおり、機甲馬の脚あしが目の前にあった。その向こうには屋や敷しきが見える。視界に見える脚を数えて、屋敷から見えた部隊の様子と考え合わせる。

「最さい後こう尾びか、その手前くらいか……」

　機甲馬には下を見る窓がないようだし、歩兵は機甲馬隊の前に陣取っていたはずなので、振り返らない限り発見されそうもない。

「よし、行くぞ」

　下のふたりに声をかけ、レネはフタを持ち上げてずらした。ゆっくりと外に出ると、転がって地面に伏ふせる。

　機甲馬の脚は思いの外ほか長く、胴体までの高さはレネの身長よりも少し高い程てい度ど。つまり、大人の男が立ち上がっても頭がつかないくらいはあった。戦いになっても兵士がこの下を通れるようになっているのかもしれない。

　ふたりが登ってきたら機甲馬の上に登って乗っ取るだけだな。

　そう思った時だった。

「こないに簡単に後ろを取られるて、たいしたことないやないの」

　背後からがっかりしたような声が飛んできた。

「メイレン!?」

　レネは転がって仰あお向むけになった。

　直後、レネのいた辺あたりにナイフが突つき刺さる。

「逃にげる動きだけはたいしたもんやね」

　機甲馬の足元でメイレンがナイフを手にしていた。

　レネは地面に刺さったナイフを抜ぬきながらメイレンを注意深く見る。ナイフは特とく徴ちよう的な形をしていた。長さ一〇セメタの平べったい棒で、端はしの三セメタ以外、すべて刃になっている。投げナイフの変形タイプということか。握にぎって戦おうと思っていたレネは顔をしかめた。

「残念やね。そのナイフを使いこなすのは難しいんよ」

　レネの魂こん胆たんに気づいていたメイレンは余よ裕ゆうで指し摘てきした。

「ギャンニ様の命令は捕つかまえてこいやったから、殺しはせえへんから安心し」

　メイレンは笑えみを浮かべながら、ナイフをずらりと挟はさんだ右手を見せた。ナイフ一本一本が自由自じ在ざいに動くさまは手品のようだ。

「そう簡単に捕まるわけにはいかないな」

「うちに敵かなうて思てるん？」

　危き険けんな目でにらむと、メイレンは駆かけてきた。

　レネはとっさに長剣のフックを外して鞘さやを突つき出す。ティナがメイロンにしたのと同じだ。だが、真まっ直すぐに伸びた鞘は止められていた。

「そんな攻撃に引っかかるかいな」

　メイレンは右足の爪つま先さきで鞘の石いし突づきの上に立ち、薄く笑みを浮かべていた。トンと蹴けり返し、宙ちゆうでとんぼを切った。低い空間をものともしない身軽さだ。

　と、蹴り返されたレネは素す早ばやく鞘を翻ひるがえし、思い切り薙なぎ払はらった。

　鞘は空中のメイレンの脇わき腹ばらにめり込む。押されて真横に飛んだメイレンは機き甲こう馬ばの脚あしを蹴って衝しよう撃げきを殺すと、その場に降おり立った。

「案外やるやないの」

　余裕たっぷりにつぶやいたメイレンが振り向いた。瞬間、その右肩に朱しゆの筋すじが走る。

「やっぱり難しいな」



    

  
    
      



    

  
    
      　レネは顔をしかめて自分の指を見た。細く血の線が浮いている。ナイフを投げて指先を切ったのだ。

「……うちの体に傷を――」

　肩の傷にふれて出血を確かめ、メイレンの目つきがすうっと細くなる。

「殺す！」

　叫さけぶやレネに向かって背中の短たん刀とうを振りかぶって襲おそいかかった。

　鞘さやで攻撃を受け止める。

　この小柄な体のどこにそんな力があるんだというくらいの重い衝しよう撃げき。小柄な体だと油ゆ断だんしていたせいか、レネは驚いた。腕がしびれて剣を取り落としそうになるほどだ。

　こいつ、顔は似てるけど、やっぱりメイロンとは全然違う！

　レネはメイレンの動きに驚き、必死になって鞘を押し返した。さらに二度三度と攻撃を鞘で受け流す。

　しかし、鞘で攻撃を受け流し続けるにも限界がある。鞘の強度、それにこの激しい音。

「なんで剣を抜ぬかんのや!?　うちをバカにしとるんか!?」

　鞘で防ぼう御ぎよするだけのレネにメイレンがいらだちの声を上げる。

　抜いたら余計に戦いにくくなるんだよと内心で叫び返し、レネは鞘で攻撃を弾はじき返した。

「バカにしくさって！」

　メイレンは左手にナイフをつかみ、レネの目に向かって放はなつ。

　目にも止まらぬスピード。薄いナイフは背景にとけ込んで見えない。

　とっさにしゃがみ込んだレネの目の前で金属同士がぶつかって火花を散らした。

「姉さんっ！」

　叫びと共に飛び込んできたのはメイロン。レネの前に二本のナイフが落ちてきた。レネがしゃがんで避よけると予測したメイレンの放った二本目のナイフが、メイロンのナイフに弾かれたのだ。レネは背せ筋すじに冷たいものが走り抜けるのを感じた。

「ご主人様を殺すなら、先に私を殺してからにしてください！」

　メイロンは両手を広げてレネとメイレンの間に立ちふさがる。

「わかった。そうするわ」

　メイレンはあっさりと答えると、メイロンに向かってナイフを放った。

　メイロンが反応するより早く、レネが剣を振るってナイフを弾き飛ばした。

「姉し妹まいで殺し合いなんかするなって！　メイロンは離はなれてろ」

「でも、ご主人様……」

　メイロンはメイレンから目を離さずにささやく。

「メイレン姉さんは一いつ旦たん火がつくと――」

「殺す」

　メイレンが低い唸うなりを発しながらレネに向かって駆かけてきた。

　レネはメイレンが剣を引いた瞬間を狙ねらって体を投げ出し、足をすくおうとした。

　だが、メイレンはそれを予よ期きしていたように跳とび上がり、真上からナイフを放はなった。

　背せ筋すじに冷たいものが走り抜ぬける。メイレンの攻撃はまったく迷いがない。敵の息の根を止める。それだけだ。ナイフははっきりと急所を狙ねらっていた。

　オレを殺したらマズいんじゃないのか？

　そう思ったが、一いつ旦たん火がつくと止まらない性格なんだろう。

　狙いが正確な分、レネも対たい処しよがしやすい。胸むねを鞘さやでガードし、ナイフを弾はじき返す。眉み間けんを狙ってきたナイフは首を振ってかわす。そして、同時に片足で地面を蹴けって、体を跳はね上がらせると、もう片足で真上のメイレンの尻しりを蹴りつけた。

　メイレンは叫さけびを上げて下した草くさに突つっ込む。

「うちのおしりを蹴ったな！」

　跳ね起きたメイレンは顔を真っ赤にしてレネに突進してきた。

「今度こそ殺す！」

　メイレンは短たん刀とうを思いっきり振り回した。

　さっきまでと打って変わって大振りで隙すきだらけの攻撃。レネは逆に戸と惑まどった。わざとかと思ったからだ。

　しかし、メイレンは叫びながら攻撃してくる。

「お、おい、落ち着けって」

　レネが思わず声を上げるほど、メイレンは我われを失っていた。

　機き甲こう馬ばの脚あしに回り込んで攻撃をかわす。ガツンとメイレンの短刀が金属の脚を叩たたく。

　この分じゃ、そろそろオレたちがここにいるのバレるよな。

　レネが心配したまさにその時、兵士の叫びが聞こえてきた。



　ティナが最後にハシゴを登ってきた時、すでにレネとメイレンの戦いは始まっていた。

　周囲を見回すとすぐさま状況を把は握あくする。まだ歩兵には気づかれていないが、時間の問題だ。

「もうちょっとの間、持ちこたえてなさいよ」

　ティナはつぶやくと、最さい後こう尾びの機甲馬に背後から回り込んだ。

　機甲馬には前だけでなく、側面と後こう方ほうにも窓があり、それで外を見られるようになっている。真下ならともかく、横なら監かん視ししていればティナの姿は見えるのだ。しかし、反応はない。

「やっぱりたるみまくってるわ」

　レネを機甲馬で脅おどして剣を奪うばう。それがこの兵士たちの仕事だ。当然、戦いになるなんてことはまったく頭にないのだろう。外を監視するなんてことは考えてもいないに違いない。

「こっちは楽だけどね」

　ティナは笑えみを浮かべて、機甲馬の脚の出っ張りに足をかけた。腕を伸ばし、昇しよう降こう用ようのハシゴに手をかける。そのまま一気に体を引き上げた。

　機き甲こう馬ばの背中に登ったとき、斜ななめ前方の機甲馬が小さく揺ゆれた。レネに鞘さやで殴なぐられたメイレンが機甲馬の脚あしを蹴けったのだ。

「そろそろばれそうね」

　ティナはつぶやいて、機甲馬のハッチを軽くノックした。普通なら戦場でノックされても開けるバカはいないだろう。

　が、あっさりとハッチは押し上げられた。

　すかさずティナはハッチをつかんで開け放はなった。

　モグラのように顔を出して何が起こったのかわからずに目をパチパチさせている兵士に短たん弓きゆう銃じゆうを突つきつける。

「こんにちは」

　慌あわてふためいて這はい出してきた兵士ににっこり微笑ほほえみ、突き落とすと、すかさず中に滑すべり降おりた。

「武器は抜ぬいて、こっちに渡わたして」

　中にいた操そう縦じゆう士しの背中に命令する。四人乗りのはずだが、ふたりしか乗っていなかった。道理で外に対する注意が出来ていなかったはずだ。

　操縦士はティナをにらみつけたが、自分に向けられた銃口がピクリとも動かないのを見てあきらめた。自分の短弓銃を抜くと、銃身を持って突き出す。

「こっちに滑らせて」

　ティナは床ゆかを滑ってきた短弓銃を足で止めると、アゴをしゃくって上を示す。

「出て」

　操縦士は狭せまい座席から這い出し、素直にハッチから出ていったかと思うと、

「ヤツらはここにいるぞーっ！」

　手を口に当てて大声で叫さけび出した。

　ティナは舌打ちすると、操縦席に滑り込んだ。同時に目の前のレバーを手前に引く。

　ガクンと激しく機体が揺れ、機甲馬は後こう退たいし始めた。上から悲ひ鳴めいが聞こえたかと思うと、兵士が転がり落ちるのが前方の窓から見えた。

「自じ業ごう自じ得とくね」

　機甲馬を後退させながら、操そう縦じゆう桿かんを倒たおして方向転換を始める。四本の脚をぎこちなく動かしながら向きを変えるため、もどかしくなるほどゆっくりしている。

「レネ、メイロン！」

　ティナは外に向かって声を張り上げた。



　兵士の叫びが聞こえると、ようやくなにか起こっていると気づいた兵士たちが振り返った。目に飛び込んだのは機甲馬の脚の間で剣を交まじえるレネとメイレンだった。

　兵士たちが機甲馬の脚をくぐって押し寄せてくる。

　しかし、機き甲こう馬ばの方も方向転換しようと脚あしを動かし始めた。蹴けり飛ばされそうになった兵士たちは罵ば声せいを発して操そう縦じゆう士しを罵ののしる。

「いいかげんにしろ！」

　レネは我が慢まんの限界がきたとばかりメイレンに叫さけんだ。

　激げき高こうしたメイレンの返答は、風を斬きって振り下ろしてくる短たん刀とう。

　力任まかせの攻撃につきあうのを放ほう棄きして、レネは転がってかわす。

「逃にげるなっ！」

　仰あお向むけに倒たおれたレネにメイレンが飛び込んでくる。とっさにレネは両脚を伸ばして蹴りつけた。短刀を振り上げて、がら空あきになったメイレンの胸むねに靴くつ底ぞこが入った。全身をバネのように伸ばして蹴る。小柄なメイレンの体は軽々と飛ばされた。

　メイレンは機甲馬の脚に背中を打ちつけ、ふらふらしながら声を上げる。

「こっ今度は胸を足あし蹴げにっ！　許さへ――」

　メイレンが背にしていた機甲馬がいきなり動いた。脚を持ち上げて前進しようとしたのだ。メイレンはまともに尻しりを蹴り上げられて宙ちゆうに放ほうり出される。

「ご主人様、今のうちに！」

　メイロンがレネの手をつかんで引っ張った。

　ティナの叫びが聞こえたのはその時だった。

　レネは最さい後こう尾びで方向転換中の機甲馬に向かって駆かけた。メイレンはまだ起き上がれずに呻うめいている。

「あいつ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あれくらいでどうかなるような姉さんじゃありません」

　レネの心配そうな問いにメイロンは自信たっぷりに答えた。

　もう一度メイレンの様子を確認すると、レネは動く機甲馬の脚に飛びついた。ひょいひょいと登り、ハッチから中に滑すべり込む。

「間に合わないかと思ったわ」

　操縦席からティナが声をかけてくる。

「悪い。手間取った」

　答えながら、レネは初めて見る機甲馬の中を見回した。中腰にならなければいけない高さだが、座るとそれほど圧あつ迫ぱく感かんもなさそうだ。

　その間にメイロンがトンと飛び降おりてくると、伸び上がってハッチを閉める。

「なんだよ、あの姉は？　急に性格変わるから焦あせったぞ」

　レネがティナの後ろにあるイスに座りながら言う。

「姉さんは、そのぅ、潔けつ癖ぺきなんです。お尻とか胸をさわると女でも平手打ちされます」

「男なら？」

「運がよくて半殺しです」

「よく無事だったな、オレ……」

　レネは引きつった笑いを浮かべた。

「へえ、お尻しりさわったんだ？」

　機き甲こう馬ばを動かしながら、ティナが冷ひやかすように言う。

「さわってない！　蹴けったんだよ！　最後には……胸むねも」

「ええっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶかな……。姉さん、怒らすと怖こわいから……」

　メイロンは真っ青になった顔を両手で挟はさんで呻うめいた。

「ま、この中なら手出しできないだろ」

　レネは機甲馬の中を見み渡わたした。鉄に囲かこまれた内部は狭せまいが、そう簡単に襲おそわれるような脆ぜい弱じやくな場所には見えない。

「メイロンはお姉さんと違うの？」

　ティナが軽い調子で訊きくと、メイロンは今度は頬ほおを染そめてもごもごと答えた。

「わ、私はご主人様でしたらいつでも……」

　ティナは操そう縦じゆうの手を止めて肩かた越ごしにメイロンの胸を見る。服の上からでもティナとの差は歴れき然ぜんだ。つり気味の目がすっと細くなって、一言。

「あっそう」

　ティナは操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめると、どこか不機嫌そうな声を上げた。

「さあ、行くわよ！」

　無む雑ぞう作さにぐいっとレバーを押し込んだ。
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　機甲馬はいきなり発進し、レネは背もたれに押しつけられた。かと思うと、いきなりガコンと異音を発して動きが止まり、今度は前に投げ出されそうになる。

「うおおっ!?」

　レネはイスの上でつんのめって、慌あわてて前にある操縦席のイスをつかんだ。

「失敗したわ」

　ティナが舌を打ち、レバーを戻す。

「お、おい、大丈夫なんだろうな？」

「多分ね」

　ティナは肩をすくめて見せた。

「多分ねって、まさか初めてじゃないだろうな？」

「もちろん初めてだけど、見よう見まねで覚えてるから大丈夫」

「今のが大丈夫か？」

「怪け我がはなかったでしょ？　がたがた言わないの」

　ティナはうるさそうに言い返すと、改あらためてレバーに手をかけた。今度は半分くらいまで慎重に押す。

　機き甲こう馬ばは機嫌を直した馬のように、ゆっくりと脚あしを進め始めた。

「やっぱりゆっくり押せばいいのね」

　ティナはつぶやき、さらに少しレバーを押した。機甲馬はスピードを上げる。

「しかし、揺ゆれるな……」

　レネはイスの背もたれと壁の出っ張りにつかまっていた。

　舌をかまないように注意しなければしゃべれない。ガタンガタンと上下に揺れる機甲馬は乗り心地がよいとはお世せ辞じにも言えなかった。

「これくらいで文句いうなら、馬には乗れないわね」

　ティナが笑った。

「もっと揺れるのか？」

「その上、ずっと鞍くらにまたがってなきゃいけないの」

「それはきついな」

　レネは顔をしかめた。

「最初の内は股またズレができて痛いたいのよね。そんなに簡単な乗り物じゃないのよ、馬って」

「わかったわかった！　知らないのに簡単に馬とか言って悪かったよ」

　村を出る時に『馬くらい買え』と言ったのを指し摘てきされたのだとわかり、レネは素直に謝った。

「わかればよろしい」

　ティナは教師が出来の悪い生徒の悪戯いたずらを許すようにうなずいた。

　後ろから見ていると、機甲馬の操そう縦じゆうはレネが想像していたより簡単そうだった。

　前の小さな窓から外を見て、イスの左にあるレバーで前進とスピード調整を、前にある操そう縦じゆう桿かんで向きの変更をするだけだ。さっきのように急な動きさえしなければレネでも出来そうだ。

「この調子で行ければいいけど……」

　ティナがつぶやいた直後、

「来ました！」

　後こう方ほうの窓をのぞき込んでいたメイロンが叫さけぶ。

　レネが振り返ると、小窓から機甲馬が追ってくるのが見えた。三機か四機だ。

「もっと速く！」

　レネが叫んだと同時にグイッと後ろに体が持っていかれそうになった。機甲馬が加速したのだ。

　一時的に差が開いたが、すぐに縮まってくる。

「重量の差か？」

　つぶやいたレネにふたりが抗議の声を上げる。

「失礼ね。私はそんなに重くないわ」

「私もですぅ」

「いや、兵士ふたりと比べたら、こっちの方がちょっと重いだろ？」

「ふたりって？」

「これに乗ってたのはふたりだろ？　追い出すところは見てたから」

「メイレンとやり合いながら見てたって言うの？」

　ティナは思わず振り返ってレネを見た。

「ああ。そんな驚くようなことか？」

「あの状況でよくそんな余よ裕ゆうがあったわね」

「さすが、ご主人様です！　メイレン姉さんも形かた無なしですね」

　メイロンが手を叩たたくのを見て、レネは照れたように頭をかいた。

「まあ、あれだ。昔から注意力散さん漫まんって言われてたからな」

「そういうことじゃないんだけど……」

　呆あきれた顔をしたティナがつぶやいた時、衝しよう撃げきが襲おそってきた。前に突つき飛ばされたようにつんのめる。

　追い上げてきた機き甲こう馬ばが後こう方ほうから体当たりをかけてきたのだ。

「攻撃出来ないのか!?」

　シートにつかまって後ろを見ながらレネが言う。

「弩ど弓きゆう砲ほうは前にしかないのよ」

「それじゃこっちは的まとかよ」

　また襲ってきた衝撃をこらえながら、レネは眉み間けんにシワを寄せた。

「それにしては撃うってこないな」

「大事な機甲馬だから、できるだけ壊こわしたくないんじゃない？」

「って、もうぶつかってきてるだろ」

「へこんだくらいなら直せるわ」

　メイロンから後方の報告が飛ぶ。

「二ふた手てに分かれました！」

　機甲馬が左右に分かれ、挟はさみ込もうとしてきたのだ。

「つかまって！」

　ティナが叫さけび、レバーを限界まで引き戻した。

「うおっ!?」

　レネは座席からつんのめって操そう縦じゆう席せきに頭を突っ込んだ。

「邪じや魔まよ」

　ティナが自分の前に突っ込んできたレネを押しのけ、操そう縦じゆう桿かんを右に傾かたむけながらレバーを押し込んだ。体が左に流され、レネは転がって壁に押しつけられた。

「どうするんだ!?」

　壁にへばりついたままレネが声を上げる。

「城に行くんでしょ？　道を曲がっただけよ」

　すでに道は街まちに入っていた。舗ほ装そうされた道を機き甲こう馬ばは駆かけていく。

「まだ後ろから来ます」

　メイロンが声を上げる。

　追跡してくる機甲馬はまだ他ほかにもいた。しかし、通りが狭せまいため、併へい走そうすることができない。

「このまま上う手まく行けたらいいけど……」

　その時、天井になにかが当たったようなドンッという音がした。

「なに？」

　ティナが窓から顔を上げる。

「イヤな予感がするな」

　目を上に向けたレネがつぶやいた時、ティナが小さく悲ひ鳴めいを上げた。前方の窓に人の顔が逆さにぶら下がっていたのだ。

「ね、姉さん!?」

　メイロンが悲鳴を上げる。

　逆さにぶら下がったメイレンは短たん刀とうを抜ぬくと、窓に握にぎりの部分を叩たたきつけてきた。

「まだあのままか……」

　メイレンの目を見たレネはうんざりした声を上げた。尻しりと胸むねを蹴けられて激げき高こうしたままの状態だ。

　二度目の攻撃で窓が割われ、ティナに向かってなだれてきた。メイレンはそこから入ってこようとしている。

「マズ……」

　こんな狭いところでメイレンと戦うのは不ふ利りだ。かといって、メイロンに任まかせるわけにもいかない。

　レネはとっさに手を伸ばして操そう縦じゆう席せきの脇わきにあるレバーを引き戻した。

　機甲馬が脚あしを止め、全員反動で前に投げ出される。

　前に取りついていたメイレンも同様だ。

　不安定な姿勢で取りついていたメイレンは腕を引きはがされて道路に飛ばされた。転がるメイレンを見て、レネはレバーを押し込む。

　機甲馬はメイレンをまたぎ越えて再び走り出した。

「姉さん!?」

　メイロンが後こう方ほうの窓をのぞき込む。

「あいつ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「今立ち上がりましたけど、追ってきません」

　レネの問いにメイロンはホッとしたように答えた。

「やっと諦あきらめてくれたか……」

「だといいけど」

　ティナは風の吹き込む操そう縦じゆう席せきでつぶやいた。

「まだ終わったわけじゃないわよ」

　その言葉どおり、後こう方ほうからはさらに数機の機き甲こう馬ばが追ってきている。

「こうなったらとっととボスを倒たおすしかないな」

「そうね」

　ティナは操そう縦じゆう桿かんを倒した。機甲馬は通りを右に曲がる。

「この通りをまっすぐ行って、左に曲がったら城は目の前よ」

「前に行ったことがあるのか？」

「……まあね」

　ティナはあまり語りたくない様子で応じた。

　まだ機甲馬は追ってくるが、相変わらず攻撃の様子はない。側面の窓から城の塔とうが見えてきた。

「ここよ」

　ティナが操縦桿を左に倒す。

　左に曲がった途と端たん、目の前に城の正門が見えた。しかし、その前には三機の機甲馬と数十人の兵士が待ちかまえていた。

　中心に立つ、燦さん然ぜんと輝かがやく黄おう金ごんに装そう飾しよくされた機甲馬は他ほかよりも大きく、脚あしも太く安定して見えた。

「しまっ――」

　叫さけぶより速く、ティナは操縦桿を左に倒し、横に逃にげようとした。

　機甲馬が急激に左に曲がる。

　しかし、完全に曲がりきるより早く、機甲馬が攻撃をしてきた。

　遠くからでも聞こえる激しい音を発し、先せん端たんにつけられた弩ど弓きゆう砲ほうが放はなたれた。

　レネとメイロンが操縦席に向かって跳とぶ。

　直後、衝しよう撃げきが走った。

　レネは右に振られて壁に押しつけられた後あと、今度は左の壁がレネに襲おそいかかってきた。

　左に曲がりかけていた機甲馬は機体後こう尾びに弩弓砲の太い矢を食くらい、弾はじき飛ばされるようにぐるっと回転させられたのだ。結果、機甲馬はティナの意い図ととは逆に右に頭を向ける形で止まった。

「動け！」

　ティナは操縦桿を戻し、再びレバーを押し込んだ。

　が、反応はない。

「どうした!?」

　何度もレバーを動かすティナにレネが声をかけた。ティナは右の窓から外を見て動きを止める。

「マズい。出て！」

　ティナが叫さけんだ時にはメイロンがハッチを押し開けていた。

「ご主人様！」

　メイロンがレネを待っていた。

「いいから先に出ろ！」

　レネはメイロンの体を持ち上げた。

　這はい上がったレネが目にしたのは、目の前の機き甲こう馬ばが弩ど弓きゆう砲ほうを放はなつところだった。自分の腕ほどもある矢が真まっ直すぐに狙ねらっているのは操そう縦じゆう席せきだ。

「ティナ!?」

　叫んだ瞬間、矢は操縦席の窓に突つっ込んだ。破は壊かい音に遅れて、機体が揺ゆさぶられる。

　レネは中に戻ろうとしたが、メイロンが腕をつかんで引き留める。

　黄おう金ごんの機甲馬は連射出来るのか、間をおかずに次の攻撃を放った。今度の狙いは機体ではない。

　矢がレネたちの乗る機甲馬の前まえ脚あしの関節部分に命中した瞬間、レネは足元がガクンと揺れるのを感じた。機甲馬は左斜ななめ前に向かって倒たおれていく。レネは機甲馬の背中から側面に向かって駆かけると、脚の方に向かって跳とんだ。メイロンがその後あとに続く。

　着地と同時に前に転がって衝しよう撃げきを殺すと、その後ろで機甲馬がホコリを巻き上げて倒れ伏ふした。

　そこへ駆け寄ってきたのはティナだった。

「大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「メイレンが割わった窓から脱出したの。間かん一いつ髪ぱつだったわ。心配した？」

　笑いながら言うティナにレネが思わず声を荒らげた。

「当たり前だろ！」

　レネの剣けん幕まくに驚いて目を見開き、ティナは小さくつぶやく。

「ごめ――」

　その声をかき消して、前方の黄金色の機甲馬から勝ち誇った叫びが聞こえてきた。

「思い知ったか！　これが我が機甲馬の力だっ!!」

「……あの声は、ギャンニ……」

　ティナが顔をしかめる。

「あいつがギャンニか。聞き苦しい声だな」

　レネは横倒しになった機甲馬の陰かげから相手の様子をのぞき見た。

　黄金の機甲馬は他ほかの機甲馬よりも頑がん丈じようそうに見える。どう考えても、あれにギャンニが乗っているのだろう。

　と、機甲馬の背中にあるハッチが開かれた。レネが乗っていた機甲馬のハッチは円形のフタだったが、これは半円形のフタが左右に割れるように開いた。フタの大きさは倍近い。

　そこに上半身だけ姿を現した男――。

「うわ……。なんだ、あいつ？」

　レネは思わず唸うなりを漏もらした。

「……凄すごいですね」

　メイロンもつぶやく。

「シャルさんがご主人様を選ばれたのも納なつ得とくです」

『あのお兄様は美しくありませんもの』という言葉どおり、ギャンニは容よう姿しに優すぐれているとはお世せ辞じにもいえなかった。ハッチぎりぎりまでせり出した腹、垂たれた頬ほお、吹ふき出で物ものだらけの顔。パンパンにふくれた衣い装しようがかわいそうなくらいだ。レネとふたつしか年が違わないとは思えないほど太く大きい。

　ティナが倒たおれた機き甲こう馬ばの上に這はい上がろうとしているのを見て、レネは止めようとした。

「お、おい！」

　しかし、それを振り切ってティナは機甲馬の上に仁に王おう立だちになると、声を張り上げる。

「ずいぶん変わり果はてたわね、ギャンニ。四年、いえ、五年ぶりかしら？」

「何者だ、貴き様さまは？」

　ギャンニは太い首をかしげると、目を見開いた。

「……その赤い髪かみ……まさか、アルティナ・ラズヴェルか？」

「今はオルベールよ」

　ティナが答えると、ギャンニは笑い出した。

「生きていたとはな。しかし、おまえこそ変わり果てたではないか！　昔の清せい楚そさなど微み塵じんもない。まるで娼しよう婦ふか殺し屋のようだな」

「あなたこそ、昔から小太りだったけど、豚ぶたになってるとは思わなかったわ」

　ティナは笑いながら言い放はなった。

「……ぶ、豚だと？」

　ギャンニは歯をきしらせて、隙すき間まから唸うなり声を絞しぼり出した。

「殺せ！　あの女を殺すのだっ!!」

　甲かん高だかい叫さけびを聞いて、ティナはうんざりした顔でギャンニを見た。

「ちょっとは成長したかと思ったけど、人はなかなか変われないものね」

「黙だまれ黙れ黙れーっ！」

　ギャンニはわめき声でティナの声をかき消そうというように声を張り上げた。

「殺せ！　殺してしまえ!!」

　十数人の兵士たちが機甲馬を背にしたレネたちに向かって殺さつ到とうしてきた。

「くそっ……」

　レネは短たん弓きゆう銃じゆうを構かまえて居い並ならぶ兵士たちをにらんだ。メイロンがレネの前に出てかばおうとする。

「さっき、聞こえなかったかもしれないからもう一度言うわ。――ごめんなさい」

　機甲馬から飛び降おりてきたティナはレネとすれ違いざまにささやいた。思わぬ言葉にレネは前に出たティナの背を凝ぎよう視しする。

「でも、心配してくれて嬉うれしかった」

　肩かた越ごしに微笑ほほえむと、ティナはレネの前に立って二挺ちようの短たん弓きゆう銃じゆうを両手で抜ぬいて構かまえた。そして、脇わきのメイロンに小声で言う。

「メイロン、煙けむり玉だまはあるわね？　合図したら投げつけて。私が応戦するから、その隙すきにレネを連れて逃にげて」

「おい、こんな時になに言ってんだよ？」

「ちょっと感情的になって墓ぼ穴けつ掘ほっちゃったから」

　振り向いたティナの目は赤くなっていた。

「ギャンニとは昔、思い出したくもないことがあったから、機き甲こう馬ばを奪うばって仕返ししてやりたかったのよ。でも、裏目に出たわ。だから、ごめんなさい、巻き込んで」

　ティナが頭を下げる。

「おまえ……」

　レネはティナを誤ご解かいしていたのを悟さとった。経験豊富でいつも冷静に事態に対たい処しよできるヤツというのがこれまで抱いていた印象だった。しかし、それはティナがそう見せようとしていた姿だったのかもしれない。

　言葉を続けようとしたレネだが、それより先に隊長は兵士たちに合図の手を掲かかげた。

「撃うてーっ！」

　ずらりと取り囲かこんだ兵士たちが構かまえた短弓銃の引き金を引こうとした。

　その瞬間――。

「止やめろっ！」

　どこかで叫さけびが聞こえた。

　その瞬間、すべての動きが止まった。

　いや、極きよく端たんにゆっくりになったようにレネには感じられた。

　短弓銃を引く指の動きが見えるだけでなく、撃ち出された矢の動きもはっきりと見えた。今なら矢から逃げるどころか、矢をつかむことすらできそうだ。

　それはティナとメイロンも同じだった。三人は顔を見合わせ、とにかく今のうちに逃げようと身を低くして駆かけ出す。

　レネはそこで見た。通りの片かた隅すみから飛び出してきたエルーランが胸むねを押さえて倒たおれる姿を。街まちで助けたマレルだった。

　レネは駆け寄っていった。

　撃ち出された矢が誰だれもいなくなった機甲馬の腹に虚むなしく弾はじかれていく音が鈍にぶく聞こえた。

「通りの奥へ！」

　ティナが人ひと気けのない通りを指さして叫ぶ。

「わ、わかった！」

　レネはマレルを担かついで走り出した。

　メイロンは懐ふところから取り出した玉を兵士たちに向かって投げつける。一いつ瞬しゆんの間をおいて白い煙けむりが爆発的な勢いきおいで吹き出した。

　急速に視界が白く染そまっていく中、レネは狭せまい通りに駆かけ込んで物もの陰かげにマレルを下ろした。胸むねに短たん弓きゆう銃じゆうの矢が突つき刺さっていた。

「今のはなんだったんだ!?」

「マレルが力を使ったのよ」

　ティナはマレルの手を見て答えた。エルラ機き関かんの破は片へんが握にぎりしめられている。逃にがす時に与えたエルラ機関をすべて割わって、そのエルラを取り込んで一気に使ったのだ。

「無む茶ちやなことをして……」

「おい！　しっかりしろ!!」

　レネがマレルの頬ほおを叩たたくと、彼は目を薄く開けた。

「……ご無事でしたか？」

「こっちは大だい丈じよう夫ぶだ。おまえ、なんで逃げなかったんだよ!?」

「レニア様のご子し息そくを危き険けんな目にあわせて、私だけ逃げるわけにはまいりません……」

　息も絶たえ絶だえで答えるマレル。

「なんで、みんな、オレのことを知ってるんだ？」

「エルーランと人との間に生まれたのは、あなた様ただひとり……。それにお顔を見ればわかります……。私は一二年前にレニア様にお仕つかえしたことがございますから……。お美しいレニア様の腕に抱かれたあなた様の利り発はつそうなお顔ははっきりと覚えて――」

　昔を思い出して笑えみを浮かべたマレルは急に痙けい攣れんして血を吐はき出し、レネの手にふれた。

「レーネディア様、どうか、エルーランを……救ってくだ……さ――」

　声が消えていき、呼こ気きが漏もれていくと、マレルの体から力が抜ぬけていった。

「お、おいっ！」

　レネは慌あわてて声を上げる。ティナがエルーランの首に指を当ててささやいた。

「……亡なくなったわ」

「オレのためにこんなことする必要なんかないだろ……」

　怒ったようにつぶやいて、レネはエルーランのまぶたをそっと閉ざしてやった。

「よかったのは、今のクソババアの姿を見ずにすんだことか……」

　引きつった笑いを漏らすレネの肩をティナが叩く。

「彼がいなきゃ私たちは死んでたわ。でも、これでなんとか――」

　その時、ギャンニのドラ声が聞こえてきた。

「おまえたちは完全に囲かこまれた。逃げ場はないぞ」

　レネは通りの奥を振り返って舌打ちした。

「行き止まりかよ」

　狭い通りと思って駆け込んだ場所は奥行き二〇メタもない行き止まりだった。荷物用の機き甲こう馬ばや馬車を止めておく場所らしく、ドアや窓もない。あるのは運ぶために積つまれた木箱だけだ。

　ティナは無情にそそり立つ壁を凝ぎよう視しして顔をゆがめた。

　そこにギャンニの勝ち誇った余よ裕ゆうの声。

「しかし、私は寛かん容ようだ。古い知り合いを殺すのも忍びない。アルティナ、そいつから剣を奪うばってこっちに来い。そうすればおまえは許してやる。私の妾めかけにしてやってもいいぞ。落ちぶれたとはいえ、元の生活が恋しいだろう？　好きなように贅ぜい沢たくをさせてやるぞ」

「さっきは殺そうとしたくせに、なに言ってやがんだ？」

「頭を冷ひやしたら私が欲しくなったんでしょ」

　ティナが吐はき捨てると、レネは呆あきれた顔でつぶやいた。

「あれでもラブコールのつもりなのか」

「冗じよう談だんでも言わないで！」

　ティナは身み震ぶるいしてレネをにらむと、物もの陰かげから外を見た。

「完全に囲かこまれたわ。私のせいね……」

　兵士たちは通りの入り口から短たん弓きゆう銃じゆうを構かまえて遠巻きにしている。アリの這はい出る隙すき間まもない。

「どうして攻め込んでこない？」

「勝ちが決まったから余裕を見せてるのよ。いやらしいヤツ。それか、さっきのマレルの力を見て警けい戒かいしてるのかもね」

　ティナは短弓銃を抜ぬいて構える。すでに戦う決意を固めているのだ。

「時間稼かせぎをするわ」

「ご主人様、ここは私に任まかせて逃にげてください。これくらいの壁なら登れますよね？」

　メイロンまでそんなことを言いだし、レネは声を上げる。

「そんなわけにいくか」

「でも、このままじゃ全員捕つかまって終わりよ？　私はあなたを殺させるわけにいかないの」

「だったら、オレもおまえらを殺させるわけにいかないんだよ」

「ご主人様……」

　メイロンは両手を合わせ、目を潤うるませて言い放はなつ。

「ご主人様のためなら死ねます！」

「だから死ぬなって言ってんだろうが！」

　レネは拳げん骨こつでメイロンの脳のう天てんをぐりぐりした。

「あうう……」

　なにか手はないのか？

　頭を押さえるメイロンを見ながらレネは唇くちびるをかんで必死に考えた。壁を登るにしても狙ねらい撃うちされるだけだ。ティナはレネほど早く登れない。煙けむり玉だまで視界を奪ってもこの狭せまさでは乱らん射しやされれば当たるだろう。手はない。それがレネの結論だった。

「――あいつの目当てはオレの剣だ。やっぱりオレが出ていく。おまえらは逃げろ」

　前に出ようとしたレネの肩をティナが押さえ、振り向かせた。

「それだけはないわ。あなたを失うわけにはいかないの」

　言い放はなつや、ティナは素す早ばやく正面からレネに近づいた。

　直後、コンッと乾かわいた音が響ひびき、ティナは驚いた顔でレネを凝ぎよう視しした。

「その手は食くわない」

　ティナが鳩尾みぞおちを狙ねらって突つき出した鞘さやを、レネは自分の鞘で受け流していた。初めて会った時、ティナがメイロンを気き絶ぜつさせた技だ。

「こっちだって同じなんだ。自分だけ生き残って平気なほど面つらの皮は厚あつくないんだよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやき、ティナの剣を押し返すレネ。ティナは激しく首を振った。

「違うのよ！　私は……それだけのことをしてきたの。だから――」

「バカ野郎っ！」

　レネの一いつ喝かつにティナは目を見開いた。

「だからって死んでいいのかよ!?　エルーランのためだってのはわかってる。でもな、それを言い訳にして自分が先に死のうとするな。こいつみたいに……」

　レネはマレルの亡なき骸がらを見つめて、腹立たしそうに激しく首を振った。

　その時、レネを見ていたメイロンが声を上げた。
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「ご主人様、それは？」

　メイロンがためらいがちに指さしたのは、レネの首にかけられたペンダントだった。レニアからもらって、今までずっと服の中に突っ込んでいたが、動き回っている間に服から飛び出したらしい。

　服に押し込もうとしたレネはペンダントヘッドの緑の石がうっすらと光をたたえているのに気づいた。光が当たっているわけではない。それどころか、今は物もの陰かげに入って暗いのだ。だから、かすかな光がよりはっきりと浮かび上がるように見える。

「なんだ……？」

　レネは石をつまんで掲かかげた。

「宝石みたいですぅ……」

　メイロンがうっとりした顔で見る。

「それは……エルラ機き関かんの光？」

　ティナは短たん弓きゆう銃じゆうの銃身の下から小さなエルラ機関を抜ぬき出し、並べて見せた。円えん筒とう形の金属柱の隙すき間まから緑の輝かがやきが見えている。

「ちょっと色合いが違うけど、似てるわね」

「ご主人様、それ、剣についてた粘ねん土どに形が似てませんか？」

「リアムにつぶされたアレか？」

　レネは長剣の柄つかと鍔つばの間にはまっていた緑の粘土を思い出した。確かに大きさも色も似ている。

「でも、これじゃ軸じくが邪じや魔まではまらないだろ」

　言いながら、レネは緑の石の大きさをあわせようと長剣の柄つかに近づけた。確かに大きさはぴったりだが、鍔つばの根元にある穴には中心に軸があり、石の方は中央に鎖くさりが通る穴が空あいているだけでどこにも隙すき間まがない。

「やっぱり違うんじゃないか？」

　そう言った途と端たん、レネは指が吸い寄せられるような力を感じた。まるで石が剣に引かれているような感覚。

「なんだ？」

　不思議に思って石を柄に当てた途端、レネは指先に熱を感じて石を離はなしてしまった。石はまるで溶とけたバターのように形を変えて鎖をすり抜ぬけると、柄の軸にするりとはまってしまう。

「おい、今の、見たか!?」

　レネが思わず声を上げた瞬間、石が輝かがやきを増し、低い唸うなりが漏もれ出した。

「この音は――エルラ機き関かんと同じ？」

　ティナが短たん弓きゆう銃じゆうにエルラ機関を戻して確かめた。どちらも似たような唸りを上げている。エルラ機関の唸りが重苦しい男の声だとすれば、石の方は低い女性の歌声だ。

「抜いてみて」

「あ、ああ……」

　ティナにうながされて、レネは戸と惑まどいながら柄に手をかけ、一気に引き抜いた。

　いつもと同じ、最初に強い抵てい抗こうがあった後あとは軽くてまったく手て応ごたえがない。刃やいばが短かくてバランスが悪いために、抜け落ちないように鞘さやの口くち金がねをきつく作ってあるのだ。

「……なんだ、これは――？」

　刃はいつもと同じだ。わずか二〇セメタしかない短剣。

　しかし、その周囲には陽炎かげろうのようなものが揺ゆらめいていた。

「透とう明めいな……剣？」

　陽炎は確かに剣の形になっていた。諸もろ刃はの剣は長さ一二〇セメタ。幅はばは最も太い部分で一〇セメタもあり、ようやく鍔の広さの理由がわかった。通常の剣では存在しない大きさである。まず重すぎて持てない。

「バーンエルラの大剣……」

　レネが剣をかざして見上げ、リアムの言葉を思い出してつぶやいた。

「こういうことだったのか……」

「でも、こんな剣で斬きれるの？」

　ティナが疑うたがわしげな顔で透明な刃を見る。

「やってみればいい」

　レネは積つみ上げられた木箱に向かうと、剣を振り上げ、斜ななめに斬り下ろした。

　剣は風を斬きる音を立てることもなく、スカッと木箱を素通りし、まったく手て応ごたえというものを感じられなかった。

　が、レネが二人に振り向いた時、背後でガタッとなにかが崩くずれる音が聞こえた。

　斜ななめに切断された木箱がずり落ち、中にあった瓶びんが転がり落ちて割われたのだ。木箱も瓶も切り口は鋭えい利りで、他ほかの刃物で切ってもこうはならない。

　メイロンはぽかんと口を開けたまま、その様子を見ていた。

「……凄すごいですぅ」

「やっとわかったわ、この剣を狙ねらう本当の理由が……」

　ティナが眉み間けんにシワを刻きざんだ。

「王おう位い継けい承しようじゃないのか？」

「もちろん、王位継承の意味もあるんでしょうけど、そうじゃなくてこのエルラ機き関かんが欲しいのよ」

「どこか違うのか？」

「普通のエルラ機関は水を運んで水道にしたり、火をおこしたり、機き甲こう馬ばを動かしたりはできる。でも、見えない剣を造り出したなんて聞いたこともないわ。それに大きさ。短たん弓きゆう銃じゆうに入ってるのが一番小さいけど、その半分もないわ」

「つまり、新型ってことか？」

「レニアさんがいつから持ってたのかわからないけど、剣と一緒だとすると一〇年以上前でしょ？　新型のわけはないわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　答えたティナの表情が何か思いついたように急に硬かたくなった。

「エルラ機き関かん商しよう組合がまた裏で何か企たくらんでるんだわ……」

「機関商組合がいたらマズいのか？」

　レネが不思議そうな顔をした。エルラ機関のすべてを管理する組合がからんでくるのは至し極ごく当然に思える。

「あいつらは――」

　だが、ティナの答えを聞くより早く、ギャンニのじれたような声が響ひびいた。

「もういいだろう！　一分後に突入する。早く結論を出せ！」

　レネは声のする方をにらみつけ、言い放はなった。

「オレが出る。ここから動くなよ」

「無む茶ちやしないで！」

　ティナがレネの腕をつかみ、メイロンはうなずく。

「そうですよ、ご主人様！」

「なんとかなる。そういう気がする」

「また根こん拠きよもないのにそんな――」

　厳きびしい顔をしたティナの声は途中で切れた。レネの顔をマジマジと見つめて、驚いたように唇くちびるを開けて固まっている。

「動くなよ」

　もう一度言い残して、レネは物もの陰かげから駆かけ出していった。

　ティナはこれまでのように実力行使して阻そ止しすることも出来ず、見送るしかなかった。

「今の……レネよね？」

　茫ぼう然ぜんとつぶやくティナ。

　同じことをメイロンも感じ取ったのか、呆ほうけたような顔でレネの背を見つめていた。



　行ける！

　レネは確信を持っていた。

　その感覚は剣を抜ぬいた瞬間に生まれた。それまではなにも感じられなかったが、抜き放って見えない刃やいばが伸び出した時、柄つかから腕になにかが流れ込んできたような気がしたのだ。イヤなものではなく、まるで今まで失っていたものが戻ってきたような、そんな感覚だった。そのせいかどうか、体がいつもより軽く、力強く感じられた。地面を蹴けり、走る。腕を振る。息をする。ひとつひとつの行動が今までと違って新しん鮮せんに思えた。

「オレはここだっ！」

　雄お叫たけびを上げて駆ける。

　まさか降こう伏ふくどころか、真正面から突つっ込んでくるとは思っていなかったのか、兵士たちは狼狽うろたえて短たん弓きゆう銃じゆうを構かまえ直した。

「かまわん！　撃うて!!」

　隊長の命令で兵士たちが一いつ斉せいに引き金を引いた。

　矢が射しや出しゆつされ、レネに向かって飛ぶ。

　しかし、右に左に敏びん捷しように動くレネについていけず、狙ねらいが定まらない。無む駄だな矢が放はなたれる。

　レネは正面に陣取った黄おう金ごんの機き甲こう馬ばに向かって駆かけた。

「う、撃てっ！」

　ギャンニの号令と共に機甲馬がブンッと低い唸うなりを上げる。

　来る!?

　レネはとっさに地面を蹴けって進路を変えた。

　直後、弩ど弓きゆう砲ほうが射出した太い矢がレネのすぐ横を飛び去っていった。風がレネの髪かみをかき乱していく。

「う、撃て撃てっ！」

　ギャンニの悲ひ鳴めいに応じて、三機の機甲馬が足を動かして向きを調節し、レネに狙いをつけようとする。しかし、猛もうスピードで駆けるレネに狙いをつけるのは不可能だった。ことごとく狙いが外れて民家の壁を突つき崩くずす。

　レネはギャンニの乗る黄金の機甲馬に二メタと迫った。

「うおおおお――っ！」

　雄お叫たけびを放ち、バーンエルラの大剣を振りかぶった。

　機甲馬の正面に向かって跳とぶと、垂すい直ちよくに剣を振り下ろす。

　手て応ごたえはまったくなかった。悲鳴も上がらなかった。斬きったかどうかもわからない。しかし、機甲馬は中央から真っ二つに割われ、機体がゆっくりと左右に倒たおれていく。機体が地面に落ちると左右の脚あしが反動で跳はね上がる。

　中で何が起こったのかわからずに茫ぼう然ぜんとしている兵士が四人。左右にふたりずつ。そして、落ちて尻しりもちをついたギャンニの巨体。

「な、な、なんなのだっ、今のはっ!?　わ、私の体をなにかが走り抜ぬけていったぞ!?」

　ギャンニは頭から顔、胸むねを両手でさわりまくって悲鳴を上げていた。血が出ていないのを確認して安あん堵どの吐と息いきを吐はき出す。

　すかさずレネはギャンニに透とう明めいな剣を突きつけた。

「武器を捨てて引き上げろ！　雇やとい主ぬしがどうなってもいいのか？」

　レネが叫さけび、ギャンニは悲鳴を飲み込んだ。

「さ、さっさと言うとおりにせんかっ！」

　ギャンニの裏うら返がえった叫びを聞いて、兵士たちは渋しぶ々しぶ短たん弓きゆう銃じゆうを地面に置き、数歩下がる。

「もっとだ！」

　レネが叫び、兵士たちはさらに数歩下がった。

「出てきていいぞ」

　ティナとメイロンに声をかけるまでもなく、ふたりは身を隠していた場所から出てきた。

「凄すごいです、ご主人様！」

　メイロンは興こう奮ふんで上じよう気きした顔で駆かけてくる。

「凄いわ、確かに」

　ティナは真っ二つにされた機き甲こう馬ばを見て身み震ぶるいした。切断面は先に斬きった木やガラスと同じように固さなどないように綺き麗れいに斬れていた。

「ギャンニは斬らなかったの？」

「あれ？　おかしいな」

　レネは指し摘てきされてようやく気づき、首をかしげた。

「そういや、中心から真っ二つにしてるんだから、真ん中にいた豚ぶたも真っ二つになってるはずだよな……」

　レネがギャンニをにらみつけた時、背後の物もの陰かげからなにかが跳とび出してきた。

「ご主人様、後ろっ！」

　メイロンの叫さけび。

　振り向いたレネに向かって飛びかかってきたのはメイレンだった。迷うことなくレネに向かって短たん刀とうを突つき出す。

　真まっ直すぐに胸むねを狙ねらってきた攻撃に、レネはとっさに胸を守るように大剣を持ち上げた。

　通常なら体ごと当たっていけば確実に目的を遂とげられる。剣で守っても短刀の切きつ先さきは滑すべって相手に傷を負おわせる。メイレンの顔には勝ちを確信して笑えみが浮かんだ。

　が、一いつ瞬しゆんで笑みは凍こおりついた。レネを突き飛ばすと、自分の短刀を凝ぎよう視しする。

「なんやの、その剣？　反はん則そくやないの」

　メイレンは悔くやしそうに短刀を放ほうり投げた。乾かわいた音を立てて地面に落ちた短刀はひん曲がっており、刃はボロボロになっていた。

　レネはメイレンの様子を見て、最初の状態に戻っているのに気づいた。

「もういいだろ？」

「そうはいかんねん。仕事やし」

　メイレンはナイフを引き抜ぬいて投とう擲てきの姿勢になる。

　ティナはすかさず短たん弓きゆう銃じゆうをギャンニの額ひたいに突きつけ、叫んだ。

「メイレンの契けい約やくを解かい除じよして。早く！」

　ギャンニはふてくされた顔で吐はき捨てた。

「……わかった。解除してやる」

「声が小さいわね。はっきりと言ってちょうだい」

「メイレン、契約は解除だ！」

　ギャンニは自や棄けになって叫んだ。

「姉さん、聞こえたでしょ？」

　メイロンが言うと、メイレンは残念そうに舌打ちをした。しばらくレネをにらみつけていたが、ふっと肩の力を抜ぬく。

「なんや、終わりかいな」

　ナイフを指先で器き用ようにクルッと回すと、どこへともなくしまってしまう。

「しゃあないなぁ。おもろかったのに」

「こっちは全然おもしろくないぞ」

　レネはぶ然として答えた。

「後あとで続きやろな」

　まるでチャンバラごっこでもやろうというように楽しげに言うメイレン。

「絶対やらん！」

　レネは強い口調で言い切った。

「姉さん……」

　メイロンは大きなため息をついて肩を落とした。

「さてと……」

　落ち着いたところで、ティナはギャンニに視線を向けた。

「色々聞きたいんだけど、ここじゃなんだから、シャルの家に行きましょうか」

　ティナはギャンニのたるんだ頬ほおに短たん弓きゆう銃じゆうをめり込ませて微笑ほほえんだ。
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　シャルの屋や敷しきに戻ったレネたちはギャンニを居間に連れていった。正確には兵士四人に担かついで運ばせたのだが。ギャンニは太りすぎで自分だけでは歩けなくなっていた。

　兵士を下がらせた後、ギャンニはソファに埋うもれるように座った。背後にティナ。正面にレネが立つ。シャルはその後ろのソファに座っている。メイロンとメイレンはその隣り。

　窓の外には数機の機き甲こう馬ばが見える。レネを追っていったのは半分くらいだったのだ。

「こんなところに連れてきてなんのつもりだ？」

　ギャンニは周りが敵だらけでも不ふ遜そんな態度を崩くずさない。

「あなたの城だとどんな罠わなを仕し掛かけてあるかわからないからよ」

　ティナの返答にギャンニは視線をそらして舌打ちをした。

「やっぱりね。わかりやすい男だわ」

　案あんの定じようかとティナは吐はき捨てた。

「あとは任まかせるわ。これ以上こいつの近くにいたくないから」

　レネにそう言うと、ティナは壁にもたれて腕を組んだ。レネはギャンニを見て口を開く。

「色々話があるんだが、まず最初にシャルに謝ってもらおうか」

　ギャンニは予想外のことに目をむいてレネとシャルを交こう互ごに見た。シャルも驚いてレネを見る。

「どういうことだ？」

「どうもこうもないだろ。機き甲こう馬ばと兵士で屋や敷しきを取り囲かこんで脅おどしたんだ。謝るのが当然だ」

「バカらしい。妹などに謝れるか」

　吐はき捨てるギャンニ。

「そうか……」

　レネはため息をついてメイレンのナイフを取り出し、ギャンニに見せる。

「こいつはあんたが雇やとった刺し客かくのナイフだ。よく切れるんだ、これが」

　レネはそう言って、自分の指の傷を見せた。ナイフを投げた時に切ってしまったところだ。まだ血のにじむ切り傷を見て、ギャンニが目だけをキョロキョロと不安そうに動かす。

「レネお兄様、私は別に気にしていませんわ」

「そうはいかない。ケジメはきちんとつけないとな」

　シャルに言うと、レネはナイフをちらつかせた。

「やめろ！」

　唸うなるギャンニ。

「やめんか、この愚おろか者！」

「本気で刺したくなってきたな」

　ムッとした表情で、レネは切きつ先さきでたるんだ首くび筋すじを突ついた。プツッと血の玉がにじんできた。その途と端たん、ギャンニが悲ひ鳴めいを上げた。

「わ、わかった！　謝ってやる!!」

「最初から素直にそういえばいいだけの話なのにな」

「悪かったな、シャル」

　ギャンニは反そっくり返ったままで、頭さえ下げようとせずに唸るように吐き捨てた。

「いまいち態度に真剣さがないな」

「見てのとおり、頭を下げられないのだ」

　慌あわてて太って段ができた首を示すギャンニ。レネは疑うたがわしげに見たが、肩をすくめた。

「シャル、これで許してやるか？」

「口調は気に入りませんが、わかりました。珍めずらしい光景が見られましたし」

　シャルは妙みようなものを見たというように目を丸くしていた。

「寛かん容ような妹でよかったな。兄とえらい違いだ」

　レネは笑ってギャンニの肩をドンと叩たたく。そんなレネの様子をシャルはじっと見つめていた。

「……お兄様って不思議な方なのですね」

「オレが？」

「ええ、とても」

　シャルは両手で胸むねを包むようにして目を閉じると、執しつ事じを呼んで何事かささやいた。

　その間にレネはギャンニに注意を戻す。

「さあ、本題に入ろうか。聞きたいのは国王のことだ」

「私とおまえの父というだけだ。それ以上のことなど知らん」

　自分の父親だというのに、ギャンニは素そっ気けない。

「最後に会ったのは九年も前だ。顔もほとんど覚えていない相手のことなど知るわけもないだろう」

「エルーランの迫はく害がいは王の命令なのか？」

「おまえの同類のことなど知らんが、他ほかの誰だれが命令する？」

　当たり前のことを訊きくなと言わんばかりのギャンニ。

「王は王都の王宮にいるんだな？　王宮のどこだ？」

「知ってどうする？」

「親父おやじに会う」

「会ってどうするつもりだ？　恨うらみ言ごとでもいって領りよう地ちをもらうか？」

「一発殴なぐる」

　簡かん潔けつすぎるレネの返答にギャンニはぽかんとしていた。

　激しい反応をしたのはメイレンだった。身をよじって爆発的な笑いを上げる。

「あんた、最高やわ！　気に入った!!」

　レネの背中をバンバンと叩たたき、

「殺さんとよかったわ。こんなおもろいヤツやとは思わんかった」

「姉さん！」

　メイロンが困った顔でメイレンとレネを交こう互ごに見る。

　自分の出番をなくされたように仏ぶつ頂ちよう面づらになったギャンニだが、理解不能な相手を見る目でレネを見ていた。

「なんのためにだ？　それでどうなるというのだ？」

「そうでもしないと気が済まないんだよ。で、親父の考え方を変えさせる」

「フン……。勝手にするがいい。王都には手て強ごわい連中がいる。ただで済むと思うなよ。俺おれたちのような田舎いなか貴族とは違うのだ」

「へえ、自分のことを田舎貴族って認めてるのか？」

「自分の立場くらいわきまえているとも。王都に住む貴族や王族はこんなものではない。兵士の訓練や武ぶ装そうも桁けた違ちがいだ。それに商しよう兵へいがいる。ヤツらは危き険けんだぞ」

　ギャンニは困ったようなレネの顔を見て、からかうように笑う。

「おじけづいたか？」

「いや、商兵ってなんだ？」

　呆あきれて言葉を失うギャンニ。レネは知らない単語に戸と惑まどっていただけだったのだ。

「そんなことも知らんのか。機き関かん商しよう組合の私兵隊だ。王国で最も強力な軍隊だ」

「わかった。肝きもに銘めいじとく」

「細かいことはアルティナに訊けばいい。詳くわしいだろう、私よりもずっとな。なんせ組合の犬だったんだからな」

　ギャンニは冷笑を浮かべながら、壁かべ際ぎわで黙だまったままのティナに視線を向けた。

　レネはティナをチラッと見て、ギャンニに注意を戻した。

「ところで王都まで行きたいんだが、遠そうだし、機き甲こう馬ばを貸かしてくれないか？　三人くらいは楽に乗れそうだしな」

「勝手に持っていけ。余ってるからな」

　投げやりに言うギャンニ。

「それじゃ、行くか。邪じや魔ましたな、シャル」

　レネは満足して身を翻ひるがえそうとした。

「お兄様、待ってください」

　と、シャルがレネを呼び止めた。

「私、決めましたわ」

　レネはなんだという顔で振り返る。

「お兄様についていきますわ」

「どっちの？」

「決まってますでしょ？　レネお兄様です。さあ、禁きん断だんの愛の逃とう避ひ行こうへ参りましょう」

　駆かけ寄ったシャルはレネの手をつかむと、強ごう引いんに引き寄せようとした。

「それ以上はダメです」

　いつの間に近寄っていたのか、メイロンが短たん刀とうをつきつけて怖こわい顔をしてにらんでいた。

「あら、あなたに主人の恋愛関係に口を出す権利などありまして？」

「ご主人様の身をお守りしているだけです」

「こんなか弱い私が危き険けんだなんて、目が曇くもっているのではありませんこと？」

「私の目はとってもよく見えるんです！」

　メイロンは自分の目を示してにらみ返した。

「ほな、うちもついていくわ」

「えええっ!?　ね、姉さんも？」

　お気楽な声の主ぬしを見たメイロンが悲ひ鳴めいを上げる。

「雇やとい主に助けてもろてるようやと半はん人にん前まえすぎや。鍛きたえ直したるわ」

「おまえもついてくるのか？」

「ええやろ？　仕事はなくなってもうたから暇ひまやし、かわいい娘がもうひとり増えるんやで？」

「いや、おまえら姉し妹まいは同じような顔だし……」

「なんかゆうたか？」

　メイレンがナイフをひらめかす。

「空そら耳みみだろ」

「あんたとはまだ決着もついてへんし、いつかつけんとな」

「つけなくていい。命が幾いくつあっても足りなくなる」

　冗じよう談だんじゃないと首を振るレネに、メイロンが加勢する。

「そうです！　姉さんの相手をしてるほどご主人様はお暇ひまじゃないんですよ」

「あんたはウチの特訓で暇がなくなるけどな」

「はうう……」

　メイレンが言い返すと、メイロンは頭を抱かかえて唸うなりだした。

「あら、刺し客かくはふたりもいりませんわ。どっちらかひとりにしてくださらない？　使える方がいいですけれど」

　そんな姉し妹まいのやりとりを見たシャルが言う。

「使えるて言うけど、あんたこそ役に立ちそうもないんと違うの？」

「私を甘く見ない方がよくってよ」

　シャルはそう言うと、執しつ事じに合図する。

「こちらに」

　執事が差し出したのは長さ一メタほどの筒状のもの。シャルはそれをつかむと、ガシャンと筒の部分にある握にぎりをスライドさせる。

「うわ、えげつないな、散さん弓きゆう銃じゆうかいな」

　そうは言いながら、メイレンは興きよう味み津しん々しんの様子で散弓銃を見つめている。

「行きましょ、レネ」

　ティナがさっさと部屋を出て行くと、レネも肩をすくめて後あとを追った。

「あ、待ってください、ご主人様！」

「お兄様！　私もお役に立ちますわ!!」

　メイロンとシャルが同時に声を上げる。

「にぎやかやなぁ。おもろなりそうや」

　最後にメイレンが部屋を駆かけ出すと、たったひとり残されたギャンニは立ち上がることも出来ずにわめき声を上げた。

「誰だれか！　誰か、私を運べ!!」

　叫さけびは主あるじのいなくなった屋や敷しきに虚むなしく響ひびいた。



「……ありがと」

　屋敷を出たところで、先を歩くティナが珍めずらしく神しん妙みような顔でレネを振り返った。

「え？　なにが？」

「私とギャンニの間になにがあったのか訊きかなかったでしょ？」

「ああ、そんな話もあったなぁ」

「……とぼけて」

　ティナは思わずプッと吹き出すと、ひとりごとのように話し始めた。

「私とギャンニは幼おさな馴な染じみだったの」

「ってことは、やっぱり貴族だったのか」

「やっぱりって？」

「仕し草ぐさが上品だったしな」

　レネの答えにティナはフッと自じ嘲ちよう気味の笑いを浮かべた。

「そんなとこ見てたの？　習慣は抜ぬけないものね。ラズヴェル家は貴族っていうより、成り上がりのただの金持ちよ。デュランだけが本当の貴族だった」

「デュランってのは？」

「デュラン・マルト・バイヨン――第四王子よ」

「四番目？　高位だな」

「年が近くて、王都にあった家も近かったから何度か会っていたわ。ギャンニはひとつ上で、デュランが三つ上。あの頃ころが一番幸せだったかも……。私はなにも知らないでデュランの後ろを追いかけてたから」

　最後の言葉には懐なつかしそうな響ひびきがあった。

「五年前に父が破は産さんして、ベッセル家が親切に助けてくれたの。しばらくベッセル家に住むことになったわ。あの頃の私は世間知らずのお嬢じよう様さまだったし、家族が世話になってると思ってたから、なんでもギャンニの言うことを聞いたわ。どんなことでもね」

　ティナは一いつ瞬しゆん、顔を歪ゆがめて空を仰あおいだ。が、すぐに話を続ける。

「でも、一年ほどで両親が相次いで亡なくなって、私は真実を知った。父の破産も、屋や敷しきに住むことも、両親の死も、すべてギャンニが私を手に入れるために仕し掛かけた罠わなだった……。すぐに逃にげたわ。転がり込んだのは王都の機き関かん商しよう組合。貴族でさえ介かい入にゆうできない大きな力を持った組織だったから。商しよう兵へいとしてどんな仕事でもしたわ。口に出来ないような汚いことばかり。エルーランにもひどいことをした。機関商にいた二年の間に貴族と王家、組合が裏で結びついて暴ぼう利りをむさぼってることまで知ったわ。あいつらはみんなギャンニと同じ。気づいたのよ、ドブから逃げたつもりが、違うドブに飛び込んでただけだって」

「だから、オレの親父おやじが王だってリアムに聞かされて、あんなに……」

　ティナがリアムにつかみかかった時の様子を思い出して、ようやくレネはふに落ちた。

「あの時のことは恥はずかしいから忘れて。どうかしてたのよ」

　首を振ったティナは話を続ける。

「二年前、居きよ留りゆう地ちに行った時、命令違反で味方に殺されかけて、エルーランに助けられたの。あの人たちとしばらく暮らして、心底からエルーランを助けたいと思って居留地を出た。その時、大きなエルラ鉱石をもらったの。それが二年前、最年少ディガーとして富とみを得た真相よ」

　ティナは唇くちびるをかんで話を終えると、レネの反応を不安そうにうかがった。

「幻げん滅めつしたでしょ？」

「いや、やっぱり勇気あるよ、あんたは」

　レネは笑ってそう言うと、悔くやしそうに舌打ちした。

「あー、しまったな……」

「え？」

　ティナはまごついたようにレネを見る。

「ギャンニのヤツを一発殴なぐっとくんだったな」

　レネが拳こぶしを手のひらに叩たたきつける。冗じよう談だんめかしているが、ティナはレネの優しさを感じ取った。

「ありがとう」

　ティナは足を止めてレネを見た。

　レネも立ち止まり、ティナと視線をあわせて戸と惑まどった。

　ティナの目は赤くなっていた。過去を思い出して色々な感情が噴ふき出だしてきたのだろう。それでも泣いているわけではない。どこかすっきりしたような晴れやかな笑えみを浮かべていた。

　戸惑いの理由はそれではない。

　こいつ、こんなにかわいかったっけ？

　確かに綺き麗れいだと思ったことはあった。とはいえ、今までは女というより、年上で自分より経験豊かなヤツという目でしか見ていなかった。過去の話を聞いて、印象が変わったことで見る目も変わる。金持ちのお嬢じよう様さまだった頃ころから、どれくらいの経験をしたら今のティナになるんだろうか。

「……お嬢様だった頃のあんたも見てみたかったな」



    

  
    
      



    

  
    
      　ふと思ったことがポロッと口をついて出た。

「そう……。今の汚れてしまった私じゃ不満なのね？」

　急に悲しそうな声こわ音ねでレネをうるんだ目つきで見る。初めて見るしおらしい表情にレネは鼓こ動どうが跳はね上がるのを感じた。

「い、いや、そうじゃなくて――」

　手を振って慌あわてて否定したレネは、口元を手で隠したティナが笑っているのに気づいた。

「からかったな」

「怒らない怒らない」

　ティナは笑いながらレネの肩を叩たたいた。

　と、咳せき払ばらいが割わって入った。

「なにをいい雰囲気出してるんですの、私のお兄様に？」

　ふたりが振り向くと、シャルが腕を組んでティナをにらんでいた。

「いい雰囲気って？」

　理解できないとティナ。

「あわよくば唇くちびるを奪うばおうって魂こん胆たん見え見えですわ。油ゆ断だんも隙すきもあったもんではありません」

「もし、本当にそうだったとしても、あなたには言われたくないわね」

「そうですそうです！」

　メイロンが拳こぶしを突つき上げて同意する。

「もてるんやねぇ」

　足早にやってきたメイレンが追い抜ぬきざま、レネの脇わき腹ばらに肘ひじを入れていった。

「……オレをダシにして遊んでるだけだろ」

　レネは脇腹を押さえて呻うめきながらメイレンに言い返す。

「ま、そうしとこか」

　意味ありげに笑うと、メイレンはとっとと機き甲こう馬ばに駆かけ上がった。

「おい、置いて行くぞ」

　レネは機甲馬のハシゴに手をかけて声を上げる。ティナ、メイロン、シャルの三人は慌てて駆けてきた。

「いよいよ王都だ。親父おやじと決着をつけてやる。エルーランのためにもな」

　レネの言葉にティナはうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
「――レーネディアは逃にげおおせたか。運のいいヤツだ」

　薄暗い部屋に笑いを含んだ声が響ひびいた。若い男の落ち着いた声だ。

「逃げ足だけはたいしたものですね」

　応じた声は若い女のものだ。まるで鋼のように冷たい声。

「この後あとはいかがします？」

「他ほかの王子たちに任まかせてもいいだろう。すでにレーネディアの持つ剣のことは伝えてある。何もせずとも躍やつ起きになって探してくれるだろうさ」

「万が一の時のために担たん保ぽを取っておくべきでは？」

「担保とは？」

「母親……とかいかがです？」

　その提案に、一いつ瞬しゆん沈黙がおりる。

「そういう手しゆ段だんは私の主義ではないと知っているはずだな？」

　男の声こわ音ねに冷ひややかな響きを感じ取り、女は慌あわてて言葉を足した。

「失礼しました。しかし、行方ゆくえ知れずのあの剣を表に出すために手を尽くしたのです。万が一でも取り逃がすことがあれば……」

「――わかった。おまえがそこまで言うなら任せる」

　静かな声に女は安あん堵どのため息を吐ついた。

「承知いたしました。もうひとつお耳に入れておくことがあります」

「なんだ？」

「レーネディアに赤毛の女が同行しているそうです」

「赤毛？」

　若い声が戸と惑まどいに詰つまる。

「ティナと呼ばれているようです」

「アルティナ・ラズヴェルか……。懐なつかしい名前だ。もう五年になるのだな……」

　若い男が言葉を確かめるようにゆっくりと名前を口にした。

「楽しみが増えたな」

「デュラン、まさか、まだあの女に――」

　女の声音が硬かたくなった。

　と、そのタイミングを見み透すかしたようにノックが割わり込んだ。

「失礼いたします、デュラン様。オルバソンでございます」

　かれた年配男性の声が部屋の外から聞こえる。

「入れ」

　若い男の答えに応じてドアが開けられた。

　廊ろう下かの明かりが射さし込み、部屋を照らし出す。

　寝室だ。大きな天てん蓋がい付きのベッドがあり、そこに若い男女の姿があった。

　デュランと呼ばれた男はすっきりと整ととのった顔立ちで、明るい茶色の髪かみが柔やわらかく波打っている。はだけられた胸むな板いたは顔から想像するより遥はるかにたくましい。年ねん齢れいは二〇歳くらいだろうか。

　胸板に寄り添うようにうつぶせになった女は少し年下のようだ。真まっ直すぐの黒髪を短く切りそろえ、切れ長の目が鋭するどくドアをにらみつけている。邪じや魔ま者ものへの冷たい怒りだ。

　入ってきた男は女の視線にもたじろぐことなく、頭こうべを垂たれた。四〇代半なかば。丸い帽子をかぶり、黒を基調にした裾すその長い服を身にまとっている。

「これは失礼を」

　男はふたりの姿を見て形ばかりの詫わびを口にする。

「かまわん。用件は？」

　デュランは鷹おう揚ように手を振ってテーブルを示す。

　オルバソンはテーブルを回ってイスに腰を下ろした。反対側のイスに脱ぬぎ捨てられた下着には目もくれずにデュランに恭うやうやしく声をかける。

「今後の政まつりごとについてご相談をいたしたく」

「そうだな。では、後あとは任まかせるぞ、ミーガン」

「わかりました」

　ミーガンと呼ばれた女はベッドから身を起こした。するりと羽毛布団ぶとんから出ると、裸ら身しんを隠そうともせず、イスに脱ぎ捨てられた下着を身につける。ほっそりとした長身だが、張りのある豊かな胸むねと引き締まった腰のコントラストは扇せん情じよう的てきだ。

「そういえばアルティナ・ラズヴェルが現れたとか？」

　オルバソンは目の前で服を着始めたミーガンに冷たい目を向けて言う。

「耳ざといな」

「あの女は今度こそ始末する。二年前のような失敗はしない」

　デュランのおもしろがっているような言葉をかき消すように、ミーガンは殺さつ気きに満ちた声を上げた。

「そう願いますよ、商しよう兵へい部部長殿」

　オルバソンは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調でミーガンに言う。

「宰さい相しよう閣かつ下か、私が二度失敗するなどありえないことです」

　ミーガンが鋭い目でオルバソンをにらんだ。

「そう熱くなるな」

　起き上がってきたデュランがたしなめると、ふたりは言葉を飲み込んだ。

　立ち上がったデュランは一八〇セメタ近くの長身の持ち主ぬしだった。胸板の分ぶ厚あつさ以上に見事なのは、贅ぜい肉にくのない腹筋の割われ方だ。それでいてしなやかに無む駄だのない動きをする。

　ミーガンがデュランにガウンを羽は織おらせ、グラスを三つ用意してワインを注そそいだ。

「楽しみですな、すべてがデュラン様のものとなる日が」

　オルバソンがグラスを持つ。

「そのために働いているのよ、私もあなたもね」

「せいぜい働いてもらうとしよう、我が弟たちにも」

　三人はグラスを掲かかげた。

「デュラン様に」

　ミーガンとオルバソンが声をそろえ、三人はグラスをあわせた。



    

  
    
      
あとがき



　ここからは、わたし、メイルンと、穂ほ村むらがお送りしま～す。

　さあ始まりました、『斬ざん光こうのバーンエルラ』！　わたしほどじゃないけど、わたしに似た美少女ふたりと、どうでもいい女ふたりに囲かこまれて、主人公の旅が続いていきますよ～。主人公を落とすのは誰だれか？　ドキドキワクワクですね。



　あの、そういう話じゃなくて、出生の秘密を知った主人公が助けを借りながら――。



　そーゆーのはあらすじを読めばわかるんだからおいといて。立ちふさがる八人の王子をバッタバッタと叩たたっ切る痛快アクションなんでしょ？



　それも違うような……。



　煮え切らないわね～。

　あ！　そうだ。わたしねー、刃をよおっく研といでいつでも出られるように待ってたのに出番が全っ然なかったんですよね～。



　すみません……。パーティーの年ねん齢れい構成をですね、色々考えて――。



　あーあ、もう殺やる気きまんまんだったのになぁ。メイレンとメイロンが苦戦してたみたいだけど、わたしが出ていったら一いつ瞬しゆんで決着つけれたのになー。だいたいさ、男なんて色気でたらし込んでおいて、寝ねてる隙すきに殺っちゃえば簡単なのにあんな面倒かけてバカじゃないの？　まあ、メイロンじゃ色気ないから無理だけど。



　……。



　メイルン、短たん刀とう突つきつけて責めたらかわいそうやないの。穂村はん、顔が悪ぅなってはるよ。



　なんの用よ、メイラン姉さん？　それに顔じゃなくて顔色でしょ。



　言い間違ぅただけやないの。穂村はんにメイロンたちがお世話になったし、ご挨あい拶さつせんとなぁ思て。妹たちがお世話になって、えらいおおきに。



　あ、いや、こちらこそ。



　うわ、鼻の下伸ばして……。だから男って……。



　そやけど、あの子らだけやなんて、いけずやわぁ。次はうちも出しとくれやす。よろしゅうお頼申します。



　メイラン姉さん、目が怖こわいんだけど……。



　は、はいっ！　喜んで!!



　ちょっと！　わたしも出してよね!!



　……善ぜん処しよします。



　なによ、その態度の違いは？　後あとで顔貸かして。

　それではまた～！　次はわたしの活躍を期待してくださいね～！
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